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「「「ＦＵＣＫ！　ＹＯＵ！　ＦＵＣＫ！　ＹＯＵ！」」」

　旧校舎から学生寮へと続く路上に、物ぶつ騒そうな合唱がとどろく。

　二列縦隊になって行進する少年少女の動きは一いつ糸し乱みだれず、背筋はもちろん指の先までピンと伸びていた。『ＦＵＣＫ』で右足をあげ『ＹＯＵ』で左足をあげる。

　物々しく整然としたその様よう相そうはまるで軍隊。

　しかし、彼らが身にまとっているのは軍服ではない。

　白地に黒い横じま模様のジャージだ。

　囚しゆう人じん服ふくをモチーフにしたデザインのそれは、未成年の殺人犯ばかりが集められるこの《プルガトリウム更こう生せい学がく院いん》規定の運動着だった。

　紛まがうことなき人殺しである彼らが『貴様を●すFUCK YOU』と連呼している光景はひどく不ふ穏おんで殺さつ伐ばつとしており、朝の空気に似あわぬ剣けん呑のんな気配を振りまいている。

　――と。




「五十嵐いがらし舞まい那なアアアアアアアアアアアアァ！」




　少年少女のかけ声を切きり裂さき、舌したっ足たらずなロリータボイスが響ひびいた。最前列を歩く女子生徒の一人が「ひゃいいいぃ!?」と萎い縮しゆくする。

　横について行進を眺ながめていた、赤いジャージ姿の担任教師――久く瑠る宮みや聖ひじりが鉄パイプをブン回し、目を白黒させる舞那に怒ど声せいを浴あびせた。

「まただ！　また動きがズレ始めているぞ、貴様ァ!?　足の角度も腕の角度も下がってきている。気をつけろ！　どれだけ練習したらできるんだ!?」

「ひいっ!?　す、すみませ――」「声が小さい！　何回同じことを言わせるつもりだ、やる気あるのか!?」「ひゃい！　あっ、ありまちゅ！」「返事は『はい』だ」「ひゃい！」「はいだと言っている！」「ひゃあい！」「……ふざけてるのか？」「はいっ！」

「――――――――」

　久瑠宮のこめかみが引きつる。一いつ拍ぱく遅おくれて、

「ふざけているのか、貴様はアアアアアアアアアァ!?」

　雷が落ちた。怒ど号ごうと一緒に振り下ろされた鉄パイプが、アスファルトを叩たたく。

　舞那は「あひぃ!?」と飛びあがり、

「ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、ちゅみまちぇ――ずこおおおおおおぉ!?」

　足をもつれさせて転んだ。すると、後ろを歩いていた大おお野の木ぎも、いきなり倒れた舞那の身体からだにつまずき「おわぁ!?」とつんのめる。

　その大野木に後続の京きよう輔すけがぶつかり、向こう坂さかがぶつかり、紳しん士じがぶつかって……。

「「「ふぁっきゅ――――ッ!?」」」

　ドミノ倒しのように左半分の列が全ぜん滅めつ。

　もはや行進どころではない。この惨さん状じようを引き起こした舞那は、大野木の下した敷じきになり「はわわわわ」と目を回していた。

「い、五十嵐ぃ……き、貴様という奴はぁ――」

　久瑠宮がブルブル肩かたを震ふるわせ、再び怒りを爆発させようとしたとき。




　きいイいいいいぃぃィン、こオおおおおおォぉぉん、


　　かアあああああァぁぁん、こおオおおおおぉぉォン……。






　刑けい務む作業の終了時刻を知らせる、かすれたチャイムが鳴り響く。それで気き勢せいをそがれたのだろう、久瑠宮が「……チッ」と舌打ちをこぼした。

　振りあげていた鉄パイプの代わりに、辛しん辣らつな言葉を叩きつける。

「ふんっ……チャイムに救われたようだな。だが『本番』はこうもいかんぞ。貴様一人の失敗がクラス全体の失態、ひいては生き死にに関わる――いいな、五十嵐？　貴様は我々一年Ａ組の足手まといで出で来き損そこないのスカポンタンだ。それを自覚し、他人の百倍練習にはげめ！　さもなくば、死ぬことになるぞ。クラスメイトも、貴様自身も」

「…………ひゃい」

　地面に突つっ伏ぷしたまま、湿しめった声で答える舞那。

　大野木が顔をしかめて身体を起こし、サングラスを直した。紳士が崩くずれた髪型を整えてから「やれやれですね」と溜ため息いきを吐つく。ケバケバしい女子生徒が「あのチビ、まぢありえんてぃ～だわ。ざけんなし！」と毒づいた。

「アァン!?　誰が『チビ』だと!?　ブチ殺されたいのか、貴様アアアァ!?」

「ちょっ……ちげーし、センセじゃねーし！」

「教師には敬語を使えと言っておろうが、友とも永なが友とも美みイイイィ！」

「ファッ!?　何このパティーン!?」

　とばっちりを受け、久瑠宮に首根っこをつかまれるギャル――友美を横目に、鋭えい利りがしゃがみこんで尋たずねる。

「……大丈夫？」

「うう。すびばぜん、大丈夫でちゅ。あはは……」

　舞那が謝りながら起きあがり、弱々しく微笑ほほえんだ。

　綾あや花かが「もぉ！」と腰に手を当てる。

「しっかりしてくださいよ、あっちゃん。やるからには、負けたくないですからね……こんなところでつまずいてるようじゃ、先が思いやられます！」

「お、おい綾花――」

「神かみ谷や妹の言う通りだぞ、貴様らアアアァ！」

　抑えようとした京輔をさえぎり、久瑠宮が叫んだ。友美の口内に挿さし入いれていた得え物ものを引き抜くと、唾だ液えきまみれの先端部分を太陽にかざして、




「きたるプルガトリウム更生学院《体育祭》は、最もつとも過か酷こくな年間行事だ。生なま半はん可かな覚悟では、無事生き残ることすら叶かなわん。いいか、ブタ野郎ども――死ぬ気で臨のぞめ。あるいは殺す気で挑いどめ！　どのクラスも本気で潰つぶしにくるぞ!?　上級生の奴らは非常に手て強ごわい……脆ぜい弱じやくな新入生ごとき、あっという間に片づけられることだろう――だが、しかし！　あきらめるにはまだ早い。この二週間たっぷり血ち反へ吐どを吐いて当日、上級生の奴らに血反吐を吐かせてやろうではないか！　学院史上初となる一年生の体育祭優勝を目指してクラスが一いち丸がんとなり、他のクラスを叩き潰すのだっ！　ブッ殺せ！」



























　――プルガトリウム更こう生せい学がく院いん《体育祭》。

　九月中旬に催もよおされるそれは、全校生徒が一堂に会する、初めてのイベントだ。

　学院が用意した競技プログラムをこなし、一年Ａ組から三年Ｂ組の計六クラス、延のべ百人近い殺人犯たちが優勝目指して得点数を競きそいあう。

　その苛か烈れつさは《林りん監かん学校》以上で、例年多くの死し傷しよう者しやが出るらしかった。

　久く瑠る宮みやによると昨年は一年生の生徒が三名、一昨年おととしは一年生の生徒が二名と上級生の生徒が二名、競技中の『事故』で死亡したのだという……。

　今年は一体、何名の生徒が犠ぎ牲せいになるのだろうか。考えたくもない。

「無事に生いき延のびられますように。誰だれも殺されませんように！」

　刑けい務む作業の代わりに行われる朝練習を終えて、食堂。《日ひ替がわり残ざん飯ぱん朝定食》を受け取りながら、京きよう輔すけは無む慈じ悲ひな神に祈った。

　列の後ろに並んだ綾あや花かが「平気平気！」と背中を叩いてくる。

「綾花たちのクラスには、お兄ちゃんがいるもん。つまり最強。向かうところ敵なし！　先せん輩ぱいだろうが人殺しだろうが、全部まとめてギタンギタンだよ」

「ギタンギタンて。お前なぁ……」

「その通りです、綾花さん！」

　渋じゆう面めんを作る兄と笑顔を見せる妹の間に、第三者が割りこんできた。

　淡あわい茶髪の美少年――早さ乙女おとめ紳しん士じという名の男子生徒は、学院に来る前、二人の女性を絞しめ殺したという《絞殺魔ストラングラー》の屍体愛好家ネクロフイリアだ。

　紳士はさわやかな笑みを浮かべて、

「お兄さんほど凶暴で、凶悪な殺人鬼はいませんからねぇ。一年最多の十二人を殺し、女子のハートを殺し尽つくすその悪行は、学院屈くつ指しの外げ道どうっぷり！　敵に回したくない人ナンバーワンですが、味方になると心強い人ナンバーワンだと思います。抱かれたい人ナンバーワンの僕ぼくまでいるんですから、全部まとめてズコンバコンに――」

「うるさい」

　好き放題にうそぶく紳士の脚あしを、女子生徒が蹴けり飛とばす。

　赤あか錆さび色いろのポニーテールに切れ長の瞳ひとみ――両手でトレイを持った鋭えい利りは「ぎゃっ!?」と崩くずれる紳士を見下ろし、吐はき捨すてた。

「……死ねばいい」

　ぶちまけられた朝食を前に「あああぁ……」と絶望していた紳士が「えええぇ!?」と驚き、鋭利を見あげた。

「いきなり蹴りをかましておいて『死ねばいい』とか、おかしいですよね？　鬼ですか貴女あなたは！　僕が何をしたっていうんです!?」

「別に」

　鋭利はコップに水を注そそぎつつ、しれっと答える。

「何もしちゃいないけど。これからするかもしれないじゃない。今まで散さん々ざんあたしたちにちょっかい出してきといて、いけしゃあしゃあとからみに来てんじゃないわよ、このヘンタイエセ紳士。斬きり飛とばされたいの？」

「まぁまぁ、刺とげ々とげしくすんなって。体育祭はクラス対抗戦だろ？」

「…………む」

　なだめられ、鋭利が唇くちびるをとがらせた。

　――そう。体育祭はクラスごとに争われるため、クラスメイトは全員チームメイトになるのだ。紳士たち敵対してきた生徒とも、ある程度は仲良くやる必要がある。危険の多い行事であれば、尚なおのこと。

　鋭利は渋しぶ々しぶ理解したのか、プイッと顔を背そむけて、

「はいはい、わかったわよ……京輔がそう言うんだったら、努力してみる」

　すんなり矛ほこを収おさめる鋭利に、紳士が「おや？」と目をしばたいた。

「なんだか雰ふん囲い気き変わりましたね、鋭利さん……夏休みの間、神かみ谷やさんと何かあったんです？」

「別に。なんにもありませんけど」

「…………怪あやしい。敬語になっちゃうところが怪しさ満点ですよ？　ははぁ～ん、さてはアレですね？　神谷さんと付きあい始めたんでしょう？」

「えっ――」

　鋭利が絶ぜつ句くし、動きを止める。みるみる赤らんでいく顔を見て、紳士が「ビンゴ！」と指を鳴ならした。アゴ先をなでながら立ちあがり、

「へぇ、なるほどなるほど……ハーレムを築きずきあげてきた神谷さんも、ようやく一人の女性に腰を落ち着けましたか！　いやはや、おめでとうございます。ちなみにですけど鋭利さん、神谷さんとはもうヤりました？」

「死ねッ！」

　あけすけに問う紳士の頰ほおを、鋭利が思いっきり引っぱたく。「ぎゃあっ!?」と倒れる紳士の頭を蹴けりつけ、踏ふみつけまくり、

「ふっ、ふざけんなヘンタイ！　何勝手に勘かん違ちがいしてんの!?　まだ告白してもいないのに……おっ、おかしなこと訊きかないで！　斬り殺すわよ、あんたッ!?」

「落ち着け鋭利、やりすぎだ！」

「クスクス。『まだ』ってことは、これからするつもりなんです？　わかりやすいなぁ鋭利さん、さすが初う心ぶ……」

「ちょっと!?　紳士クンに何してんだ、チョガンブ！」

　なだめる京輔と微笑ほほえむ綾花の横から金髪のギャル――友とも永なが友とも美みがすべりこんできて、鋭利にヤクザキックをかました。

　紳士をいたぶるのに夢中だった鋭利が「きゃあっ!?」と倒れる。

「……イタタタタ。僕のベビーフェイスに、なんてことしてくれやがるんですか」

「本当だよね！　なんなんコイツ!?　ウチのダンナに手ぇ出すとか、まぢ許せない……激げきおこ！　チョズいてんじゃねーぞ、貧ひん乳にゆう」

「なっ――」

　友美に罵ば倒とうされた鋭利が眉を吊つりあげ、負けじとにらんだ。

「うるさい低脳、日本語しゃべれ！　チョガンブって、どういう意味よ!?」

「チョー顔面ブスの略りやくだろ、常Ｊ考Ｋ。そんなことすらわからないとか、まぢＢＭなんですけどウケる。キャハハハハ！　バカ丸出しＢＭっていうかぁ～、パンツ丸出しぃ～？」

「…………ッ!?」

　友美に指をさされた鋭利が、慌あわててスカートを直す。

　目の上に手をかざしていたドレッドヘアの大おお野の木ぎと、両手で双眼鏡を作っていた猫背の宇う佐さ見みが残念そうに腕を下ろした。

　京輔の口から嘆たん息そくがこぼれる。

「団結力なさすぎるだろ、オレらのクラス……」

「……当たり前でしょ」

　衣服を整え起きあがった鋭利が、憮ぶ然ぜんと腕を組んだ。

「入学してからいがみあってきた連中と、いきなり手を取りあえるわけないじゃない。昨日の今日じゃ難むずかしいと思うわ」

「う～ん。まぁ、そりゃあそうだが――」

「だからこそ！　だからこそですよ、皆さん！」

　言いよどむ京輔をさえぎり、紳士が声に力をこめる。

　芝しば居いがかった動作で両腕を広げ、食堂にいるクラスメイトを見回すと、

「体育祭まで二週間。皆仲良く手を取りあって、結けつ束そく力りよくを強めていきましょう！　他のクラスを討うち破やぶり、先輩たちをぎゃふんと言わせてあげるためにも。目指すは優勝――今こそ一いつ致ち団だん結けつのときですっ！」

　威い風ふう堂どう々どうと呼びかけ、紳士がまばゆい歯を光らせた。

　頰に残ったビンタの痕あとが、微妙にしまらなかったけれども……。





×　×　×






「それにしても、おかしな話ですよねぇ」

　左隣の友美に《日替わり残飯朝定食》を分けてもらいつつ、紳士が呟つぶやく。二人の対面に腰かけている京輔は「何がだよ？」と問いかけた。

　紳士は、落書きの群れグラフイテイアートで埋うめ尽つくされている汚い天てん井じようを仰あおいで、

「この学院の行事です。プルガトリウム更生学院は、僕ら殺人犯を更生させる場所なんですよね？　なのにどうして、こんなに過激なんでしょう……久瑠宮先生なんか普通に『ブッ殺せ！』とか口走っちゃってましたし」

「ねー、まぢイミプーだよね！　更生させる気あんの、みたいな？　本気でブッ殺していいんだったら、アタシとかまぢバリコロだけど。バリバリ殺しちゃうけど！」

　同意し、友美が凶器に見立てた箸はしで宙を突きまくる。

　友美の真正面に座る鋭利が、眉まゆをひそめた。

「……ハァ？　あんたにそんな力があるわけ？　すごく弱そうなんだけど」

　友美が「――は？」と手を止める。

　つけまつげとマスカラで飾かざられた目に、物ぶつ騒そうな光が反射した。

「何それ、アタシをナメてんの？　カンタンじゃん、殺すのなんて」

　グロスで艶つやめく唇が開き、ピンクの歯は茎ぐきがのぞく。そして、友美は――ピッチピッチのギャルにしか見えない少女は、当たり前のように続けた。

「アタシみたいなか弱い女子でもさ、その気になればソッコー殺せちゃうじゃん。その気になれる度ど胸きようがないだけで！　自己紹介でも話したけどさぁ」

「お、おう……？」

　殺人犯ばかりが集まるこの学院に『冤えん罪ざい』で入学させられてしまった京輔は、自分のことでいっぱいいっぱいだったため、生あい憎にくほとんど記憶に残っていない。

　鋭利も覚えていないのか、いぶかしげな表情をしている。

　すると、友美はとっておきの自じ慢まん話ばなしを披ひ露ろうするような口調で、

「アタシまぢミラクルハイパーええ度胸ＥＤだかんね。『ともちゃん』って言えば、わかるかな？　動画サイトで生放送してたんだけどさぁ、人とかまぢ集まんなくって。最初はつまんなかったんだ？　アタシの百倍ブサい女が、アタシの千倍もてはやされててオチるし、もう生主やめよっかなー……って思ったそのとき、ヒラメいちゃったんだよね。殺人生放送とかオニヤバくね？　みたいな！」

「あっ――」

　京輔の左隣で食事していた綾花が、手を止める。

「その話知ってる！　一年くらい前かなぁ。女子高生の生主さんが同級生を刃物で刺し殺す配信をして、大騒ぎになりましたよね？　ＳＮＳでも拡かく散さんされたとか」

「そうそうそれそれ、それアタシ！」

　知られていたのが嬉うれしいのだろう、友美が声を弾はずませ立ちあがる。

「あのときはまぢテンションあがったわ！　あっという間に噂うわさが広まって、みるみる人が集まってきてさぁ……最初は視聴者二ケタだったのが、最終的には四ケタ超えてんだもん！　まぢウケる。気持ちぃ～、超気持ちぃって感じ？　キャハハ！　コメントとか超荒れちゃってんの。全部シカッテぃーして殺やったんだけど、テンションあがりまくりで刺しまくりで血とか内臓出まくりで！　どんだけカミッテルのアタシ!?　みたいな！　今思い出してもサイコー。むしろサイコか？　キャハハハハ！」

「「……………………」」

　腹を抱かかえて笑う友美に、ドン引きする鋭利と京輔。

　――ああ、そうだった。今改あらためて思い知る。

　此こ処こにはこういう輩が山ほどいるのだ。疑問も躊ちゆう躇ちよも葛かつ藤とうもなく、他人の命を奪うばってしまえるサイコパスどもが……。

　一年生だけじゃない。二年生にも三年生にも、大量に。

（オレらはそんな連中と、ガチで争あらそう羽は目めになるのか……ヤバすぎるだろ）

　生きつ粋すいの一いつ般ぱん人じんである京輔は、体育祭の恐ろしさを再認識してビクビク震ふるえた。だが、殺人犯のクラスメイトは、京輔の心中など知る由よしもなく、

「ふふ。さすがは友美さん！　容姿に似あわぬ残ざん虐ぎやくっぷりです。しかも僕らのクラスには、学年最多の十二人を殺し尽くした神谷さんというエースがいますからねぇ？　神谷さんにとっては殺人鬼すら赤子同然、五秒で虐ぎやく殺さつしてくれますよ！」

「えっ。いや、オレなんか全然――」

「ハハハ、だよなァ！　期待してンぜ、神谷ァ？　テメェには痛い目見させられてきたけど、体育祭ではお互い味方同士だ。思う存分、殺りまくってくれよな!?」

「ヒッ、ヒヒヒ……最狂無敵の殺人鬼、神谷京輔さまの活躍にご期待……ヒヒヒ」

　紳士の右隣に並んだ大野木と宇佐見まで、京輔を持ちあげてくる。

　実際は一人も殺していないのだが、肩書きレツテルのせいで期待が凄すさまじく「「「か・み・や！　か・み・や！」」」という合唱まで始まった。

「ちょっ……や、やめてくれ！　そういうノリはマジでいいから――」

「か・み・や！　か・み・や！　あ、ソーレ！　か・み・や！」

「綾花ッ!?　煽あおってたのはお前かあああぁ！」

　妹の手拍子をやめさせ、京輔はげんなりとする。

　鋭利が「……どんまい」と呟いた。

「…………あうあう」

　そんな中。テーブルの隅すみっこで独ひとり、もそもそ食事を摂とる女子生徒がいる。

　栗くり色いろの髪に亜あ麻ま色いろの瞳、今け朝さ久瑠宮にこっぴどく叱しかられていた舞まい那なだ。綾花の左隣に座る舞那は、小さな身体をさらに小さく縮ちぢこまらせて目を伏ふせ、黙だまりこんでいた。

　極きよく力りよく目立たないように――。

「ただ、問題は舞那さんですよねぇ」

「ふえええぇ!?」

　紳士が漏もらした一言に、舞那がビクンッと跳はねる。手にした食器が引っくり返って、対面の宇佐見にバシャッと味み噌そ汁しるがかかった。

「ヒヒィ!?」

「すっ、すすすす、すみまちぇん！　わっ、わわわわ、わたしは、わたちは――」

「あっちゃん、うるさいです。落ち着いてください」

　慌てふためく舞那に、綾花が冷水のような言葉を浴あびせる。舞那は目を見開いて硬直した後「……ご、ごめんなちゃい」と腰を下ろした。

　綾花と紳士がそろって溜め息を吐く。

「どんだけ気弱なんですか。そんなんだから、失敗しちゃうんですよ？」

「本番もこの調子だと、頭が痛くなります。とんだトラブルメーカーですねぇ」

「は、はうう……」

　舞那がうなだれ、目め尻じりに涙の粒つぶを浮かべた。味噌汁まみれにされた宇佐見が、前髪の隙すき間まからじっとりした目を向けている。

　舞那がぎゅっと瞼まぶたを閉じて、勢いよく頭を下げた。

「ほ、本当にちゅみまちぇん！　わたしはドジで小心者で、バカでのろまで泣き虫で、皆の足を引ひっ張ぱっちゃうかもしれません！　だけどわたしは一生懸命、頑張――」

「やめてよ。アンタが空回りすっとさ、ウチらに迷めい惑わくかかんじゃん」

「……ふぇ？」

　舞那がポカンとした顔で、かったるそうな友美を見やる。

　友美は指に髪の毛を巻きつけながら、

「アンタ、荒あら太たと影かげ郎ろうのこと半はん殺ごろしにしたんっしょ？　林りん監かん学校ではセンパイまで殺りかけてたし、まぢオソロだわ……勝手にやらかすだけならイイけど、今朝の練習みたいにウチら巻きこんだらガーしばくかんね。わかったか、このアリエンティスト!?」

「ひっ!?　は、はひいいいいいいぃ！　あわわわわわ」

　容よう赦しやのない恫どう喝かつに、舞那が身を震わせた。

　いよいよこらえきれなくなった京輔は、テーブルを叩いて立ちあがり、

「おい！　そんな言い方――」




「ああ、疲つかれたぁ～。ヘトヘトだよぉ、もうっ！」




　怒ど鳴なりかけたとき、食堂に新たな生徒たちがぞろぞろ入ってくる。

　彼らの先頭にいるのは――。

「練習初日から時間オーバーするとか、勘かん弁べんしてほしいよね!?　だから毒ぶす島じまさんは人気がないんだよ……。皆もそう思うだろ？」

　漆しつ黒こくのガスマスクとヘッドフォンをした女の子。異様な生徒が多い学院内でも、一ひと際きわ異い彩さいを放つ彼女の後ろに続くのは、

「ウフフ。ええ、そうね。時間にルーズな男の人は嫌われちゃうものね」

「……ううん。男の人で大切なのは味だよ。それ以外は、どうだっていいもん」

「否いな、男に求められるべきは強さだ！　そうだろう《片翼の死天使アズリエル》？　ククク」

　頭に小麦袋を被った巨女と八や重え歯ばを光らせる少女、自分の左腕に向かって話しかけ、不ふ敵てきな笑みを浮かべる少年――という、これまた奇妙な生徒たちだった。

「おやおや？　僕らの『敵』が来ましたねぇ……」

　紳士が低い声で言う。彼らが所属するのは一年Ｂ組。京輔たち一年Ａ組と、体育祭でぶつかるクラスの一つだった。

　最も身近なライバルたちの登場に、クラスメイトが敵てき愾がい心しんを燃やし始める。

「オレらと同じ一年だからな。奴らにだけは死んでも負けねェ！　叩たたき潰つぶすぜ」

「ヒッ、ヒヒ……昨日の敵は今日の友、昨日の友は今日の敵……ヒヒヒ」

「やばば。アタシ、チョー殺る気満々ＹＭになってきた！　フルボッコにしてやんよ」

「……そうですね。いつも親しくしてるヒトでも、体育祭では敵同士なんですもんね。なら、排はい除じよするしかありません！　綾花は心を鬼にしますよ、煉れん子こさん？」

「うう。ＧＭＫが敵なんて、そんなぁ～。俺はどうしてＡ組なんだぁ……」「違うぞ、向こう坂さか。逆に考えろ！　敵には何をしてもいいんだ。つまり――」「おっぱい触さわり放題!?」

「イエス・ウィー・キャン！」

「「うおおおおおおおおおおおおぉ！」」

「…………サイテー」

「あうあう」

　などと盛もりあがるＡ組の生徒を、Ｂ組の生徒がにらみ返した。

　剣けん呑のんな空気が満みち充みちる。『クラス対抗戦』という体育祭のルールが、クラスの間に緊張と軋あつ轢れきを生しようじさせているのだ。

　プルガトリウム更生学院が催す体育祭は正しよう真しん正しよう銘めい、ガチの潰しあい。

　敵対者と仲良くするような輩やからは、どこにも……。

「おはよう、京輔っ！　鋭利に舞那に綾花ちゃんも、おはよう！」

　――いた。一人だけいた。

　黒いガスマスクを被るそいつは、場の空気を完全無視してこちらに近づいてくると、京輔の背に「むぎゅっ」と抱きついてくる。

「うわっ!?　や、やめろこのバカ……重たいんだよ！」

「フシュー。だって大きいんだもん。いいじゃないかぁ、堪たん能のうしなよ？　ほれほれ」

　女子生徒がイタズラっぽく笑い、背中に胸を押しつけてきた。

　何回味わわされても、ドキマギしてしまう感触。加えて汗と石せつ鹼けんの混ざりあった匂においが、京輔の理性をグラグラ揺さぶってくる。

「だああああああぁ、もう！　いいから一回離れろ、煉子。顔あわせるたび抱きつくんじゃねぇっての。乳ちち押おしつけんのもやめてくれ！」

「だからさー。それをやめたら、私のキャラが立たなくなっちゃうじゃないか」

「お前の場合、胸がなくてもちゃんと立つから安心しとけ。何回言わせるんだよ！」

「胸がなくてもちゃんと勃たつから妊にん娠しんしとけ？　何回イかせるんだよ!?」

「言イってねぇ！」

「「「……………………」」」

　ギャーギャー騒ぐ京輔と煉子に、数多あまたの視線が突き刺さっていた。

　鋭利が「……ハァ」とこめかみを押さえる。

「つくづく空気が読めないのね、あんた。今がどういうときだか、わかってる？」

「もちろんさ！　おっぱいネタで鋭利をからかいながら、皆で楽しく朝ごはんを食べるときだろ？　いやぁ～、今日も素敵な胸だねぇ！　全然成長してないよ」

「あー、はいはい。ちっともわかってないわね……全然成長してないわ、アタマが」

「ええっ!?　君が『アタマ』とか言っちゃうのかい!?」

「――氷ひ河かわ煉子さん」

　いつもの調子で鋭利をおちょくる煉子に、静かな声がかけられた。

　見れば、紳士が立ちあがって胸に手を当て、

「おはようございます。こういう風にきちんとお話しするのは初めてですよね？　僕は早乙女紳士です。実は、前々から貴女のことが気になっていまして……是ぜ非ひ一度お話ししたいと思ってたんですよ。いやぁ、チャーミングなガスマスクですねぇ！」

「「…………ハァ？」」

　煉子を口く説どき始める紳士に、京輔と鋭利はそろって呆あきれる。

「前々からって……何を都合のいいことほざいてるのよ、ペテン師」

「まったくだ。コイツのこと『黒いガスマスクをつけた奇き女じよ』呼ばわりしてたじゃねぇか。どういう風の吹き回しなんだ？」

「ふふふ。やだなぁ、二人とも。僕は女性を外見だけで判断するような、器うつわの小さい男じゃないですよ？　最初こそ、ブッ飛んだ装よそおいに動揺してしまいましたが……仮面の下に隠されている、内面の美しさに魅み了りようされ――」

「ああ。君、私の素顔を見たんだね」

「…………。見ました」

「やっぱり外見じゃねーか」

　――そういえば。夏休み前、暴走する綾花を力ずくで止めた際、煉子は野や次じ馬うまに素顔をバッチリ目撃されているのだ。

　普段ガスマスクで見ることができない、絶ぜつ世せいの美び貌ぼうを……。

「いやはや、バレてしまいましたか……すみません。まさかあんなにお美しいなんて、夢にも思わなかったものでして」

「だよなァ！　オレも、あンときはマジビビったぜ！」

　すると、大野木も会話に加わってきた。鼻息荒く身を乗り出して、

「ぶっちゃけおっぱいだけの痴ち女じよだと思ってたンだけどよ、フタを開けてみりゃ超ド級の美少女じゃねぇか！　あのルックスな上そのスタイルで、おまけにラップもクソ上手とか。ヤバすぎてオレ、鋭利さんから浮気しそうだもンよ。宇佐見はどうだ？」

「……………………」

　話を振られた宇佐見が腰をあげ、伸びさらしの前髪を払はらう。

「そうだね。僕は美脚も好きだけど、巨乳はもっと好きなんだ。今までは顔の可か愛わいさで鋭利ちゃん推おしだったけど、あの素顔を見ちゃったらもう乗のり換かえざるを得ないなぁ。煉子ちゃん好きです、ファンになりました。おっぱいペロペロさせてください」

「ファッ!?　影郎が普通にしゃべってるとこ、初めて見たんですけど!?　しかもキモ！　しゃべってること、めっちゃキモッ！」

　仰ぎよう天てんする友美の正面、鋭利が「……チッ」と舌を鳴らした。

「死ね。ていうか、忘れてるんじゃない？　こいつが所属してんのは一年Ｂ組、あたしたちとは敵同士なのよ？　交流深めてどうするの」

「ええええええぇ!?」

　突き放すような態度の鋭利に、煉子が素すっ頓とん狂きような声を出す。

「なんだよ、別にいいじゃないかぁ！　まだ始まってないんだしさぁ」

「よくない。本番前に仲良くしてたら、いざ戦うときやりづらいでしょうが」

「えー。私は気にしないんだけどなぁ……鋭利、最近やたらと当たりが強くない？」

「当然よ。あんたはあたしの敵だもの」

「…………敵？　クラスじゃなくて、君のかい？」

「残念ですが、煉子さん……」

　首を傾かしげて鋭利を見やる煉子に、紳士が悲痛な表情を浮かべた。

「一年Ａ組の僕と一年Ｂ組の貴女。僕ら二人の恋は、許されざる恋だったようです……嗚あ呼あ、まるで悲劇の『ロミオとジュリエット』！　穢けがれなきこの純情は、体育祭という嵐あらしに引き裂かれ、儚はかなく消えてしまうのでしょうか――」

「ねぇねぇ、京輔」

　一人で盛りあがる紳士を放置し、煉子が話しかけてきた。

「体育祭はクラス対抗戦なんだよね？」

「ああ」

「自分のクラス以外は全部、敵なんだよね？」

「そうだな」

「うん。じゃあ共闘しない？」

「えっ…………」

　煉子が持ちかけてきた提案に、京輔は目を丸くする。

「君たち一年Ａ組と私たち一年Ｂ組の間で、同どう盟めいを結むすぼう」

「…………本気か？」

「もちろんっ！　――いいかい、皆？」

　煉子は空あいたテーブルに飛び乗ると、食堂内の生徒たちを見回し、

「体育祭は全部で六つのクラスがしのぎを削けずる競争だ。普通に臨のぞめば、戦うライバルは五クラス、うち四クラスが上級生だよね？　上級生は全員、体育祭を経験してる。けど私たち一年生は経験してない。そんなハンデを背せ負おったまま挑いどんで、太た刀ち打うちできると思うかい？　答えは過去の結果が証明してるよね」

　一年生の優勝回数はゼロ。無慈悲で、圧倒的な現実だ。

　聞き手の胸に微かすかな不安が生まれるのを見み計はからい、煉子が再び口を開いた。

「だから、力をあわせよう。二クラス分の力をあわせて、経験の差を埋うめてしまおう！　ライバルは四クラスに減り、戦力は二倍に増える！　そうやって最大のライバルである上級生を排はい除じよした後、私たち二クラスで優勝を争えばいい……ね？　正攻法で挑むよりよっぽど勝機がありそうだろう？　さぁ、皆――」

　声にだんだん熱をこめ、煉子が不安を取とり除のぞいていく。そして不安が希望に塗ぬり替かえられたとき、煉子が拳こぶしを突きあげ叫んだ。

「私と一緒に、体育祭を勝ちあがろうじゃないか！　Ａ組だとかＢ組だとか、そんなの全然関係ないよ。同じ『一年生』として、先輩がたの鼻を明かしてやろうじゃないか！　そして、刻きざもう！　プルガトリウム更生学院の歴史に、史上初の『一年生優勝』という輝かがやかしい戦績を！　ＹＥＡＨ、ウチらの力をまとめて結集！　そこらの奴らをまとめて一いつ蹴しゆう！　悪いがSorry、テメェは勝者じゃねぇYou're not a winner！　そうウチらだWe、ウチらが全員勝者We're a lot of winners！」

「「「――――――――」」」

　咆ほう哮こうの後、披ひ露ろうされたラップに場が静まり返る。

　生徒たちの沈黙は数秒。次の瞬間、

「「「ＧＭＫえええええええええええええええええええええぇ！」」」

　歓かん声せいが爆発。一瞬にして食堂フロアが沸わいた。

　Ａ組Ｂ組問わず生徒が殺さつ到とうし、煉子の立つテスーテブールジを取り囲む。

「かっけえええぇ！　さすがはＧＭＫだぜ！」「そうだよね！　一年生でいがみあってちゃ先輩たちには勝てないもんね！」「好きです。付きあってください！」「よっしゃあああぁ、殺ってやろうじゃねぇかぁ！」「僕たちの手で優ゆう勝しよう旗きをもぎ取ろう！」「上級生をブッ潰せ！」「好きです。結婚してください！」「煉子さあああぁん、こっち向いてえええぇ！」「ＹＯ、ＹＯ――」「おい見ろ、フクロボブがステージに！」「チカチーロも一緒だあああぁ！」「魔ま境きよう院いん喰くう餓がも！」「ぶっちゃけ、ミチローいらなくねぇか？」

　などなど。食事そっちのけで始まる《ファッキン・パークFUCKIN PARK》の即そつ興きようライブに、綾花がポカーンと口を開けていた。

「…………何あれ？」

「なんなんだろうな。アイツ、どんだけ人気なんだよ……」

「はわわ。煉子ちゃん、やっぱりすごいですっ！」

　恐らく明らかになった素顔や、綾花相手に見せた真っすぐさ、期末試験の成績などで人気に拍車がかかったのだろう。呆あつ気けに取られる京輔たちのすぐ近く、数分前まで敵対していた生徒たちが一緒に愉たのしんでいた。

「……フンッ。そう簡単にいくのかしらね。先生たちが許せばいいけど」

　鋭利の冷さめた呟きは、煉子ＧＭＫの熱いリリックによって消される。

　煉子たち《ファッキン・パーク》のライブは結局、朝食時間が終了するギリギリまで続き――その間、声せい援えんが止やむことはなかった。





×　×　×






「やぁ、皆！　先生たちに同盟話を持ちかけてみたよ」

　同日の放課後。一年Ａ組の教室を訪れた煉子が、経過報告をしてくる。

「マジか。早いな……で、どうだった？」

「久瑠宮さんは渋っていたけど、毒島さんのドーピング――強きよう壮そう毒どくや増ぞう強きよう毒どく、興こう奮ふん毒どくや鎮ちん痛つう毒どくを交こう渉しよう材料にしたら、検けん討とうしてくれるって！」

「ドーピング……普通の体育祭なら失格だろうが、ここはなんでもアリなんだもんな。殺しちまったり、後こう遺い症しようが残るレベルの大おお怪け我がさえ負おわせなければ」

　ただ、殺しても減点されるだけで即退場にはならないのが恐ろしかった。死者も毎年出ているのだし、その無む法ほうっぷりは推おして知るべしだ。

「あうあう。わたしたち、ちゃんと一緒に戦わせてもらえるんでしょうか……」

「うん。たぶん大丈夫なんじゃないかな」

　不安で仕方なさそうな舞那に、煉子が力強く答える。

「体育祭の順位はそのまま、先生たちの評価に繋つながるみたいだし？　久瑠宮さんも毒島さんも、それがクラスのためになるなら協力してくれるはずだよ。林監学校と違って、体育祭では先生たちも運命共同体なわけだしさ」

「……なるほど」

　そう考えると、多少は心強かった。今まで嫌というほど恐怖を刻みこまれてきた分、味方に回ったときは頼たのもしい。ちゃんと回ってくれていれば、だが……。




「おい、煉子。それから神谷京輔」




　噂をすれば影である。久瑠宮が教室を訪れて、京輔たちを呼んできた。

「ちょっと来い。貴様ら二人に用がある」

「えっ……オレも、ですか？」

「フシュー。当たり前じゃないか。君は一年Ａ組のリーダーみたいなものなんだから。同盟の話を持ちこんだ私と一緒に呼び出されるのは、自然な流れだよ」

「リーダーって……そうなのか？」

「まぁ、そうなんじゃない？　あんたが一番殺してるんだし」

「こ――」

　――殺してねぇだろ、と危あやうくツッコみそうになる。鋭利以外のクラスメイトも否定せず「いってらっしゃいリーダー」「頼んだぜリーダー」と手を振ってきていた。

　京輔は憂ゆう鬱うつな気持ちで煉子に続き、教室を出る。

「久瑠宮さん、久瑠宮さん！」

　ズンズン廊下を歩む久瑠宮に、煉子が人ひと懐なつっこくからんだ。

「私たちとの共闘、考えてくれた？」

「検討中だ。そっちはしばらく待っていろ」

「あれ？　今からするのは、その話なんじゃ――」

「いや。別件だよ」と答える久瑠宮に、煉子が拍ひよう子し抜ぬけする。

「シュコッ!?　別件ってなんですか」

「――――――――」

「…………久瑠宮さん？」

「すぐにわかるさ」

　久瑠宮はそう返したっきり口をつぐんで、旧校舎を出た。上うわ履ばきから外履きに替かえ、少し離れた新校舎へ向かう。目立たぬよう裏玄関から入った京輔たちは、

「止まれ」

　新校舎一階、裏玄関から程近い部屋の前まで連れてこられた。扉の上には『応接室』と書かれたプレートがつけられている。

「え、ええっと……お客さんでも来てるんですか？」

「うむ。貴様の知りあいがな、煉子」

「な、なななな、なんだってえええぇ!?」

「煉子の知りあい!?」

　予想外の内容だった。週末など、煉子は時とき折おり『仕事』で学院外に出ていることがあるらしいのだが、そちらの交友関係だろうか……。

「貴様の顔を見るため飛んできたみたいだぞ？　半なかば無理やり予定をくりあげて」

　煉子が「本当に!?」とはしゃぎ、久瑠宮にすがりつく。

「誰が来てくれてるんだい!?　殺し屋友達の錐きりちゃん？　それとも、始し末まつ屋やの猟りようくん？　《死肉喰らいカンニバル・コープス》の朽くち歯はかな？　あ、ひょっとして《砂糖狂いシユガー・カルト》の佐さ藤とうさん？　あるいは私の意表を突いて《死に至る魔眼アイズ・セツト・トゥ・キル》の首吊り姉妹とか――」

「煉子おおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　そのとき応接室のドアがブチ開けられて、室内から飛び出してきた影に煉子の身体がかっさらわれた。





×　×　×






「うひゃああああああぁ!?」

　飛びかかるなり煉子の身体をガッチリ捕らえて、応接室から現れた人物が廊下の上をゴロゴロ転がる。絶ぜつ叫きようする煉子を組み伏せ、豊かな胸に顔をこすりつけながら、

「久しぶりだね、半年ぶりいいいぃ！　会いたかったよ、超会いたかったあああぁん！　今まで会いに来られなくてごめんねえええぇ、本当にごめんっ！　請うけ負おい中の仕事が全然はかどらなくてさ、もう大変なんだよおおおぉ！　癒いやしてぇ、煉子っ！　ささくれだった私の心を癒してくれよおおおぉ、煉子ちゃああああああぁん！」

「え？　ええっ!?　ええええええぇ!?」

　仰あお向むけに押し倒された煉子が、激しく狼ろう狽ばいしていた。

「マ――」無む我が夢む中ちゆうでじゃれついている人物を見つめると、

「ママあああぁ！」

　歓声をあげ、抱きしめ返す。

「ママじゃないかああああああぁ、久しぶり！　私もずっと会いたかったよ！　まさかわざわざ来てくれるだなんて、嬉しいっ！　嬉しすぎるよ、ママああああああぁ！」

「………………………………は？」

　じゃれあう二人を傍はたから見ている京輔は、あんぐり口を開けていた。

　――ママ。母親。煉子の母親。ということはつまり、

「あ、あの人が煉子を生み出したっていう……」

「いかにも。《殺害機関マーダー・メイド》の製作者だな」

「…………マジっすか」

　うなずく久瑠宮の隣で、京輔は呆ぼう然ぜんとその人物を眺める。

　ブランド物のスーツに白衣をまとった女性は煉子と同じく綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつをしているが、それは肩かたの辺りでぞんざいにカットされ、毛先があちこち跳はねていた。

「――ふぅ」

　やがて女性が満足したように、煉子を離して立ちあがる。

「いやはや、堪能させてもらった！　煉子の身体は、柔やわらかくって気持ちいいなぁ……ふふふ。甘くていい匂いもするし、はぁ……できることなら、あと十時間ほど抱きしめたいんだけれど、ひじりんからどやされそうだし？　ひとまず自じ重ちようしておくよ」

「…………ッ!?」

　振り返ったその顔を見て、危あやうく呼吸が止まりそうになった。

　――怖おぞ気けがするほど美しい顔だち。白くまばゆい肌は陶とう磁じ器きのようで、蛍けい光こう灯とうの下、濡ぬれたように輝いて見える。流れるような細い柳りゆう眉びも、影が落ちるほど長いまつ毛も、筋の通った高い鼻び梁りようも、艶つややかな薄うす桃もも色いろの唇も……。

　全てが煉子とそっくりだった。

　まるで煉子がそのまま年をとり、大人の女性になりでもしたかのように。

「おや？」

　目を見開いたまま固まる京輔を、氷蒼色アイスブルーの瞳が捉とらえる。透すき通とおった双そう眸ぼうが細められると同時、その眼めに不ふ穏おんな光が宿やどった。

　しばらく京輔をにらみつけてから、うなるように言う。

「…………視みえないね」

　女性は眉み間けんにシワを寄せると、ヒザをつき「眼鏡めがね、眼鏡――」と廊下を探り始めた。どうやら視力が弱いらしい。

　煉子が「ママ、落ちてたよ？」と眼鏡を差し出す。

　娘の手から眼鏡を受け取った女性は、気を取り直して立ちあがり、

「まぁ、度どは入っていないんだけれども」

　――伊だ達て眼鏡かよ！　今のくだりはなんだったんだ!?

　などと初対面の相手にツッコむわけにもいかず、京輔は反応に困った。助けを求めて久瑠宮を見れば『わたしを見るな』という目でにらみ返される。

　なんとも言えない沈黙が降りる中、女性が落らく胆たんの溜ため息いきをこぼした。

「……はぁ。ダメだね、ツッコミスキルがなさすぎる。不合格だよ、不合格。あんな男は煉子に相応ふさわしくない！　大人しく身を引いてもらおう」

　煉子が「えええぇ!?」とのけ反り、わめく。

「嫌だよ、カレは私の恋人なんだから！」

「恋人おおおぉ!?」

　女性が煉子の肩をつかんだ。

「どういうことだい!?　もうそこまで進んでるなんて、聞いてないんですけど！」

　――京輔だって聞いてない。

「ねぇ、どこまでいってるの？　京輔くんとは、どこまでヤってるの!?」

　まだ名乗ってもない名前を呼んで、女性が煉子を問いただす。煉子は「えー」と言いよどみ、思わせぶりに身体をくねらせた。

「……は、恥はずかしいよぉ」

「恥ずかしいッ!?」

　女性の声が裏返る。

「まっ、まままま、待って！　お願い、待って！　恥ずかしくて人には話しづらいことまでしちゃってるのかい!?　殺ス――じゃないや、怒らないから教えてごらん。ほら、私にだけ聞こえるくらいの声でいいから。包つつみ隠かくさず話すんだ」

「う、うん……わかったよ、ママ。ええっとね……」

　女性の耳に排はい気き口こうを近づけ、煉子がボソボソ話し始める。

　京輔たちには聞こえなかったが、煉子の話を聞く女性の顔が思し案あん顔がおから困こん惑わくに、困惑から驚きよう愕がくに、驚愕から真ま顔がおに、真顔から羞しゆう恥ちに、羞恥から憤ふん怒どに、憤怒から……。

「オーケー。ちょっと彼にも話を聞いてくる」

　虚きよ無む。表情の抜け落ちた女性が、京輔へと近づいてきた。

　久瑠宮がスッと距離を取り、煉子が「……ママ？」と首を傾げる。

　京輔の背に寒気が走った。この気配はアレだ。

　――殺気だ。

「神谷京輔くん、だよね？」

「は、はい……」

　目の前までたどり着いた女性が、真正面から京輔を見つめる。感情のない静かな声で尋ねられ、京輔は恐きよう々きようと答えた。

　女性が「……ふぅん」と漏もらし、頭の先から足の先までじっくり観察してくる。尋じん常じようではない居心地の悪さだった。今すぐにでも逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられる。

　女性が「じぃ～……」と無言で視線をはわせてくるので、京輔もまた女性をまじまじ見つめ返した。

　見れば見るほど、本当に似ている。眼鏡のおかげで印象こそ異ことなるが、やはり煉子がそのまま大きくなったとしか思えない。年齢は恐らく二十代前半、化け粧しようをほとんどしていないにもかかわらず、少女のような肌ツヤだった。

　底そこ抜ぬけに明るい煉子と比べて幾いく分ぶん落ち着いた雰囲気をしており、大人の色いろ香かや風格が備そなわっている。何より目を引いたのが、

（で、でけぇ……）

　軽く組まれた腕の上に乗っかる、二つのふくらみ。

　華きや奢しやな身体の線から、ぼいんっと突き出すその胸も『煉子がそのまま大きくなった』というべき代しろ物もので、シャツのボタンが弾はじけ飛とびそうなほど張りつめていた。

　さらには、それを目にした京輔の――。

「コイツか」

　次の瞬間、女性が信じられない行動に出る。

　唐とう突とつに、右手でむんずと股間をつかんできたのだ。

「「「…………ッ!?」」」

　京輔はもちろん煉子と久瑠宮も、女性の奇行に度ど肝ぎもを抜かれる。女性は目を怒いからせて局部をつかんだ指に力をこめると、

「コイツが、私の娘を穢したんだな……」

「えっ」

　行動も意味不明だが、言動まで理解不能だ。

　――煉子を穢した？　ナニが？　……京輔が？　混乱する京輔の股こ間かんをぎゅうううっと握にぎりしめ、女性がにっこり微笑んだ。

「煉子に聞いたよ、京輔くん？　君、あの娘こに対してあんなことやこんなこと、そんなことまでしているんだってね？　いい度胸をしているじゃないか、ええ？」

「…………は？　すみません、なんのことだかわからな――」

「とぼけるなあああぁ！」

「痛いってえええぇ!?」

　問答無用で股間をねじりあげられる。

「このレ●プ魔め！　貴様が煉子を穢した証拠はあがってるんだよ！　純じゆん真しん無む垢くなウチの娘が、あんな……あ、あんな卑ひ猥わいで破は廉れん恥ちな単語を知ってるわけがないんだ！　貴様が教育したんだろ!?　私の娘に性教育を施ほどこしたんだろッ!?　そうに決まってる！」

「えっ!?　いや、むしろオレの方がアイツに食われかかってて――」

「口答えをするなあああぁ！」

「イテテテテテテ!?」

「しかも話によると君、煉子のことを想っていないらしいじゃないか。付きあってるのに好きじゃないとはどういうことだい!?　ふざけるなッ！　やっぱりカラダ目当てか、このクズめ！　味わうだけ味わって、あきたらペッと棄すてるのか!?　私の娘はガムじゃない！　喩たとえるならマシュマロだ。甘くて美お味いしいマシュマロなんだあああぁ！」

「ママ、もうやめてあげてよ！　京輔は悪くないから、私が話を盛もっただけだからっ！　まだ付きあえてもいないんだからぁ！」

　煉子がなだめようとするも、熱くなった女性は聞く耳を持たない。

　久瑠宮は「ふぅ……」と煙草たばこを吸っていた。

「認めない！　私は認めないぞぉ、神谷京輔えええぇ！　お前みたいな男に娘をくれてやるなら、死んだ方がマシだ！　今後一いつ切さい、煉子に触るな。寄るな。話しかけるなぁ！　さもなくばコイツを引ひき千ち切ぎ――」

　女性の動きが停止する。右手に加えていた力をほんの少しだけゆるめ、

「……あれ？　気のせいかな。だんだん硬かた――」

「ぎゃ――――っ!?」

　いぶかしげに指を動かし始める女性に、京輔は叫んだ。

　女性の行為をやめさせるべく手首をつかんで、

「うひゃあっ!?　な、何をする!?　暴れるんじゃない、このおおおぉ～～～っ！」

　引きはがそうとするのだが、女性は女性で必死に抵抗してくる。それがさらなる刺激と緊張と焦しよう燥そうをもたらし、頭の芯しんから余裕を奪うばっていき……。

「「うわあああああああああぁ!?」」

　つかみあいへと発展した次の瞬間、京輔は女性もろとも廊下に倒れこんでいた。

「京輔!?」「零れい子こ!?」という悲鳴が聞こえる。そして、

「「……………………」」

　――沈ちん黙もく。

　うつ伏せに倒れた京輔の顔は、温かくていい匂いのする何かに埋うもれていた。加えて両手が何やら、異常に柔らかいものをわしづかみにしている。

「「……………………」」

　京輔の背筋を冷や汗が伝った。確か前にも一度だけ、似たような体験をしている。

　恐る恐る面おもてを持ちあげてみると案の定、こぼれんばかりに見開かれている氷蒼色アイスブルーの瞳と目があった。京輔が顔をうずめていたのは女性のお腹なかだったのだ。

　一方、両手がつかんでいるのは、女性のおっぱい。

「ハ、ハハハ……」

　笑い声が聞こえる。それが引きつる自分の口から漏れるものだと気づいたときには、もう遅い。混乱しきった京輔は、赤らんでいく女性の顔を見つめて、












「……こ、攻こう守しゆ逆ぎやく転てん？」

　口走ると同時、ほとんど無意識のうちに、指をニギニギ動かしていた。

「れっ、れ、れれれ、れ――」

　胸を揉もみしだかれた女性が、打ちあげられた魚のように口をパクパクさせる。目尻に涙の浮かんだ双眸を、恥ち辱じよくと憤怒に震わせて、




「煉れん児じいいいいいいぃ！　コイツを……この痴漢をひねり潰せええええええぇ！」




　女性が絶叫した、直後。応接室の壁をブチ破って現れた影が、京輔の身体に巨大な腕を伸ばして胸ぐらを引っつかみ、廊下の窓に叩きつけた。

「がッ!?」

　まばたきする間の出来事に、状況把は握あくが追いつかない。

　窓と腕の間に挟はさみこまれて潰され、圧あつ殺さつされかかる。トラックにでも突っこまれたかのようだ。背後のガラスにピシッと亀き裂れつが入り、身体が軽くめりこんだ。

「なッ、なん――」

「……………………」

　顔を歪ゆがめる京輔の視界に象牙色のガスマスクが飛びこんでくる。透とう過かプラスチックののぞき窓が、無感情に京輔を見つめていた。

　無ぶ骨こつな指が胸ぐらから喉のどに食いこみ、京輔を絞殺――。

「やめんか」

　刹せつ那な、京輔を縫ぬい止とめていた腕がぼきんっとへし折れ、血ち飛沫しぶきと一緒に橈とう骨こつが皮ひ膚ふを突つき破やぶってはみ出る。腕がぶらんっと垂たれ下さがり、圧迫感が消え失うせた。

「……………………」

　ガスマスクを被った男は声一つあげない。

　どころか、廊下に崩れ落ちた京輔へ無事な腕を伸ばし、

「――やめろと言っている」

　久瑠宮が男の手首をつかんで止める。

　先ほど男の腕を折ったのは、久瑠宮による鉄パイプの一撃だ。

「……………………」

　男は無言。久瑠宮には見向きもしない。両者の腕が震えているのは互たがいの力がゆるめられていない証拠で、男と久瑠宮の膂りよ力りよくが拮きつ抗こうしている証明だった。

　久瑠宮が「おいっ！」と声を荒らげる。

「さっさとこのデカブツを止めんか、零子！　何をしている!?」

「…………やだ」

「なんだと？」

「やだああああああぁ！」

　女性が身体を起こし、両手で胸を守るようにした。

「そっ、その男の子は私の、お……おおおお、おっぱいを、も……もももも、モミモミしてきたんだよ!?　そんな輩を笑って許すほど、私はお人ひと好よしじゃないもん！」

「…………は？　アホか、貴様は。たかだか乳の一つや二つ揉みしだかれたくらいで、大の大人がギャーギャー騒いでどうする？　未経験なのがバレるぞ」

「うるさいっ！　ていうかバラさないでよ!?　も、もう許さない……胸を揉まれた上に秘密を知られたんじゃ、タダでは帰さないから！　殺せえええぇ、煉児いいいぃ！」

「はぁ!?　処女をこじらせるのも大たい概がいに――くっ!?」

　男の手首をつかんだまま、久瑠宮が蹴りあげられた右足を左足で受け止める。その額ひたいに珍めずらしく汗が浮かんだ。

　煉子が「ママぁ！」と女性にすがりつく。

「やめてぇ！　お願いだから、もうやめてっ！　京輔を殺さないでえええぇ！」

　煉子の声は逼ひつ迫ぱくしていて、今にも擦すり切きれそうだった。ガスマスクをこすりつけ嘆たん願がんする娘を見下ろし、女性が「……煉子？」とほうける。

　薄桃色の唇から嘆息がこぼれた。

「――煉児、止まれストツプ」

　女性がそう告つげた瞬間、男の動きが停止する。

　受け止められた足を引きつつ身体を沈しずめて、次撃に移る寸前だった。

「……………………」

　男はそのまま姿勢を戻すと、廊下に直立。久瑠宮が「……ふぅ」と安あん堵どし、つかんでいた手首を離す。象ぞう牙げ色いろのガスマスクをにらみ、

「まったく、とんでもない馬鹿力だな……《安全装置リミツター》を着けてコレとは、大したものだよ。――おい。立てるか、神谷？」

「は、はい……なんとか。すみません、先生……」

　差し伸べられた手を取って、ふらつきながら身体を起こした。

　女性が「へぇ？」と目を丸くする。

「君、煉児にやられたのになんともないのかい？　聞いてた通り、結構すごいね……。なるほど、確かに逸いつ材ざいだ。中身の方はひどいけど」

　憎にく々にくしげに言う女性の背後、応接室と廊下を隔へだてる壁には巨大な穴が空いていた。

　京輔が叩きつけられた窓――特別製の防ぼう弾だんガラスにも、放射状のヒビが入って真っ白になっている。信じられない怪力だった。

「……………………」

　この惨さん状じようを引き起こした男は、女性に『止まれ』と言われて以来沈黙し、ピクリとも動かない。久瑠宮に破壊された右腕が、ぶらんっと垂れ下がっている。

　禍まが々まがしいガスマスクをしていることもあり、人間味が感じられないその様は、まるで機械のようだった。二メートル以上ある巨体は分厚い筋肉に鎧よろわれ、四し肢しの先からアゴの裏までびっしりタトゥーで埋め尽くされている。

　男が着ているＴシャツの胸元には《ＧＭＫ48》の文字があった。微妙に見覚えのある単語だと思ったら、煉子が所属している（？）というバンドの名前だ。

「え、えーっと――」

「こほんっ」

　京輔が色々尋たずねようとしたとき、女性が立ちあがる。

　座りこんでいる煉子と直立不動の男、それから京輔を見て居住まいを正すと、

「……失礼。つい取り乱してしまった。私は氷河零子。裏社会で研究職に就ついている。煉子たち《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の製作者であり、母親みたいなものだよ」

　微笑み、零子が眼鏡のブリッジを押しあげた。

　度の入っていないレンズが、明かりを反射して光る。

「どうも最近、ウチの娘をたぶらかしてる命知らずがいると聞いてさ……これは放っておけないと、大慌てで飛んできたんだ。覚悟はいいかい、神谷京輔くん？」





×　×　×






「君と煉子の関係については、ひじりんから聞いておおよそ理解している」

　所変わって――プルガトリウム更生学院、新校舎一階《会議室》。

　机の縁ふちに腰こしかけた零子が、脚を組み変えながら言う。

「煉子は京輔くんに恋をしていて、その『片想い』が娘の殺意を止めてしまっているんだろ？　だから煉子はなんとか京輔くんを自分に惚ほれさせて、ブチ殺そうとしている。でもこのジゴロは自分の命が惜おしいから、いつまで経たっても心を許そうとしない。とはいえ煉子は魅力的だから、カラダだけ許させている。あの娘の想いを利用するだけ利用してヤりたい放題弄もてあそんでいる……と、そうだね？」

「いえ、後半は違います」

「白しらを切るなぁ！」

　零子が机に平手を叩きつけた。

「ネタはあがっているんだよ、神谷京輔！　君、煉子と二人でお風呂に入ったことまであるそうじゃないか、ええ？　それで何もなかった方がどうかしている。娘のエロエロボディを目まの当たりにして、手を出さない男がいるかい？　いるわけがない！」

「いや、オレ出さなかったですけど……」

「私の娘に魅力がないと言うのか、貴様ああああああぁ!?」

　零子が腰を浮かせて京輔につめ寄る。

「はぁ!?」と驚く京輔に、零子はずいっと顔を近づけ、

「……ねぇ。君、本当はもう煉子にメロメロなんだろう？　だけど気持ちを悟さとられたら殺されちゃうから、本音を必死に隠かくしているんだ。そうだろう？　ふふ」

「ち、違います……」

　至近距離からのぞきこまれた京輔は、思わず目を逸そらしていた。

　――鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

　乱れそうになる呼吸を整え、京輔は答えた。

「オレは、その……ごく普通の一般人ですし？　たとえ、どんなに魅力的でも――」

「魅力的でも？　はは～ん、やっぱり魅力的とは思っているんだ。なら、どうして手を出さないのかなぁ～？　やっぱり我が慢まんしてるのかなぁ～？　ねぇねぇ――」

「やめてよっ！」

　ささやく零子を引きはがし、煉子が割りこんでくる。

「これじゃあ、まるで籠ろう絡らくじゃないか。こんな風に無理やり気持ちを引き出したって、私は満足できないよママ。京輔には自分の口から自然に『好きだ』と言わせてみせるんだもん！　余よ計けいなことしないで」

「えっ――」

　零子が絶ぜつ句くした。ふらつき、両手で口元を押さえる。

「れ、れれれれ、煉子が……煉子が私の味方じゃなくって、京輔くんの味方をしたぁ！　あ、あり得ない……これが噂の反抗期!?　ああ、どうしよう……どうしよう、煉児っ!?　お姉ちゃんの様子がおかしいんだけど！」

「……………………」

　そばにひかえた煉児は答えない。折られた腕を三さん角かく巾きんで吊つり、微び動どうだにせず京輔たちを見ていた。煉子と同じく『人殺しのために生み出された存在』で、煉子の弟に当たる煉児は、姉と違って感情表現が乏とぼしく滅めつ多たなことでは口を開かないそうだ。

「ねぇどうしよう、ひじりん!?」

「知らん」

　壁にもたれかかった久瑠宮が、にべもなく切り捨てる。

「考えるのは貴様の役目だろうが。わたしに訊くな、親バカめ」

「えー。ひじりんのいじわる。幼よう児じ体型っ！」

「死にさらせ」

　発言したのが生徒だったら血祭りにあげられているところだろうが、久瑠宮は慣なれた様子で吐き捨てるだけだった。

　こめかみに人差し指を押し当て、零子がうなる。

「う～ん。困ったなぁ、どうしよう？　娘の恋が実ってくれれば問題解決なんだけど、私は応援したくないし……」

「どうしてさ!?」と尋ねる煉子に、零子はにっこり微笑んで、

「京輔くんが気に入らないから」

「えっ――」

　煉子が言葉を失った。

「き、気に入らないってなんだよ、ママぁ!?」

「何ってそのまんまだよ。私は京輔くんがあんまり好きじゃない。好きじゃないから、娘を渡したくない！　よさげな男の子だったら全力で応援してあげて、サクッと死んでもらいたかったんだけれどね？　そういう気分には、なれそうにもないし」

「じゃあさ、じゃあさっ！」

　煉子が白衣の裾すそを引き、零子に納得してもらおうと食い下がる。

「ママが京輔を好きになってくれれば、問題解決だよね!?　ママが京輔のこと、認めてくれれば――」

「ナイナイナイナイ、九十九・九パーセントない」

「どうしてさ!?」と尋ねる煉子に、零子はにっこり微笑んで、

「京輔くんが気に入らないから」

「さっきも聞いたよ！」

　よっぽど気に入らないらしい。

　煉子が「シュコー……」とうなだれた。

「うう。なんでだよぉ、ママ……そんなに拒きよ絶ぜつすることないじゃないかぁ。私はママが大好きで、京輔も大好きで、なのにママは京輔のことが大嫌いで……そんなの嫌だよ、悲しいよ」

「煉子…………」

　零子は娘の頭に手を置くと、やんわり懐かい柔じゆうしようと試こころみる。

「あのね、私も悲しいよ？　悲しいけれどさ、仕方がないじゃないか。京輔くんは煉子を好きになっちゃダメだと思ってる。好きになったら殺されちゃう煉子のことを、好きにならないようにしている。そんな相手を振り向かせるなんて、無理だよ」

「無理じゃない！　あきらめたらそこで試合終了なんだよ！」

「京輔くんは惚れたら人生終了だけどね？」

　零子が困ったように頭をかいた。

「どうしたもんかなぁ……正直、煉子がここまでメロメロなのは想定外だ。まさか私が言っても聞かないなんて。ねぇひじりん、どうしよう!?」

「知らん」

　紫し煙えんを吐き出し、久瑠宮が言う。

「お願いしてもだめなら、命令すればよかろう？　貴様が本気で望めば《殺害機関マーダー・メイド》は逆らえんのだ。『神谷のことはあきらめろ』とでも強要すればいい」

「えー。嫌だよ、そんな荒あら療りよう治じ。それで娘に嫌われちゃったら、どうするの？」

「知らん！　ああもう、面めん倒どう臭くさい奴だな……さっさとどうするか決めろ。わたしは今、体育祭の準備で忙しいのだ。余計なことに時間を割さいてる暇ひまなど――」

「……体育祭？」

　ふくらませていた頰をしぼませ、零子が訊いた。

「ああ。二週間後に行われるイベントだ。全六クラスの潰しあいでな……勝てば昇給、負ければ減給だからわたしも本気なんだよ」

「……………………」

　零子はアゴに手を当てしばし黙考した後、問いかける。

「ひじりんが担当してるクラスはどこだっけ？」

「一年Ａ組だ」

「煉子がいるのは？」

「一年Ｂ組だ」

「じゃあ、京輔くんがいるのは？」

「わたしのクラスだな。それがどうした？」

「あのさぁ、ひじりん――」

　零子が眼鏡を光らせる。イタズラっぽく目を細め、




「そのイベント、私と煉児も参加できるかな？」




「…………なんだと？」

　久瑠宮がいぶかしげに訊き返す。

　皆の視線を受けた零子は、意い気き揚よう々ようと先を続ける。

「助すけっ人ととして煉子がいる一年Ｂ組に！　そしてね、戦うんだよ。京輔くんがいる一年Ａ組と。それでＡ組が勝ったら、私は京輔くんを認めてあげよう。その代わりにＢ組が勝ったら、煉子は京輔くんから身を引く。どうだい、おもしろいだろう？」

「「ええっ!?」」

　なんとも無茶な提案だった。

　京輔たちが面食らう一方、久瑠宮は「……ふむ」と煙草を吹かして、

「通常ならば不可能だろうが、貴様はＶＩＰ待たい遇ぐうだからな。理事長にでも直接頼めば、便べん宜ぎをはかってもらえるやもしれん。だがなァ、零子――」

　燃える煙草の先を突きつけ、好戦的に言う。

「――このわたしを敵に回して、勝てる戦いくさがあると思うなよ？」

　対する零子は腕を組み、豊かな胸を反そり返かえらせた。

「へぇ？　さすがひじりん、すごい自信だね。だけど残念、勝つのは私だよ。ひじりんもろとも一年Ａ組を負かして、京輔くんから娘を取り戻させてもらおう！」

「ちょっと待ってよ!?」

　早くも火花を散らし始める二人の間に、煉子がすべりこむ。

「勝手に話を進めないでっ！　私たちの気持ちも汲くんでもらいたい！」

「……うん？　ちゃんと汲んでるじゃないか。煉子は、京輔くんをあきらめたくない。私は、京輔くんをあきらめてほしい。お互たがい譲ゆずれないときは、勝負で雌し雄ゆうを決するのが一番さ。煉子は、京輔くんが好きなんだよね？」

「うんっ！」

「京輔くんを信じてるんだよね？」

「うんっ！」

「だったら、京輔くんが勝つのも信じられるじゃないか」

「う、うん……」

　京輔くんも――と、零子が視線を移した。

「娘と離されるのが嫌なら、せいぜい頑張ればいい。離れたいなら頑張らなければいいだけだ。ふふ。どっちを取るかは君の自由だよ。後者を取ったら、ひじりんから半殺しにされるかもしれないけれど。煉子に殺られちゃうよりマシだもんねぇ？」

　心の内を見み透すかすような目をして、零子が嗤わらう。

　零子は推おし量はかりたいのだ。京輔が取る行動で、娘に対する京輔の想いを。

「……………………」

　京輔は、答えることができなかった。

　零子は何も言わずに瞳を細めると、京輔から視線を外して、

「ああ、ちなみに煉子は手を抜いちゃダメだよ？　京輔くんが好きだから、信じているからこそ、本気で潰しにいってあげようね。それで潰れるくらいの男の子なら、遅かれ早かれ潰れてしまうと思うし。煉子も、本当のところ京輔くんがどう想ってくれているのか、気になるだろう？」

「……う、うん。だけど、ママっ――」

「だけど？」

　断ち切るように問い返された煉子は「――ん」と閉口。

　落ち着きなくソワソワしてから、

「……な、なんでもない。わかったよ……ママが言うなら、手加減しない」

「うん、よくできました！　いい子いい子っ！」

　零子がうなずき、煉子の頭をくしゃくしゃなでる。

　鋭するどい犬歯をのぞかせて笑み、




「――と、いうことだから。体育祭は、ひじりん率ひきいる一年Ａ組と私率いる一年Ｂ組、プラス有う象ぞう無む象ぞうの戦いだ。言っておくけど、私は負けないよ？　徹てつ底てい的てきに叩きのめして後悔させてあげよう。私の愛まな娘むすめをたぶらかしたこと、私にセクハラしてくれたこと……まとめて倍返しにしてあげる！　覚悟しておくんだねぇ、神谷京輔くん？」




「……………………フシュー」

　宣せん戦せん布ふ告こくする零子のかたわら、象牙色のガスマスクを被った巨漢が、微かすかな呼吸音を漏らした。不透明なのぞき窓を通して、強い視線を感じる。

　――氷河煉児。

《殺戮機関スローター・メイド》と呼ばれるそいつは《安全装置》を着けた状態で、ガスマスクを外した煉子に匹敵する身体能力を持つケタ外れの化け物らしい。

（さ、最悪だ……）

　もはや共闘どころではない。上級生の他にも厄やつ介かいなライバルが増え、京輔は無慈悲な神を呪のろった。



























「おらおらおらアアアァ！　この程度でへばってどうする!?　そんなことでは上級生を打うち破やぶるなど夢のまた夢。一年Ｂ組にすら及およばんぞォ、貴様らアアアァ!?」

　午前六時。まだ薄うす暗ぐらいグラウンドに、舌したっ足たらずな怒ど号ごうが落ちた。

　発はつ破ぱをかける久く瑠る宮みやの眼がん前ぜん――一年Ａ組の生徒たちは現在、白い石せつ灰かいで引かれた二百メートルトラックを、飛とび跳はねながら周回している。

　土のう（十キロ）を担かつぎ、足あし枷かせをつけられた状態でのかがみ跳ちよう躍やく。

　ノルマは一人トラック五周だ。朝練習がスタートしてから一時間――過か酷こくすぎるその内容に、生徒たちは悲鳴をあげていた。

　斜ななめ後うしろを飛び跳ねる紳しん士じが、息も絶たえ絶だえ話しかけてくる。

「どうして、こんな……ハァ……ことに……ハァ、ハァ……なって……いるんですか、神かみ谷やさぁん……ハァハァ……」

「……オレに訊きくなよ」

　肉体よりも精神的な疲ひ労ろうを覚えて、京きよう輔すけはげんなりと返した。呼こ気きと一緒に溜ため息いきを吐つきつつ、昨日のことを思い出す。

　――零れい子こと顔をあわせた、翌日。朝練習が始まる前に招しよう集しゆうされた京輔たちは、入学後初めてとなる『臨りん時じ朝礼』で衝撃のニュースを告つげられたのだ。

『今日は貴様らに残念なお知らせがある。一年Ｂ組の担任を務つとめる毒ぶす島じま霧きり都とが、ペットの毒どく蛇へびにかみつかれ、意識不明の重体らしい』と。

　それだけではない。毒島の代わりに臨時担任を任されたのは、




『氷ひ河かわ零子だよ。よろしくねっ！』




　……予想通りの人物だった。大方、毒島の件も零子が働きかけたのだろう。

　さらには留学生という名目で、連れの煉れん児じが一年Ｂ組に在ざい籍せき。二人ともあからさまに煉れん子この関係者だったが、零子はその辺りの事情を、

『私や煉子の胸の谷間より、深～～～い理由があるんだよ』

　などとうそぶき、煙けむに巻いてしまった。

　その上、零子は一年Ａ組との共闘を拒否。友好的だった煉子もからみに来なくなり、クラス間の空気は再び緊きん張ちようし始めている。――そして、

「何をしている!?　もっとペースをあげんか、ブタ野郎どもォ！　まだ始まったばかりだぞ!?　かがみ跳躍が終わったら、レッグランジ、片ヒザ曲げ、ヒンズースクワット、上体反そらし、レスラーブリッジ、プッシュアップ、シットアップ、壁押しなどなど筋力トレーニングを行う！　そこまでがウォーミングアップだ！　気き絶ぜつしても無理やり叩き起こしてやるから、死ぬ気で食らいついてこい！」

　零子に対抗心を燃やしているのか、久瑠宮の指導が一気に苛か烈れつさを増し、京輔たちは朝から晩までしごき倒されていた。

　プルガトリウム更こう生せい学がく院いんに入学してから半年、刑けい務む作業という名の体づくりを続けてきた生徒たちすら、午後練習が終わる頃には一歩も動けなくなる有あり様さまだ。

　その疲ひ労ろうを引きずったまま、今日も地獄の一日が始まる――。

「あひぃ!?」

　すると早速、京輔たちの後ろで一人の女子生徒が倒れた。土のうを取り落とし、地面にはいつくばったまま「ぜぇ……ぜぇ……」と酸さん素そをむさぼる。

　しばらく待っても起きあがらない彼女に、久瑠宮が鉄パイプを投げつけた。

「おらそこ、五十嵐いがらし舞まい那なアアアァ！」

「ぎゃん!?」

　後頭部に鉄パイプを食らわされ、舞那がもだえる。

　なんとか復活しようとする舞那だが、焦あせっているのか疲つかれているのか、うまく土のうが持ちあがらない。「ひぃ、ひぃ……はわあああぁ!?」と引っくり返る舞那の顔面に、二本目の鉄パイプが飛ひ来らいした。

「ふぎゃ!?　あっ、頭が割れちゃいますうううぅ～～～っ!?」

　それをおでこで受け止めた舞那が、グラウンドをのた打ち回る。悶もん絶ぜつする舞那に巻きこまれ、近くの生徒が数人はね飛ばされた。

「痛いたたた……もぉ、またですか!?　気をつけてください、あっちゃん！」

「超ＭＭなんだけど！　次アタシの邪魔したらボコるよ!?　ふざけんなまぢ！」

　綾あや花かと友とも美みが土のうを担かつぎ直して、舞那を追い抜いていく。鋭えい利りが舞那のそばに寄り「……大丈夫？」と気き遣づかった。

「うう。す、すびばぜん……無もう問まん題たい、でちゅ……」

「おい、本当に平気かよ？　苦しいんなら、オレが手を貸し――」




「無問題でちゅってば！」




　Ｕターンして心配する京輔に、舞那が声を張りあげる。

　しかし、すぐさま「――ぁ」と我に返って、しどろもどろに謝った。

「ちゅ、ちゅみまちぇん……あの、わたしは大丈夫ですから！　京輔くんも鋭利ちゃんも、わたしのことは放っておいてください……お願いします。いつでも皆に助けてもらえるわけじゃ、ないですし……体育祭の本番で、足を引っ張りたくないんですっ！」

「舞那…………」

「……そう、わかったわ」

　鋭利がうなずき、舞那を置いていく。

　一方、京輔はまだ逡しゆん巡じゆんしていた。

　鉄パイプが当たったときに切れたのだろう、舞那は額から血を流している。

　それだけではない。瞼まぶた、頰ほお、鼻、唇くちびる……誰より多く失敗している舞那は、誰より多くの傷を負い、何度も何度も保健室に運ばれていた。

　このままいけば、朝練習でもぶっ倒れるのは目に見えている。

　――ただ。

「ひぃ、ひぃ……ふうううぅ～～～っ！」

　土のうを背せ負おう舞那の瞳は、死んでいなかった。そこには、どんなに傷つけられても決して折れない不ふ屈くつの闘志が燃えている。だから、京輔は――。

「……頑張れよ」

　と一声かけて、舞那を追い越したのだった。





×　×　×






「ひいいいぃん、無理です。耐たえられません！　体育祭を迎えるより先に、別のお迎えが来てしまいそうです。鋭利さん、僕はもう疲れましたよ……」

「……あっそ。死んだら？」

　朝練習を終え、更こう衣い室しつへと向かう最さ中なか。弱音を吐く紳士に対し、鋭利がしれっと毒を吐く。紳士は「えー」と唇を突き出して、

「なんですかそれ、ひどくないです？　ひどいですよね、綾花さん？」

「そうですね。あなたのヘタレっぷりがひどいです。けど死ぬなら体育祭で、綾花たちの役に立ってから死んでください。クスクス」

「鋭利さんより当たりが強い!?　しかも思考がゲスの極きわみだ！」

　綾花に助けを求めるも、嗤わらい混まじりに一いつ蹴しゆうされてしまった。紳士が「やれやれ……」と肩をすくめて、後ろを振り返る。

「舞那さん――」しかし、そこには誰もいなかった。

「は、保健室だから……仕方ないので友美さん。まったくひどいですよね？　皆さん、僕を邪じや険けんにしすぎなんですよ！　たまには優しい言葉をかけてくれたって――」

「うぜぇよ」

「……………………へ？」

　友美に突き放された紳士が、抱きつこうとした姿勢のままで固まる。

「と、友美……さん？　どうして――」

「ちゃけば、今のはホワイトキック。朝練で超疲れまくりラクリまくりスティなときにそーいうことされっとまぢディオるっちゅーか、めたんこティーになるんだわ」

「…………。すみません、日本語でお願いします」

「お前が『仕方ない』とか言いやがるから、怒ってんじゃないのか？」

　なんともなしに口を挟むと、友美がパアッと顔を輝かせ、

「そうそう、さっすが京輔クン！　女の気持ちがわかってるわー。まぢでイケメン」

　京輔の腕にガバッと抱きついてきた。抱きつかれた京輔はもちろん、それを見ていた紳士や鋭利も「「えっ!?」」と面食らう。

　友美は身体からだをくっつけたまま上うわ目め遣づかいに見つめると、

「正直、アタシも前々から気になってたんだ？　ただ京輔クンまぢモテまくりじゃん？　アタシにはハードル高いかなーつって。けどやっぱしカッコイイわぁー。そりゃモテるわぁー。めろめろどっきゅーん」

「いや、あの……」

　たじろぐ京輔に構わず顔を近づけ、友美は熱っぽい声で続けた。

「人殺しってさ、意外と疲れるじゃんね？　一回刺さしただけじゃ死なんし、すっげぇー暴れるし……アタシは果くだ物ものナイフを使ったんだけど、息が止まるまで十回くらい刺したかな？　まぢ重労働だったわぁー。なのに一度で十二人とか、京輔クン鬼やば！」

「ハ、ハハ……サンキュー。ていうか、離れ――」

「離れなさいよ、このビッチ！」

　そのとき、鋭利が反対側の腕を取る。京輔を引ひっ張ぱるように抱きしめ、友美のことをジロリとにらんだ。

「あんたみたいな女が、京輔に触れないでちょうだい。汚よごれちゃうでしょ？　汚れた女は汚れた男と汚れた者同士、ベタベタ汚しあってりゃいいのよ」

「は？　汚れてるとか意味ぷ。カマトトぶんなし！　お前の方こそ押しつけられるものもないのにくっついてんじゃねーぞ、貧ひん乳にゆう。態度だけならデカいのな？」

　友美も負けじと腕を引き、鋭利の罵ば倒とうに罵倒を返す。

　両者に挟まれている京輔は、必死に二人をなだめようとした。

「お、おい！　鋭利も、えーっと……と、友美もやめろ！　ていうか、離れ――」

「きゃ――――っ！　京輔クンがアタシの名前呼んでくれたぁ、あげぽよ！」

「ちょっと!?　あんた、こんな女まで口く説どき始めて……どんだけ節せつ操そうがないの!?」

「そうですそうです、ひどいです！　鋭利さんや舞那さんが取られたから、友美さんで我が慢まんしてたのに……残り物まで奪うばうだなんて、ひどいですっ！」

「ファッ!?　残り物って何それ！　ミラクルハイパーありえんてぃ～だわ、紳士クン。やっぱこのまま京輔クンに乗り換えちゃおっかな」

「ああああああぁ!?　ごめんなさい、友美さんっ！　今のは噓うそです、冗談です、言葉のあやなんですよおおおおおおぉ!?」

　さらに紳士が友美の腕を引き、ますます騒がしくなってくる。

　辟へき易えきする京輔を、綾花が「クスクス。モテモテだねぇ、お兄ちゃん？」とそこはかとなく剣けん呑のんな目で見守っていた。――そこへ。




「やっほぉ！　練習お疲れさま、一年Ａ組の諸しよ君くん」




　気安く人ひと懐なつっこい声。見れば教え子たちを伴ともなって、運動着に着替えた零子が手をあげている。ただ、眼鏡めがねは外しておらず白はく衣いもまとったままだった。

　京輔たちと同じく朝練習を終え、更衣室へと向かう最中なのだろう。一年Ｂ組の面々に交じって、象ぞう牙げ色いろのガスマスクを被った偉い丈じよう夫ふ――氷河煉児もいる。

　一昨日おととい久瑠宮にへし折られた右腕は、さすがにまだ吊つられたままだが……。

「あ、どうも……おはようございます、零子先生」

「君にお母さんと呼ばれる筋すじあいはない！」

「呼んでねぇ！」

　言いがかりにもほどがある物言いだった。

　親しげだった零子の笑顔が、一瞬で消え失せる。

「うるさいよ。私は今気が立っているんだ。朝っぱらから会いたくもない男に会って、見たくもない顔を見せられて、おまけにお母さんなどと――」

「だから、呼んでねぇ！」

「お母さんっ！」

　狼ろう狽ばいする京輔と零子の間に、綾花が入りこんできた。

　綾花は目を輝かせて零子の前に立つと、

「初めまして、おはようございます！　神谷京輔の妹、神谷綾花です」

　ツインテールを弾はずませ、明るくあいさつをする。

「煉子さんには、いつもお世話になってます！　煉子さんとは是ぜ非ひこれからも仲良く、家族ぐるみのお付きあいをしていきたいと思っていますので……不ふ束つつか者ものではありますが、お兄ちゃんともども、よろしくお願いしますっ！」

「やだ」

「ええええええぇ!?」

　差し出した手をすげなく払いのけられ、綾花が愕がく然ぜんとした。

「そ、そんなぁ……どうしてですか!?」

「京輔くんが気に入らないから」

「えっ――」

　綾花の動きが停止する。

　零子が「ごめんよ」と肩をすくめた。

「愛あい嬌きようのある素敵な妹ちゃんだと思うけど、君のお兄さんは大嫌いだからね……煉子と仲良くしてほしくないんだ。こんな、いかにもパッとしない男……しかも、なんだい？　女の子を二人もはべらせて！　とんだスケコマシじゃないか!?　こんな男に大事な娘をやれるわけがない。徹底的に潰すつもりだよ」

「――――――――」

　綾花の虹こう彩さいから光が消える。頰ほおをピクピク痙けい攣れんさせながら、

「お、お兄ちゃんが大嫌いで……パッと、しなくて……ス、スケコマシ……？」

　京輔をおとしめられた綾花が、ブチキレるより早く。




「させません」




　からませていた腕をほどいて、鋭利が前に進み出た。

「あたしが守りますから。あなたにも、煉子にも、他の誰だれにも傷つけたりさせません。おたくの娘になんか惚ほれさせないし、殺させたりもしません」

「鋭利――」

「なんだい、君は？」

　にらみつけられ、零子が眼鏡を押しあげる。

「血けつ気き盛さかんな女の子だなぁ……京輔くんの親衛隊長でもしているのかい？」

「いいえ。あたしは紅あか羽ばね鋭利、単なるクラスメイトですけど」

「――紅羽？　ああ……ふふ。なるほど、君が《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》か！」

　鋭利の苗みよう字じを聞いた零子が、ポンッと手を打った。

　暗殺者としての異名を口にされ、鋭利が眉まゆをひそめる。

「……あたしのこと、知っているんですか？」

「うん。ひじりんから聞いてるよ。君の家には前々から興味があってさ、是非会いたいと思っていたんだ。ふぅん、思ってたより可愛い娘こだね？　どれどれ……」

　腕を組み、零子が鋭利をじっくりと眺ながめた。

　頭の先から足の先まで、余あますところなく視線をはわせると、

「だけど、まだまだ。煉子の方が百倍可愛いっ！　おっぱいだって娘の方が大きいし、君の完かん敗ぱいなんじゃないかなぁ～？」

　勝ち誇ほこるような笑み。胸元へと目を向ける零子に、鋭利が「……ハァ？」と呆あきれ声を出す。

「それはあなたの主観ですよね？　だからどうしたのっていう感じです。親バカなのは結構ですけど、自己主張が激しすぎると鬱うつ陶とうしいですよ、オバサン？」

「オ、オバ――」

　零子の頰に朱しゆがさした。

　しかし、すぐさま「こほんっ」とせき払いをして気を取り直す。

「ノンノン。私はまだ二十代だから、オバサンではない。親バカというほど親バカでもないし鬱陶しくもない！　いくら煉子に負けているのが悔くやしいからって、八やつ当あたりをするのはやめてほしいものだねぇ。これだから子供は……」

「……はぁ。あなたの方がよっぽど、子供っぽいんじゃないかと思いますけど？　やれ京輔が気に入らないだの、大事な娘をあげたくないだの、煉子の方が優すぐれてるだの……精神年齢低すぎるんですよ、オバサン」

「オバサンじゃないッ！」

　零子がキレた。

「私は『お姉さん』だよ、オ・ネ・エ・サ・ン！　びっくりするほど失礼な娘だねぇ!?　気に入らないなぁ……京輔くんに負けず劣おとらず、気に入らない娘だ！」

「そういうところが子供なんですよ、オバサン」

「お姉さんだと言ってるだろう!?」

　零子が「むきいいいぃ！」と両手で髪をかきむしる。飄ひよう々ひようとした態度を崩さぬ煉子に比べると、確かに子供っぽいかもしれない。外見的には立派な大人なのだが……。

「……見た目は大人、頭脳は子供ってやつ？　大体あなたは――」




「私のママをいじめないでくれよ、鋭利!?　シュコーッ！」




　鋭利が優ゆう雅がに髪をかきあげ、言葉を続けかけたとき。

　煉児の背中から飛び出してきた煉子が、零子をかばうようにして腕を広げた。今まで姿が見えなかったのは、煉児の陰かげに隠れていたかららしい。

「うわああああああぁん、煉子おおおぉ！」

「よしよし。もう大丈夫だよ、ママ。この貧乳は私が成せい敗ばいしてあげるから」

　泣きついてくる零子の頭をなでて、煉子が面おもてを持ちあげる。ガスマスク越しでも感じられる敵意を鋭利に注そそぐと、威い嚇かくするようにうなった。

「……今度ママを悪く言ったら、君でも殺しちゃうからね？　ママに辛つらい思いをさせる人間は、私が許さないんだから！」

「ん――」

　鋭利は一瞬たじろいだ後、

「……じゃあ、京輔は？」と問いかける。

「もしこの母親が『殺せ』だなんて命令してきたら、あんたはそれに従したがうの？　素直にママの言うことを聞いて、片想いとか関係なく殺そうとするの？」

「シュコッ!?」

　今度は煉子がたじろぐ番だった。

「そ、それは――」とせわしなくのぞき窓を泳がせ、

「そ、そそそそ、それはさておき、鋭利さぁ！　体育祭で自分のクラスが負けたら私と京輔を引き離せるからって、足を引っ張るつもりじゃないだろうねえええぇ!?」

　――露ろ骨こつに話題を逸そらし始める。

　鋭利が「……ハァ？」と顔をしかめて、自分を指さす煉子をにらんだ。

「んなことするわけないじゃない。わざわざ負ける気はないわ。別に勝とうとする気もないけど……」

「えー、やる気ないなぁ。本気出そうよ」

「……ハァ？　あたしはあんたの敵なんですけど。なんで、気合を入れてくんのよ……やっぱり勝ちたくないの？　あんたこそ、自分のクラスが勝ったら京輔と引き離されるからって、手を抜くつもり――」

「んなわけないだろ!?」

　鋭利をさえぎり、煉子が叫ぶ。

「――煉子？」と眼鏡を光らせる零子をうかがいながら、

「手て加か減げんしないしっ！　真ま面じ目めにやるしっ！　徹てつ底てい的てきに叩き潰すしいいいぃ！」

「……はいはい。せいぜい頑張んなさい」

「本気だからね!?」

　しれっと手を振る鋭利の反応に、煉子が声を高くした。

「……本気だもん」とトーンを落として繰り返し、

「私にとって、ママの言葉は絶対なんだ……『手加減するな』と言われたら手加減しないし『あきらめろ』と言われたらあきらめるし『殺せ』と言われたら殺すっ！　たとえ相手が京輔だって、絶対に――」

　ジャージの長なが袖そでをまくり、漆しつ黒こくのトライバル・タトゥーを牙きばのようにむき出す。

　そこで初めて、煉子が京輔を見た。のぞき窓には遮しや光こう処しよ理りが施ほどこされており、氷蒼色アイスブルーの瞳を視みることはできない。――しかし、

「何より私は知りたいんだ、京輔……今現在の君が、私をどう想ってくれているのか。私のために、どれだけ本気で頑張ろうとしてくれるのか！　私は君を信じてる……私の気持ちに応えられるだけの気持ちを、見せてくれると信じてる」

　京輔を射い貫ぬく視線の強さが、ひしひし伝わってきた。

　先刻までのふわふわした雰囲気は消え、肌にしびれるような重圧を感じる。

「煉子……」

「だから、さァ――」

　急な変化に戸と惑まどう京輔にゆっくり近づくと、

「体育祭では、お互い死力を尽くして潰しあおうよ？」

　ガスマスクが透すけそうなほど、獰どう猛もうな殺気をにじませて笑った。





×　×　×






　体育祭で行われる競技は、全部で十六種目。

《一○○メートル屠と競きよう走そう》《障害が残るかもしれない競走》《切きり裂さき鋼こう糸し跳とび》《集団玉入レイブ》《エクスプロージョン綱つな引ひき》などなど。

　一般的な体育祭や運動会で行われる競技を、過激で凶悪にしたものだ。

　とはいえ、真に恐ろしいのは競技内容それ自体ではなく――。

「いいか貴様ら、よく心得ておけ？　体育祭では毎年多数の死傷者が出ているが、そのほとんどは競技者からの暴力チヤージによるものだ。他の生徒を殺害したり、大おお怪け我がさえ負わせなければ、ほとんどなんでもアリのルールだからな……競技にばかり集中していると、あっという間に潰されてしまうぞ」

　教壇から教え子たちを見下ろし、言い聞かす久瑠宮。

　練習五日目――この日、一時間目の授業時間を使って行われているのは、一年Ａ組の作戦会議ブリーフイングだった。競技練習と同じく弁べんには熱がこもってピリピリしており、疲労が蓄ちく積せきしている京輔たちに眠気が訪れるのを許さない。

「中でも特に注意すべきは、三年生だ。貴様ら新入生より二年も多く、過か酷こくな刑務作業をこなしてきた連中だからな。体力・筋力・戦闘能力、全てが数段上だと思え」

「……戦闘能力？　殺人犯を更生させる場所なのに……戦闘能力？」

「おらそこ、私語はつつしまんかアアアァ！」

　チョーク代わりに投とう擲てきされた鉄パイプが、紳士の頰をかすめて教室後方の黒板を破壊する。紳士が「ヒッ!?　す、すみませぇん！」と震えあがった。

「――実際、過去に優勝したのは、八割以上が三年生のクラスだ。残りの二割は二年生だが、こちらも手て強ごわい。《生徒一覧》と書かれたプリントを見てみろ」

　言って、久瑠宮がＡ４サイズの紙を手に取る。

　授業頭に配られたそのプリントは、プルガトリウム更生学院に在ざい籍せきしている生徒たちの氏名・性別・年齢・殺害人数・危険度などの各種データが、所属クラスごとにリスト化されたものだった。

「一クラス十五人前後、合計八十二人。危険度Ａ以上の者については《レッドリスト》を参照するがいい。より詳細なプロフィールが載っている」

　続いて掲かかげられたのは、全部で五枚ある赤色の紙。

　顔写真・殺人の内容・異名・能力値を表すレーダーチャート……などが細かく記しるされており、体育祭にかける久瑠宮の意気ごみが伝わってきた。

　身長・体重・座高に加え、スリーサイズや体脂肪率まで記載されている。この学院にプライバシーは存在していないらしい。

　尚なお、煉子は危険度Ｃ＋なので、詳くわしいプロフィールはわからなかった。その代わり、紗しや魔ま夜やの身体データが目に飛びこんできて――。

（……って、そんなのどうでもいいだろ!?）

　変な方向に飛びかけた思考を無理やり引き戻す。最近めっきり顔をあわせなくなった煉子や、女子生徒のスリーサイズから、資料に意識を集中させた。

　レッドリストの生徒は十人。




《殺人姫》《愛殺家キリングマニア》紗魔夜沙さ姫き（三年Ａ組）危険度Ｓ

《殺人毅》《殺人総長アーチ・エネミー》五ご槍そう闇あん慈じ（三年Ａ組）危険度Ａ

《殺人貴》《敬虔なる断罪者アンダー・オース》綺き里り雨う貴たか哉や（三年Ｂ組）危険度Ａ＋

《殺人妃》《心無しハートレス》黒くろ城き冥めい（三年Ｂ組）危険度Ａ＋

《殺人飢》《顔無しフエイスレス》網あ走ばしり亜あ門もん（三年Ｂ組）危険度Ａ＋

《殺人輝》《可愛いけど頭沸いてるプリテイー・フアツキング・シツク》有あり栖す川がわ栗くり栖す（三年Ｂ組）危険度Ａ＋

《殺人切》《八やつ裂ざきジャック》八やつ崎ざき鷹たか元もと（二年Ａ組）危険度Ａ

《殺人切》《八つ裂きジャック》八やつ崎ざき元もと遙はる（二年Ａ組）危険度Ａ

《殺人切》《八つ裂きジャック》八やつ崎ざき鷹たか景かげ（二年Ａ組）危険度Ａ

《殺人着》《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よ（二年Ｂ組）危険度Ｓ




　どいつもこいつも、救いようのないサイコパスだった。

　ナイフで人を細こま切ぎれにしただの、目玉をくり貫ぬいて食べさせただの、血と内臓で路上にグラフィティアートを書きなぐっただの、生きたまま硫りゆう酸さん風呂にブチこんだだの――ざっと資料を確認しただけで、その猟りよう奇きっぷりに背筋が寒くなる。

　しかも、京輔たちは当日こんな奴らを相手にしなければならないのだ……。

「おい見ろよ。この有栖川って先輩、すっげぇ可愛くね!?　黒城って先輩も！　つぅか全体的にレベル高いよな。ルックス的にもＡ評価だわ。半はん端ぱねェ！」

「ヒッ、ヒヒ……Ａ～Ｇの、全校生徒おっぱい一覧も作るべき……ヒ、ヒヒヒ……」

「いやぁ、俄が然ぜんやる気が出てきましたよ！　僕的にはこの春代先輩、大穴なんじゃないかと思います。名前からしてハーフっぽいですし、スリーサイズもパーフェクト。残念ながら顔はわかりませんけど、煉子さんの例もありますからね」

「は？　紳士クンまだこりてないわけ？　次浮気したら、まぢブッ殺すけど」

「クスクス。ビッチ先輩がＳなら、お兄ちゃんはＳ＋だね？　どの先輩も見かけ倒しで大したことないと思うし、綾花たちが出るまでもなく皆殺しだよっ！」

「いやいや……」

　どうやらビビっているのは京輔と、

「ふえぇ!?　こっ、ここここ、こんな人たちと……たっ、たたたた、戦うんですかぁ!?　無理です、絶対無理でちゅよそんなの！　命がいくつあっても足りまちぇんっ！」

「……ふわぁ」

　舞那の二人だけらしかった。鋭利は読んですらいない。

　教室内がにわかに騒がしくなる中、久瑠宮が「やかましい！」と怒ど鳴なる。

　一瞬で静せい寂じやくが降りた。

「まったく……度ど胸きようがあるのは結構だが、ナメてかかると死ぬぞバカタレ。十七人しかいない分、一人一人にかかる負ふ担たんも大きい。最後の競技を迎える前に全滅するケースもあるくらいなのだ。気をゆるめるんじゃない、ブタ野郎ども！」

「「「はいっ！」」」

　元気に声をそろえる生徒たち。

　たるみかけた空気を引きしめ、久瑠宮は言う。

「それでいい。くれぐれも油断するなよ？　貴様らには期待しているのだからな。特に神谷と紅羽は、レッドリストの連中にも引けを取らないポテンシャルがある。この二人を主しゆ軸じくに戦っていけば、互ご角かく以上に渡りあえるだろう。そして――」

　語るのを止め、久瑠宮が『ある人物』に視線を注いだ。

　皆の視線も自然と集まる。

　大きな目を「ふぇ？」としばたかせ、舞那が不思議そうに訊いた。

「あ、あの……なんでちゅか、先生？」

「《殺人奇》《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》五十嵐舞那、貴様にも期待しているのだぞ？　一年Ａ組の勝利は、貴様の活躍にかかっていると言っても過か言ごんではない」

「――へ？」

　舞那はしばし硬直した後、

「ふえええええええぇ!?　わっ、わわわわ、わたちでちゅかああああああぁ!?」

　椅い子すの上から転げ落ちる。

　久瑠宮が「ああ」と首しゆ肯こうして、尻もちをつく舞那のことを見下ろした。

「貴様だ、五十嵐。アタマの回転は鈍にぶいし運動神経も鈍い、身体能力は並以下で精神も脆ぜい弱じやく。ちょっとしたことですぐ動揺し、何度もミスを繰り返す……。足手まといもいいところだが、貴様は味方以外の足も引っ張るからな？　うまくいけば、それこそ神谷や紅羽以上の戦せん果かをあげられるだろう」

「ふぇ!?　あ、あにょ――」

　アタフタする舞那を無視して、久瑠宮は続ける。












「とはいえ、うまくいかなければ痛手を受けるのはわたしたちの方だし、どう転ぶかは転んでみるまでわからん。貴様のおかげで勝つか、貴様のせいで負けるか。前者であることを祈るよ。もし万が一にも後者だったら、そのときは――わかるな？」

「ひいっ!?」

　ドスのきいた声で凄すごまれ、舞那が顔面蒼そう白はくになった。「あ、ああああぁ……」と目を見開いて、歯をカタカタ打ち鳴らす。

　ただでさえいっぱいいっぱいなのに『一年Ａ組の勝利はお前にかかっている』などと重たいプレッシャーをかけられ、舞那は今にも潰れそうだった。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの舞那を放置し、久瑠宮が教卓へと戻る。

「……さて。まぁ、鍵かぎとなるのはこの三人だろうな。他にもアタマの切れる早さ乙女おとめや、運動神経のいい大おお野の木ぎ。俊しゆん敏びん性せいに秀ひいでる宇う佐さ見みや、怖いもの知らずな友とも永なが。腹黒さでは並ぶ者がない神谷妹……。その辺りを主軸に作戦を考えるわけだが――」

「綾花は腹黒くありませーん」

「そろそろ、競技ごとの出場者を決めなければならない」

　綾花の挙手を流して、久瑠宮がうなった。

　ここからが本題である。

「まぁ、後半戦は脱落者が多数出ているだろうから臨りん機き応おう変へんに行くとして、肝かん心じんなのは前半戦か。力を入れる競技をしぼろう。とりあえず、プログラムナンバー六番の《闘とう凶きようアームズコレクション》と八番の――」




「ヒャッハアアアァ！　今帰ったぜ、久瑠宮ちゅわあああぁん！」




　そのとき。教室前方のドアをけたたましく開け、一人の男子生徒が現れた。久瑠宮の動きが止まり、皆の視線が入り口に集まる。

「…………なんだアレ？」

　次の瞬間、京輔はそうこぼしていた。クラスメイトも同様の反応をしている。久瑠宮だけがただ一人、平然とした態度でプリントを手離し、

「ああ。ようやく戻ってきたか、モヒカン」

　教室内に侵入してきた人物――身体中に木の葉や木の枝を張りつけ、ピアスだらけの顔面に泥どろを塗ぬりたくっている男子生徒を呼んだ。

「…………モヒ、カン？」

　まじまじと観察してみればなるほど、確かにモヒカンである。

　トレードマークの真まっ赤かなモヒカンヘアーは苔緑色モスグリーンに染そめられ、目立たないよう迷彩柄のつなぎに溶とけこんでいた。

　この問題児は一体何をしている最中なのだろう……。

　困惑する京輔たちを放置し、久瑠宮が尋ねる。

「……それで？　やるべきことは、やってきたんだろうな」

「へへへ。オフコースだぜ、マイハニー。コイツが頼まれてたブツだ！」

　モヒカンがほふく前進で近づき、久瑠宮にメモ帳を渡した。服と同じく迷彩柄の表紙には、赤で大きく『[image: ]』の文字がある。

「ほぉ？　やればできるではないか！　どれどれ――」

　パラパラめくって中身を確認した久瑠宮が、片眉をはねあげ、

「上出来だ」

「ヒャッハアアアアアアアアアァ！」

　八重歯を光らす久瑠宮にモヒカンが歓かん喜き。ここぞとばかりに擦すり寄よると、物ほしそうな目で久瑠宮を見あげた。

「なァなァ、久瑠宮ちゅわ～ん。オレサマ頑張ったよな？」

「ああ」久瑠宮がうなずき、背中に右腕を回す。

「極ごく秘ひ任にん務むも完かん遂すいできたよな？」

「ああ」久瑠宮がうなずき、スーツの裏に仕込まれている得え物ものをつかんだ。

「つまり、ご褒ほう美びもらえるんだよなッ!?」

「んなわけなかろう」

　――死にさらせ！　と鉄パイプが振るわれる。

　側頭部をなぐり飛ばされ、モヒカンが「あわびゅ!?」と吹ふっ飛とんだ。血を流して床に転がるモヒカンの頭を、久瑠宮が踏ふむ。

　鉄パイプで肩をトントン叩きながら見下ろし、

「何が『ご褒美』だ、あァ？　わたしは言ったはずだぞ、モヒカン……『ウチのクラスが体育祭で優勝できたら、とびっきりのご褒美をくれてやる』となァ。貴様は言われたことを達成できたか？　まだだろう？　アァン!?」

　久瑠宮が吼ほえた。

　ゴルフクラブのように両手で鉄パイプを振りかぶり、

「ほしがってる暇があったら、わたしのために働けゴミ虫め！　適当なクラスに特とつ攻こうをしかけて気絶するまで引っかき回してこい、あわよくば死ねエエエエエエェ！」

「アイアイサアアアアアアアアアァ!?」

　ボールの代わりに頰を打たれたモヒカンが、勢いよくかっ飛ばされて入り口の向こうに消える。廊下で何かが壊れる物音がした。

「失せろッGo Away！」と叫んでドアを閉め、久瑠宮が教卓に戻る。

　何が起こっているかわからず、呆気に取られる京輔たちへと向き直り、

「……ふんっ。真性の役立たずかと思いきや、意外と使えるではないか！　ククク……おい貴様たち、朗ろう報ほうだ。情報が手に入ったぞ」

「――情報？」

「うむ。死んでも構わんゴミクズ野郎を送りこみ、各クラスの采さい配はいや作戦、行っている練習メニューなどを調べさせたのだ。情報を制する者が戦いを制する――このデータを元にして、最良の戦略を組み立てさせてもらおう」

「「「……………………」」」

　久瑠宮の目は本マ気ジだった。本気で、勝ちを取りにきていた。

　上級生の中には《辺へん獄ごくの家》で強化合宿を行っているクラスもあるらしく、モヒカンはそんな遠方にまで赴おもむいていたのだ。最近見かけなかったのも、そのせいだろう。

　いつも好き放題に暴れ回っているモヒカンが珍しく従順なのは『ご褒美』をチラつかされているからだろうが……。

「モヒカンにくれてやるご褒美？　『死』に決まっているだろう。ククク……このまま体ていよく利用し使い潰して、最後はわたし自らトドメを刺してやるつもりだよ」

「「「――――――――」」」

　さすが久瑠宮。信じられない外道っぷりである。

　虐しいたげられるモヒカンに、同情の念を禁じ得ない京輔たちだった。





×　×　×






「いやぁ～。いよいよ三日後が本番ですねぇ！　僕らのクラスはどなたが犠牲になるんでしょうか……愉たのしさ半分、怖さ半分ですよ」

　練習十一日目の放課後。教卓の上に腰かけた紳士が唐とう突とつに、縁えん起ぎでもないことを言い出す。席でネイルをいじりつつ、鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「決まってるでしょ。誰も死なないわ。バカじゃん？」

「ふふ。だといいですね？　個人的には、鋭利さんに死んでいただきたいんですけど。もしくは綾花さんとか舞那さん、友美さんでも大歓迎です！　皆さん、僕が大事に使わせてもらいますので。ふひひひひ」

「…………前言撤てつ回かい。死ぬのはあんたよ、屍ド体ヘ愛ン好タ家イ」

「むしろ殺しておいた方がいいんじゃないです？　戦力はちょっと下がっちゃうけど、気持ち悪いのでやむを得ません。凶器、凶器――」

「はわわ。ダメです、綾花ちゃん！　眼鏡みたいに凶器を探さないでください！」

「ちょっ……なんでアタシがまた最後なん!?　激おこ！　変わった性せい癖へきでも受け入れてあげたのに……紳士クン、ひどい……まぢ病やみ……リスカしよ…………」

　鋭利の机にもたれかかった友美が、手首に文房具を押し当てる。

「……ハァ？　人の定規で何してんのよ」

　悪ふざけを止められた友美が「キャハハ。ツッコミあーとん、鋭利チャン」と笑い、鋭利の背中をバシバシ叩いた。鋭利が鬱陶しそうに顔をしかめる。

　体育祭の練習が始まり、クラスメイトと交流するようになってから十日――これまでずっと敵対していた紳士たちとも、お互いだんだん打うち解とけてきていた。

『殺人犯』だということさえ除のぞけば意外に親しみやすい連中で、休み時間に京輔たちが雑談していると、こんな風に交ざってきたりする。

　案外、京輔たちが忌き避ひし続けていたから反感を持たれていただけで、内心では興味を覚えられていたのかもしれない。

　とはいえ、平気で人を殺せるような奴らに変わりはないため、必要以上に親しくする気はないのだが……。

　和わ気きあいあいと語らいながら、京輔が密ひそかにそう思っていると、

「けどアレですね。生徒一覧を見る限り、皆さんそんなに殺してないですね？　紗魔夜先輩なんかはダントツですけど、それ以外だと最多は八人。次が七人で、その次が六人……三人以上殺した人はあんまりいませんし、ほとんど一人か二人です」

　久瑠宮から配られたプリントを眺め、紳士が呟いた。

　そして、不ふ敵てきな薄うすら笑いを浮かべる。

「殺害人数だけ見れば、意外に大したことありませんよね？　八人殺した先輩なんかは三人一緒に殺して八人ですし。十二人殺した神谷さんは学院二位、六人殺した鋭利さんは実質学院五位です！」

「おぉ～。ウチらやっぱり優勝候補なんじゃん？　激アツっしょ、一年Ａ組！」

「いやいや……」

　紳士たちには明かしていないが、京輔も鋭利も殺害人数ゼロなので、アテにしないでもらいたい。そもそも――。

「殺した人数＝強さっていうわけでもないでしょ？　久瑠宮が言ってたじゃないの……『ナメてかかると死ぬぞ』って。能力的には上級生のがずっと上なんだから、そういう風に油ゆ断だんするのは、ちょっとどうかと思うけど」

「「……………………」」

　鋭利が冷めた意見を放つと、紳士たちが黙った。ネイルをいじくる手を止め、鋭利が「……何よ？」と眉根を寄せる。

　紳士と友美は互いの顔を見あわせ、

「い、いえ……なんと言うんでしょうねぇ、こう……」

「……意外、みたいな？　ほら、鋭利チャンってあんまし――」

「おいおい聞いたかよ、宇佐見!?　鋭利さんが今、すげェマトモな意見を出してたぜ！テスト学年ドベ二のクセに。ハハハハハ！」

「――は？」

　瞬間、鋭利の気配が変わった。

　赤あか錆さび色いろの鋭い半眼でジロリと大野木をにらみ、

「なんですって？　もう一回言ってみなさい、そこのグラサン……」

　ゆっくり立ちあがる鋭利に、宇佐見と黒板に落書き――微み塵じんも似せる気がない女性陣の似顔絵――をしていた大野木が慌てる。

「あっ!?　いやあの、鋭利さんの言う通りだなァと！　オレも殺した数なンて関係ねェと思うし、テストの点＝アタマのよさってわけじゃねェと思うし、巨乳＝バカってわけでもねェと思うし。ほら、鋭利さんは貧乳だけどバカだし？　ハハハ……」

「死ねばいいッ！」

　鋭利が真っ赤になって怒った。ごまかすように笑っていた大野木が「ヒエエッ!?」とチョークを放り捨てて逃げ出す。

「あっ!?　待ちなさ――」

「ふぎゃあっ!?」

　教室前方から出ていく大野木を、鋭利が追いかけようとした刹那。廊下に飛び出した大野木が、何かにブチ当たって弾き飛ばされ、尻もちをついた。

「あァ、クソッ……痛ってェな!?　テメェ、どこ見て歩いてン――」

　怒鳴ろうとした大野木は、頭上を仰いで停止。

「あ、いや……え、えーっと…………」

　言葉につまり、尻をついたまま後ずさる。教室の壁で見えなくなった大野木の代わりに、現れたのは――。




　象牙色のガスマスクをした男子生徒。




「……………………」

《ＧＭＫ48》と書かれた青いＴシャツにジャージのズボンという格好の煉児が、無感情に眼前を見下ろしていた。ほんの二週間前、久瑠宮にへし折られ、骨が飛び出していた右腕は、跡あと形かたもなく完かん治ちしている。

　足を止めたまま動かぬ煉児に、大野木が凄んだ。

「き、気ィつけろよな！　ちゃンと前見て歩いてンのか、コノヤロウ!?　お、おい……なンだよ、なンとか言いやがれってンだ！　ブッ殺すぞ!?」

「……………………」

　煉児はノーリアクション。ただ、無言で一歩を踏み出し――。

「ヒッ!?　ちょっ、待……待てッ！　噓うそだ、噓噓ッ！　は、はははは、話せばわかる！　は、話せば……すっ、すす……すみませンでしたあああああああああァ！」

　声を裏返らせて謝る大野木に構わず、廊下を歩き去っていく。そのまま教室前を通り過ぎ、煉児の気配が完全に遠ざかってようやく……。

　腰を抜かした大野木が、はいずりながら教室内に戻ってきた。

「……おかえり。何ビビってんのよ、だらしないわね」

「だ、だだだだ、だってよォ！」

　呆れる鋭利に大野木は半泣き。

　ズレたサングラスも直さずに続ける。

「あの野郎、信じられねェくらい硬かったンだぜ!?　やべェって！　コンクリートかと思ったわ。しかも、あの威い圧あつ感かん……くびり殺されるかと思ったぞ!?　マジで何モンだよあのガスマスク……マンモスに踏み潰されるアリの気分を味わわされたぜ！」

「大げさですねぇ」

　教卓の上から大野木を見下ろし、紳士がひらひら手を振った。

「確かに身体は大きいですし、留学生（？）ということで久瑠宮さんのリストにないのは不安です。しかし思い出してください、荒あら太たさん。僕ら一年Ａ組には神谷さんというベヒモスがいるんです！　神谷さんの超絶パワーにかかれば楽勝ですよ、楽勝！」

「いやいや。言っとくけど、オレはなぁ――」

　――出会い頭に、手も足も出ず殺されかかってるんだよ。

　とはさすがに話せない。久瑠宮も煉児については『気をつけろ』と警告するだけで、詳くわしい情報などは明かしていなかった。

　煉子についても同様だ。《安全装置リミツター》が外れた状態の煉子は、危険度Ｓ＋以上。煉児の身体能力も、それに匹ひつ敵てきするという。

　よほど窮きゆう地ちに立たされない限り、ガスマスクは脱ぬがないと思うが……。

（……『死力を尽つくして潰しあおう』とか言ってたからなぁ、アイツ。親の方も潰す気満々みたいだし、下手すりゃこっちが瞬殺されるんじゃないか？）

「そうですそうです、楽勝ですよっ！」

　暗あん澹たんたる気分の京輔に、綾花がくっついてきた。

　自じ慢まんげな表情で教室内を見回し、

「綾花のお兄ちゃんは、三十人以上いる暴走族をたった一人で全滅させたりしてましたからね！　一対一ならどんなヒトにも負けませんっ！」

「お、おい――」

「もぉ！　お兄ちゃんは皆のリーダーなんだから、堂々としてなくちゃダメじゃんっ！　気持ちで負けたら、体育祭でも負けちゃうよ？　殺されちゃうかも……しれないよ？」

　こっそり耳打ちしてくる綾花に、京輔はハッとなる。

　事実はどうあれ、クラスメイトは《十二人殺した殺人鬼》である京輔のことを頼りにしてくれていた。なら、自分はそれに応えるべきではないのか。

　たとえ虚きよ勢せいを張ってでも、クラスを引っ張っていくべきではないのか。

　さもなくば、体育祭を戦い抜くことはできない。

　誰も殺さず殺させず、体育祭を終えることはできない。

　この学院を平へい穏おん無事に『卒業』するなど、夢のまた夢だろう。

　――だから。

「…………ああ、そうだな。綾花の言う通りだよ。あんな図体だけのガスマスク野郎、オレがサクッと瞬殺してやる！　雑ざ魚こだ、雑魚！　他の奴らもおんなじさ。大量殺人犯マスマーダーだろうが、無差別殺人犯スプリーキラーだろうが、連続殺人犯シリアルキラーだろうが……全員まとめて叩きのめしてやるから心配するんじゃねぇ、お前らあああああああああァ！」

　不安、逡しゆん巡じゆん、恐怖、葛かつ藤とう……それら全てを吹き飛ばすように、京輔は吼ほえた。

　教室内が一瞬静まり返った後、爆発的な大歓声が沸わく。

「「「おおおおおおおおおおおおおおおォ！」」」

　紳士が「さすが神谷さん！」と感かん嘆たんし、友美が「京輔クン鬼やべぇ！」とはしゃぎ、大野木と宇佐見が手を打ち鳴らし、綾花が親指を立てた。

　舞那が「カッコイイですっ！」と目を輝かせ、鋭利が「……ふぅん？」と眉をあげ、クラスメイトが「「「か・み・や！　か・み・や！」」」と騒ぎたてる。

　――そして。

「……………………フシュー」

　教室後方、開け放たれた入り口の向こう側。

　折り悪く戻ってきた煉児が立ち止まり、京輔を見つめていた。



























第19回プルガトリウム更こう生せい学がく院いん体育祭プログラム




●午前の部




１．入場行進・開会式

２．煉れん獄ごく式ラジオ体操

３．一○○メートル屠と競きよう走そう

４．切きり裂さき鋼こう糸し跳とび

５．ギロチン脱出ゲーム

６．闘とう凶きようアームズコレクション

７．猛もう毒どくロシアンパン食い競走

８．狩かり者もの競走

９．超大玉転がし（１ｔ）

10．大だい惨さん事じ騎馬大戦




●午後の部




11．障害が残るかもしれない競走

12．エクスプロージョン綱つな引ひき

13．死がふたりを分かつまで

14．集しゅう団だん玉たま入いレイブ

15．一○○○メートル屠競走

16．魅み惑わくの教員仮装コンテスト

17．八○○メートル阿あ鼻び叫きよう喚かんリレー

18．棒ぼう斃たお死し～A Final Showdown～　※

19．閉会式・黙もく禱とう




※得点数上位二クラスで争い、勝った方が優勝となります。




　雲一つない蒼そう穹きゆうの下、爆音で鳴るカオティック・ハードコア。無む秩ちつ序じよに暴あばれ狂くるうリフとドラミングの不ふ協きよう和わ音おんが静まっていき、甲かん高だかいシャウトが響ひびき渡わたった。




『ＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＡＨ！　雁がん首くびそろえてやがるな、キチＧＵＹ＆ビッチーズ！　汚ねぇ箱ハコに押しこめられて欲求不満のテメェらが、そのサイコーにラリった嗜し好こうを満足させる、年に一度のフェスティバル！　第十九回プルガトリウム更生学院《体育祭》が幕を開けるぜ、カモオオオオオオオオオオォン！』




　グラウンドに建たつ仮か設せつテントの放送席ＤＪブースから、髪を極ごく彩さい色しよくのメッシュで染そめあげた少女がマイクを片手に叫び散らす。

　ハウリングなどお構いなしのハイトーンボイスで、

『股またぐら開いて待ってたか処女ヴアージン？　愚ぐ息そくの準備は万ばん端たんか童貞チェリー？　今年もテメェら倒錯者ヘンタイどもの、過激で過酷で過か剰じような死合プレイを期待してんぞマザファッカーズ！　自じ重ちよう＝シット！　道どう徳とく＝ファック！　存分に殺ヤりまくってくれ、殺人犯どもキラーズ！　……尚、実況はわたくし《可愛いけど頭沸いてるプリテイー・フアツキング・シツク》学院きっての人気者である、有あり栖す川がわ栗くり栖すと――』

『えー、大人の事情で休職していました俺《猛毒禍劇ヴエノム・オペラ》学院きっての嫌われ者である、毒ぶす島じま霧きり都とがお送りします。暴走しがちな彼女の歯止め役として』












　ハイテンションな栗栖の隣となり、毒島がローテンションに言葉を継ついだ。

　栗栖が机に片足を乗せ、サタニックサインを掲げる。




『ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ！　そんな二人が盛りあげてくぜぇ、ブタ野郎ども！　途と中ちゆうで果はてて逝イくんじゃねぇぞ!?　閉会式フイナーレまでついてこい！　まずは《入場行進》だ。このトチ狂った殺人祭フエストに参加しやがる九十九人の命知らずなボンクラキッズに、惜おしみない唾だ棄きと嘲ちよう笑しようを！　なう、ヘエエエエエェイリゴオオオオオゥ！』




　――直後、再び爆音が流れた。暴ぼう虐ぎやく的てきなデスメタル。

　仮設テントの対たい岸がん、地獄の門をモチーフにした禍まが々まがしい入場門をくぐって、待機していた生徒たちがグラウンドに入場していく。

　先頭は、背中に赤で『殺』と書かれた白い特攻服の集団。一いつ糸し乱みだれぬ動きでトラック沿ぞいに歩む彼らを率ひきいているのは、最高級のビスクドールを思わす美少女だった。

　蜂はち蜜みつ色いろのロングヘアーを一つに束ね、白いハチマキをしめた彼女は同じく白いクラス旗きを掲かかげ持ち、堂々と先せん陣じんを切る。

『さぁ～てさてさて！　最初に登場したのは三年Ａ組、クラスカラーは《絶望の白》！　美び貌ぼうの風紀委員長《愛殺家キリングマニア》の紗しや魔ま夜や沙さ姫きをフロントレディに《殺人総長アーチ・エネミー》五ご槍そう闇あん慈じや《殺人姫ファンクラブ》の主要メンバーが所属する、紛まがうことなき優勝候補の一角だ！　担任教師は、学院一優しく学院一恐ろしい《絶対猟域アウトレンジ・アウトレイジ》美み槌づち美み裕ひろ先生！　体育祭にかける意気ごみは「優勝するのはわたくしたちですの。ごめんあそばせ、かませ犬の皆さま？」by紗魔夜沙姫とのこと！　語尾につく「ですの」が鬱うつ陶とうしいが、二十一人殺した姫の言葉は、説得力が違いすぎるぜ……私も何度か殺されかけてるからな！』

『そうですね。名実ともに、学院屈くつ指しの殺やり手てです』

　続いて現れたのは、漆しつ黒こくの戦闘服に防ぼう刃じんベストを重ね、分厚いグローブとコンバットブーツを身につけた一団。特殊部隊さながらのフル装備だった。

　糸目の男子生徒を先頭に、統とう率そつされたガチョウ足行進グースステツプを披ひ露ろうしている。

『そしてそしてぇ、こちらも優勝候補だ！　黒ずくめの戦闘集団、三年Ｂ組！　クラスカラーは《腐ふ敗はいの黒》！　風紀委員で副委員長を務める《敬虔なる断罪者アンダー・オース》綺き里り雨う貴たか哉やに《心無しハートレス》黒くろ城き冥めい。《顔無しフエイスレス》の網あ走ばしり亜あ門もんなど、腕利きぞろいのクラスだぞ！　担任教師は、謎なぞのおじいちゃん《月黄泉狂ムーン・マニアツク》のグレイマン先生！　体育祭にかける意気ごみは「お祭りとはいえ、やりすぎは禁物。節せつ度どを持って殺せつ生しようしよう」by綺里雨貴哉とのこと！　ヒュー、さすがは学院の良心（自称）だぜ！　……尚、わたくし有栖川栗栖も三年Ｂ組ですが、実況のため不参加となります。命拾いしたなぁ、ミソッカスどもぉ!?　ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！』

『…………。えー、お次は二年生です』

　笑い続ける栗栖の代わりに、毒島が実況を繋つなげた。

　ピンクのつなぎを着たケバケバしい集団と、さらしの上に紫色の法はつ被ぴをまとった集団が入場し、グラウンドを回り始める。

　ピンクのクラス旗を持っているのは、ドクロスカーフで口元を隠かくした中肉中背の男子生徒だ。衣装にあわせてなのか、側頭部に同色のメッシュを入れていた。

『二年Ａ組、クラスカラーは《臓ぞう物もつのピンク》ですね。悪名高き《八やつ裂ざきジャック》八やつ崎ざき三兄弟を筆頭に、サディスティックでバイオレンスな猟りよう奇き殺人犯が集まる問題児の巣そう窟くつであり――』

『問題児の巣窟ぅ～？　笑止！　クイーン・オブ・問題児である私に比べれば、あんなの可愛いもんじゃん先生。《悪夢の殺人劇場ナイトメア・シアター》と題し、日本の警察・メディア・一般人を登キ場ヤ人ス物トに仕立てて暴れまくった、劇場型シリアルキラーの私に比べれば――』

『貴女あなたのことは聞いていません。仕事をしてください、有栖川さん』

『ひゃあっ!?』

　首に毒蛇を巻きつけられ、栗栖が萎い縮しゆくする。

『す、すみません……じ、実況を続けるぜ！　二年Ａ組、担任教師はナルシストのカマ野郎――もとい美び貌ぼうのアデオス《千片万華カレイド・ブレイド》の薔ば薇ら園ぞのダリア先生！　体育祭にかける意気ごみは「勝ち負けなんかどうでもいいね。僕らは狩りを愉たのしむだけだよ」by八崎鷹たか元もととのこと！　なるほど確かにその通り、愉しまなきゃ意味がねぇ！　イイコト言いやがるじゃねぇか、コイツぅ～。――だが、しかし！　服装的に一番祭りをエンジョイしてやがんのは、たぶんコイツら……二年Ｂ組だあああぁ！』

　毒蛇に巻きつかれたまま、栗栖がわめいた。

　視線の先、背中に『血ち祭まつり』と書かれた法被姿の集団が練り歩いている様子は、まさにお祭り。ただ、彼らが担かついでいるのは神輿みこしではなく――血色の獣だ。

　一・五メートルくらいあるずんぐりむっくりとした身体は体毛に覆おおわれ、頭頂部からとがった耳がぴょこんっと飛び出している。明後日あさつての方を向いた目玉と、牙の隙すき間まから垂れ下がる舌が不ぶ気き味みなそいつは『きぐるみ』らしい。

　法被もきちんと身に着けており、クラスメイトに胴どうあげされながら紫色のクラス旗を振っていた。なんともシュールな光景である。

『クラスカラーは《鬱うつ血けつの紫》！　神輿みてぇに担がれてるのは、二年最強との呼び声高い《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よだあああぁ！　……え？　中身が見たい？　やめとけやめとけ！　昨年、中の人を目撃した同級生が、奴に惨殺されてるからな……そんな危険人物を預かる担任教師は、小太りのオッサン《鉄拳凄砕ブレイク・フアースト》六む車ぐるま獅し童どう先生！　《暗あん殺さつ拳けん》の達人である教師と同じく生徒も武闘派ぞろいのクラスだぞ！　体育祭にかける意気ごみは「我ラノ覇ハ道ドウヲ阻ハバム者皆スベカラク斃タオスノミ。覚悟セヨ」by田中・ジェヴォーダン・春代とのこと！　カタカナばっかで読みにくいぜぇ！』

『アレでも一応女の子なんですけどね』

『さらには美少女だという噂うわさも、まことしやかにささやかれているぞ！　春代ちゃんの素顔フエイスも気になるが、ここでいよいよニューフェイス！　殺人というサイコな試験をパスして入学してきた、超新星（真性）のサイコパスども――一年生の入場だああああぁ！　ウェルカアアアアアアァム！　ウェルカム・トゥ・ヘエエエエエエェル！』

　一ひと際きわ熱の入った実況と荒れ狂うハードコアをＢＧＭにして、京きよう輔すけたちはグラウンドを歩んだ。手足の動きを綺麗にそろえ、トラックに沿い行進していく。

　衣装は白の体操服に赤のショートパンツ、女子はブルマという旧体操着だった。

　栗栖が毒蛇をタオルのようにブン回しながら叫ぶ。

『まず初めに紹介するのは、一年Ａ組！　クラスカラーは《鮮せん血けつの赤》だ！　担任教師は、外見と中身のギャップが激しい《蹂躙聖女ベロウズ・マリア》久く瑠る宮みや聖ひじり先生！　鬼き畜ちくと名高い久瑠宮ちゃんが率いるクラスの注目選手は、なんといってもあの男だあああぁ！』

「…………ッ!?」唐とう突とつに投げ放たれてきた毒蛇を、慌てて避よけた。真っ赤なクラス旗を持ち直し、京輔は反射的にギロリと放送席をにらむ。

　栗栖が「ひえええぇ!?」と大おお仰ぎように怯おびえた。

『うおおおぉ、早さつ速そくにらまれた！　蛇飛ばしたら、すっげぇガン飛ばされた！　さすが《十二人殺した殺人鬼》……半はん端ぱじゃなく鋭い眼光だったぜ！　奴の名前は神かみ谷や京輔。たった一度の殺人で、十二人を殺し尽くした超ド級の大量殺人犯マスマーダーだぁ！　新人離れしたこの怪物を、上級生は抑えることができるのか!?　はたまた被害者たちと同じく、一いち網もう打だ尽じんにされてしまうのかあああぁ!?　体育祭にかける意気ごみは「全員まとめて潰してやるよ、先輩。秒殺だ秒殺、死にさらせゴミども！」by神谷京輔とのこと！』

「えっ」

　――待て。いくらなんでも、そこまで挑発的なことを書いた覚えなどない。言い回しからして久瑠宮のしわざだろうか……。

　会場内の空気がみるみる殺気だつ。京輔の背に冷や汗がにじんだ。

『ヒュ――――ッ！　言うねぇ、神谷京輔!?　《虐殺王スレイヤー》《百万人殺しメガデス》《鋼鉄の肉体メタリカ》《生体兵器アンスラツクス》など、入学前から数多の異名を持っていたという狂犬っぷりは健在かぁ!?　開幕そうそう煽あおられて、先輩たちの殺る気が急上昇だぜえええぇ！』

『俺の殺る気も急上昇です。大事なお友達になんてことしてくれるんですか……』

　ジト目を向ける毒島に構わず、栗栖が実況を続ける。

『しかも、今年はそれだけじゃねぇぜ！　残る一年Ｂ組も、かな～り曲くせ者ものぞろいだぞ！　クラスカラーは《冷れい酷こくの青》！　担任教師は、我らが毒島霧都先生！』

『……だったのですが。身体を壊してしまった俺の代わりに、今は急きゆう遽きよ外部から派は遣けんされてきた先生が、臨時の担任を務めてくださっています。二・三年生の皆さんはまだご存じないかと思いますので、軽く紹介させていただきま――』




『悪い子の皆さん、初めましてっ！』




　そのとき、白衣の女性がマイクを奪うばい取り、放送席をジャックした。

『私は氷ひ河かわ零れい子こだよ。今日は一年Ｂ組の担任として、体育祭に参加させてもらいます！　初めてだから、優しくしてね？　ふふ……あ、ちなみにおっぱいはＪカップだよ』

「「「…………ッ!?」」」

　瞬間、キッチリそろっていた生徒たち（主に男子）の足並が乱れる。

　おびただしい量の視線が放送席に注いだ。あらかじめ聞かされていたのか、一年Ｂ組だけが動じず行進を続ける。

　胸に《ＧＭＫ48》と書かれた青のバンドＴシャツに、ジャージのズボンという格好の彼らは、黒いガスマスクの女子生徒を先頭にして、整然と歩んでいた。

　マイクを返してもらった毒島が『一年Ｂ組以外のクラスは減点ですね』と告つげる。

　零子の胸をガン見していた栗栖が、我に返って頭を抱えた。

『ア、アンビリィバボオオオォ！　おいおいマジかよ、ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪカップ!?　じぇじぇじぇ、Ｊカップ!?　なんだそりゃ！　この女教師、とんでもねぇ大量破壊兵器を搭とう載さいしてやがる。核爆弾ならぬ核爆乳が炸さく裂れつし、まさかまさかの大虐殺マサカーだあああぁ！　ついでにＢカップしかない私も、心に深ふか手でを負おわされちまったぜ……』

　平たいらな胸に手を当てて、栗栖が歯を食いしばる。

　しかし、すぐさまブンブン首を振り、マイクを握り直した。

『オ、オーケー……実況に戻ろう！　ケタ違いのＧＴＯ――グレート・ティーチャー・オッパイ率いる一年Ｂ組は、四六時中ガスマスクを着けてる男女に小麦袋を被った女、刺青タトウーだらけで肌が緑みどりになってる男……など、妙みようちくりんな奴らが集まるアバンギャルドなパーティーだ！　体育祭にかける意気ごみは「おっぱい！」by氷河煉れん子ことのこと！　…………は？　それだけ!?　なんだそりゃ！　ふざけてるにもほどがある！　どんだけおっぱい推おしなん――うおおおおおおぉ、なんだありゃ!?　あのガスマスクもおっぱいでっけええええええぇ！　なんてこった！　何を食ったら、あんなに育つってんだよ!?　ガッデム！　シット！　ジーザス！　パンナコッタ！　ファ――――ッ!?』

　マイクを机に叩きつけ、栗栖が髪をかきむしる。

　そのままヘッドバンギングのように、額ひたいをガンガン打ちつけ発狂する栗栖を放置し、毒島が実況を続けた。

『えー……以上、合計六クラス。全部で九十九人の生徒が、優勝目指して得点数を競いあいます。暴力あり血飛沫あり身体欠損ポロリあり、秩ちつ序じよ道徳人じん権けん一切なしの、殺人鬼によるハードゴア・ライブ！　皆さん、盛りあがって逝いきましょう』
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　入場行進を終え、開会式。クラス旗を持つ代表選手を先頭に、各クラスの生徒が二列縦じゆう隊たいになって整列している。爆音のメタルコアが止み、辺りは静せい寂じやく。

　おごそかな雰ふん囲い気きの中、白いジャージ姿の女性がゆったり朝礼台にのぼった。

　ゆるく巻かれた黒の長髪に、黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみが見み目め麗うるわしい女教師だ。腰の後ろに手を回し、穏おだやかな眼まな差ざしで生徒たちを俯ふ瞰かんしている。

『ただ今より、第十九回プルガトリウム更生学院《体育祭》を始めます』

　入場行進に引き続き、毒島のアナウンスが響いた。栗栖は額を打ちつけすぎたのか、机の血だまりに突つっ伏ぷしている。

『それではまず、理事長――は、相変わらず引きこもっていらっしゃるので、三年Ａ組担任教師の美槌美裕よりあいさつがあります。美槌先生、お願いします』

「はい」

　うなずき、朝礼台に立つ女性が微笑ほほえんだ。

　虫一匹すら殺さぬ慈じ愛あいに満ちた表情で生徒たちを見回し、

「そこ」

　――バキュンッ、バキュンッ！　腰の後ろに隠かくしていたピストルを、目にも留とまらぬ速さで二回撃つ。「「ぎゃっ!?」」と短い悲鳴が重かさなり、二名の生徒が倒れた。

「「「…………ッ!?」」」

　突とつ拍ぴよう子しもない凶行に、生徒たちが固まる。

　美槌は顔色一つ変えない。銃じゆう口こうを持ちあげたまま、柔やわらかな口調で注意した。

「静せい粛しゆくに。私語はつつしみましょうね、皆さん？　さもなくば撃ちます」

「大おお久く保ぼ、勝かつ田たあああぁ！　大丈夫か、おい!?」

　倒れた生徒はいずれも三年Ｂ組で、クラスメイトが安否を確認している。同じく三年Ｂ組の女子生徒が「美槌先生ッ!?」と声を荒らげた。

「卑ひ怯きようです！　自分以外のクラスに銃撃を加えて、戦力をすり減らすのは――」

　――バキュンッ！　美槌が再び銃を撃ち、女子生徒を黙だまらせる。

「さっちゃあああぁん!?」と絶ぜつ叫きようする女子生徒にも弾丸を食らわせ、それに対して抗議しようとした男子生徒を左のピストルで撃ち抜いた。

　両手に得物を携たずさえた美槌が、笑みを消す。こめかみに青筋が浮かんだ。

「…………静粛に、と言いましたよね？　教師の指示も聞けないブタに、惜おしむ弾たまなどありません。ゴム弾ではなく実弾なのですけれど、いただきたい人はいますか？」

「「「――――――――」」」

　真顔で問いかける美槌に、全校生徒が静まり返る。

　美槌が「よろしい」とピストルを下ろした。撃たれた生徒が担たん架かで運ばれていくのを横目に、笑顔であいさつを始める。

「いいお天気に恵まれて」だの「怪け我がに気をつけて」だの「やりすぎないように」だのしゃべる美槌の話を聞きながら、京輔たち一年生は早くも戦せん慄りつしていた。

　開会式からこの調子では、先が思いやられる。続けて行われた選手宣せん誓せいも、




「宣誓！　わたくしたち選手一同は、スポーツマンシップに囚とらわれることなく自由奔ほん放ぽうに振る舞い、暴力・傷害・陵りよう辱じよく・強姦・奇襲・間かん諜ちよう・詐さ欺ぎ・虚きよ言げん、ありとあらゆる下劣な手段を用もちいて、競争相手を叩き潰すことを誓いますの！　選手代表、紗魔夜沙姫」




　殺人犯を更生する学院にあるまじき、外道極きわまりない内容だった。

　しかも、宣誓するのは風紀委員長。七月の林りん監かん学校もそうだが、どう考えてもマトモな更生施設が行うイベントではない。

　学院の正体を知る京輔たちはともかく、他の一年生はさぞ困こん惑わくしているだろう。

　あるいはもういい加減、感づき始めているのかもしれないが……。

『――続きまして、校歌絶ぜつ唱しよう』

　七割以上がデスヴォイスという校歌を唄うたいつつ、京輔は自分のすぐ右隣――きぐるみ姿の上級生をうかがった。

　殺し屋のカリキュラムが開始されるのは来年からという話だが、こうして同じ空間に立ってみると、やはり二・三年生はまとっているモノが明らかに異質だ。

『殺意が研とぎ澄すまされている』とでもいうべきか、一年生のようにチンピラめいた荒あら々あらしさはなく奇妙に落ち着き払った気配がある。

　それが、かえって恐ろしかった。

「……………………」

　京輔の左隣に立つ、黒いガスマスクの女子生徒。

　煉子にしろ紗魔夜にしろ、普段は狂気を感じさせることなく周囲に溶けこみ、正常を装よそおっている奴ほど、実は異常で恐ろしい――というのは、散さん々ざん味わわされている。

（しかも、先輩たちは全員殺し屋として育てられてんだもんな……ろくでもない連中に決まってる。だからこそ、オレがしっかり皆を引っ張ってかねぇと）

　見物客のいないグラウンドの真ん中で、京輔は強く拳こぶしを握にぎりしめていた。
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　開会式が終了し、煉獄式ラジオ体操を終えると、生徒たちは退場。

　次のプログラムから、いよいよ本格的な競技が始まる。競技は全部で十六種目あり、苛か酷こくさに応じてもらえる得点が異なっていた。

　第一種目は《一○○メートル屠競走》。各クラスの選抜者がトラックを半周して順位を争うシンプルな競技だ。もらえる点こそ少ないものの、全部で五レース行われるため合計すればそれなりの得点になる。

　初戦の初戦。記念すべき、第一レースの参加者は――。





　第一レーン　　安あん藤どう千ち尋ひろ（一年Ｂ組／危険度：Ｃ＋）

　第二レーン　　ロナウド・ゲイシー（二年Ａ組／危険度：Ｂ）

　第三レーン　　割かつ羅ら言ことの刃は（三年Ａ組／危険度：Ｂ＋）

　第四レーン　　霊れ来く田た博ひろ士し（二年Ｂ組／危険度：Ｂ＋）

　第五レーン　　黒城冥（三年Ｂ組／危険度：Ａ＋）

　第六レーン　　早さ乙女おとめ紳しん士じ（一年Ａ組）






「いきなり僕の出番ですか、ふふ。見ていてくださいよ、皆さん……僕が華か麗れいに一位を勝ち取り、幸先のいいスタートを切ってみせます」

　赤いハチマキをしめた紳士が、髪をかきあげ不ふ敵てきに笑った。

　応援席の最前線で、友とも美みが「キャー、紳士クン！　頑張ってえええぇ！」とクラス旗を振る。紳士は軽く手をあげ、声援に応こたえた。

「フッ……任せてください。こう見えて、僕はスポーツ万能ですからね。百メートルのタイムは十二秒前半！　そんじょそこらの相手には負けませんとも。ただ――」

　紳士が隣の第五レーンに目を向ける。そこにいるのは全身黒ずくめの装備で固めた、三みつ編あみの少女。無表情のまま、黙もく々もくとストレッチを行っていた。

　その眼前に、紳士がスッと右手を差し出す。

「初めまして先輩。一年生の早乙女紳士です。いやぁ～、とってもお綺麗ですよねぇ！　走るとき、見み惚とれないよう注意しなければなりません」

「…………そうですね」

　歯を光らせる紳士をチラ見して、女子生徒が素そっ気けのない反応を返した。

　握手は当然ながら無視。聞き覚えのあるフレーズに、応援席で競技を見守る京輔の口から「あっ」と声がこぼれ出る。

「あの先輩って、樹じゆ海かい散さん策さくのときオレらを引いん率そつしてた――」

「……はい。風紀委員の先輩ですよね？　勝てるんでしょうか、紳士くん……」

　うなずき、舞まい那なが心配そうに呟いた。

　あのとき勝手に『森もり田た』と命名してしまったが、実際は『黒城』という苗みよう字じらしい。銀ぎん縁ぶち眼鏡はしておらず、冷たいオーラに一層磨みがきがかかっている。

　他にも、真っ赤なアフロ頭のピエロや薄ら笑いを浮かべた男、昏くらく据すわった目をしてぼんやり宙を見つめる少女が、各おの々おの位置についていた。

「……じゅるり。なんでもアリ、なら……食べちゃっても、いいよね？」

　第一レーンの千尋は待ちきれないのか、充じゆう血けつした目を見開いてだらだらよだれを垂たらしている。獲え物ものを見定めるように、他の参加選手を観察していた。

　疾走感のあるメロデスが爆音でかけられ、

『イッツ・ショウタアアアァイム！　とうとう始まる血みどろ殺コロシアム、最初の種目は運動会の定番《屠競走》だああああああぁ！　徒の字が違ってんのはご愛あい嬌きようだぜ！』

『はい。それでは皆さん、準備はよろしいですか？　位置についてぇ――』

　六人がスタートの体勢を取る。

『よおおおぉい…………』

　――どんッ！




「ぶぺぇ!?」




　銃声がとどろいた瞬間、紳士の身体が宙を舞っていた。競技が始まるや否や、黒城が警けい棒ぼうを抜き、紳士の横よこっ面つらをなぐりつけたのだ。

　血ち反へ吐どをまき散らしつつ回転し、紳士が一年Ａ組の応援席に突っこむ。

「きゃああああああぁ!?　ちょっ……紳士クン、大丈夫ッ!?」

「……いただき、まあああぁす！」

　友美がクラス旗を取り落として叫ぶ中、次に仕掛けたのは千尋。スタートダッシュで自分の前に出てきたピエロの尻に、大口を開け飛びついた。――しかし、

「ロナウド・マジ狩かル♪」

「…………ッ!?　あれっ、あれれっ？」

　ピエロの身体がわずかにブレたと思った直後、千尋のアゴは虚むなしく空くうをかむ。まるで魔法のようだった。千尋が目を白黒させてうろたえる。

　そこに奇襲を避よけたピエロが強襲。喜ぶように手を打ち鳴らしつつ接近し、

「るんっ・るんっ・らあああぁ♪」

　バンザイするのと同時、千尋の腹部に飛び蹴りをかました。

「ぎゃんっ!?」

　千尋の矮わい軀くが吹っ飛び、地面を転がる。モロに打撃を食らわされた千尋は呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいり、よだれを散らしてもだえ苦しんだ。

「ごめんね？　ロナウドは愉しくなっちゃうと、つい殺っちゃうんだ♪」

「……コースアウトです」

　嗤うピエロの手前、黒城が紳士の胸ぐらをつかみ、コース内に引きずっていく。またその一方で、ピエロが千尋を押さえつけてまたがり、馬乗りになって――。

『おおっとこれはあああぁ!?　三年Ｂ組・黒城冥、二年Ａ組ロナウド・ゲイシー、競技をそっちのけにして、一年生を滅めつ多た打うちだああああああぁ！』

　それぞれ、一方的な暴行を加え始めた。

　黒城は左手で胸ぐらをつかんだまま、警棒で淡たん々たんと紳士の顔を打ちすえる。

　ロナウドは左右の拳けん打だをリズムよく、千尋の顔面に叩きこみまくっていた。

　片や表情どころか目の色すら変えずに冷れい然ぜんと、片や声を弾ませ陶とう然ぜんと、何度も何度も容赦のない暴力を振るう。

『バイオレエエエエエエェンス！　恐るべし《心無しハートレス》！　他人に共感できない黒城は人の痛みや苦しみがわからず、どんな所業も素面しらふでこなせる悪魔みたいな女だ！　常人だったら心が痛んでできねぇことも、心無しには関係ねぇぜ！　他方《人ひと喰くいピエロ》のロナウド・ゲイシーは、魔法のような妖あやしい奇き術じゆつで幼い子供をたぶらかしては殺し、人肉百パーセントのパティでハンバーガーを作っていた快楽殺人犯イカレポンチだ！　そのパンチは相手をミンチにするまで止まらねええええええぇ！』

「いやああああああぁ、紳士クン!?　紳士クううううぅン！」

「うわああああああぁ、チッ、チカチーロおおおおおおぉ!?」

　一年生の応援席から悲鳴がほとばしる。

　たまらず走り寄ろうとする友美を、久瑠宮が羽は交がい絞じめにして止めた。

「落ち着け。言ったはずだぞ？　体育祭は潰しあいだとな。今出て行ったら、貴様も奴に屠ほふられかねん……得られる点の低い競技では、勝つのを捨てて選手を潰しにかかってくる連中も多いのだ！　だから、油断するなと言ったのに……あのアホンダラ！」

　グラウンドをにらみつけ、久瑠宮が歯ぎしりをする。

　最初こそ必死に抵抗していた紳士と千尋だが、執しつ拗ように暴力を振るわれるうち力を失なくしていき、ついには動かなくなってしまった。

　残る二人の選手は四人を置きざりにして、とうの昔にゴールしている。

「……このくらいにしておきますか」

　やがて白目をむいて気絶した紳士から手を離し、黒城が警棒をしまった。乾かわいた瞳で周囲を見回すと、尚も拳を振るい続けるロナウドへと歩み寄り、

「るんっ・るんっ・らあっ♪　るんっ・るんっ――」

「やめなさい」

「らああああああぁ!?」

　真っ赤なアフロ頭を蹴り飛ばしてどける。地面に倒れるロナウドを見下ろし、黒城がコンバットブーツを持ちあげた。

「風紀委員として、これ以上の暴力行為を見み過すごすことはできません。目には目を歯には歯を、暴力には暴力を……というわけで、貴方あなたの顔も破壊させてもらいます」

「うぎゃぴいいいぃ!?」

　――ぐしゃり。

　分厚い靴が踏み下ろされ、ロナウドの顔面が潰れる。その後も何度か蹴りとかかとを叩きこんでから、黒城が歩いてのんびりゴールに向かった。

　紳士も千尋もロナウドも、弱々しく痙けい攣れんしたまま起きあがらない。担架と共に医療班が駆け寄り、えっほえっほと運び去っていく。

『カンカンカアアアァ――――ン！　勝負アリいいいぃ！　三年Ａ組・割羅言刃、二年Ｂ組・霊来田博士、三年Ｂ組・黒城冥の順にフィニッシュだ！　残る三名は全員撃沈リタイア！　初しよっ端ぱなから上級生が下級生に、痛つう烈れつな洗礼を浴びせる結果となったあああぁ！　やはり上級生強し！　巻き返せるか下級生!?　後のレースも乞こうご期待だぜ！』
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　続く第二レース・第三レースでも一年生は惨ざん敗ぱいだった。

　第一レースの衝撃覚めやらない新入生に、上級生が襲いかかってきたのだ。

　一年Ａ組は男子生徒二名が血祭りにあげられ、一年Ｂ組は男子と女子が一名ずつボロ雑ぞう巾きんにされた。――そして、

「…………ふわぁ」

　第四レース。一年Ａ組からの参加者は、あくびを漏もらす美少女だった。

　赤いハチマキをリボンのように結んだ鋭えい利りは、やる気の欠片かけらも感じられない態度で、スタートラインにたたずんでいる。

　その、足元に――。

「ハァハァ。な、なんて綺麗な生なま脚あしですの……白くスベスベの肌に、筋肉と脂し肪ぼうが絶妙なバランスでついたメリハリのある脚線美！　柔らかさだけではなく弾力も兼かね備そなえていそうで、見ているだけでむしゃぶりつきたくなりますわ……ハァハァ。紅あか羽ばねさんの脚にブルマだなんて、久瑠宮さまはわたくしを萌もえ殺すおつもりなのかしら!?　ああっ、よだれが止まりませんの……じゅるじゅる、ハァハァ……んふふふふふふふ」

　第五レーンの紗魔夜がわざわざ第一レーンまで来てしゃがみこみ、ブルマから伸びる鋭利の素す脚あしを、至近距離からジロジロ観察していた。

　色んなものがゆるみきったその表情は、乙女おとめとして完全にアウトだ。

　鋭利は素そ知らぬフリを決めこんでいるようだが、頰が微かすかに引きつっている。

　他のレーンに待機している生徒たちまで、軽く引いていた。

　――だが。




「お邪じや魔まですのおおおおおおおおおぉ！」




　いざレースが開始されると、紗魔夜は無む類るいの強さを見せる。

　スタート直後、左右に裏拳を繰り出し、両隣の選手――二年Ａ組と三年Ｂ組の生徒をまとめて撃げき墜ついしたのだ。

「ぎゃっ!?」

「ぐわあっ!?」

　鼻血を噴ふいて倒れる生徒たちには目もくれず、紗魔夜がグラウンドを蹴った。

　次に狙ねらいを定められたのは、法被姿の女子生徒。青いＴシャツ姿の男子生徒を狩ろうと追走している少女の背後から《殺人姫》の魔の手が伸びる。

「貴女あなたでは力不足ですわ、おどきなさいっ！」

「――へ？　きゃあああああああぁ!?」

　紗魔夜が女子生徒の襟えり首くびをつかみ、力任せに引きずり倒した。男子生徒が振り返り、眼がん帯たいに覆われていない方の瞳を見開く。

「クッ……いかん、抑えろ《片翼の死天使アズリエル》！　まだ体育祭ラグナロクは始まったばかりなのだ、今この場で貴公のチカラ《耀ける蒼穹の羽撃きスカイリツト・ドライブ》を放つわけには――」

　絶ぜつ叫きようした後、左腕を押さえてうずくまる魔ま境きよう院いん喰くう餓が（本名：鈴すず木き道みち郎ろう）を無視して、紗魔夜は駆けた。血走った目を爛らん々らんと光らせ、

「お待ちになってえええぇ、紅羽さああああああぁん！　その艶つややかなおみ足を、是非味わわせていただきたいんですのおおおぉ！　捕つかまえたらまず余あますことなくなで回して唾液でベトベトにして、ブルマとショーツに隠された秘密の花園を……ハァハァ。●●して●●●して●●●して、公衆の面前でねっとりと●●――」

「いっ……いやああああああああああああぁ!?」

　スタートダッシュでトップに躍り出ていた鋭利を、紗魔夜が猛もう然ぜんと追う。身の危険を感じたのだろう、鋭利が目尻に涙を浮かべて速度をあげた。

　それでも、紗魔夜を振り切ることはできない。二人の距離は離れるどころかみるみる縮ちぢまっていき、前に大きく伸ばされた手が、鋭利のブルマに触れ――。

『ＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＡＬ！　先にゴールしたのは、なんと一年Ａ組・紅羽鋭利！　三年Ａ組・紗魔夜沙姫を抑えての一着ゴールインだあああぁ！　コイツはとんでもない新人ルーキーが登場したぜ……《愛殺家キリングマニア》をも狂わす美脚で勝利の女神をたらしこみ、番狂わせを起こしちまうのかあああぁ!?　そして、ちゃっかり一年Ｂ組もゴールだ！』

「ハァハァ、捕まえましたわよおおおぉ!?　ぐふふ……」

「ひいいいいいいぃ!?　離れなさいってば、このヘンタイ女！」

「ククク。真の地獄はこれからよ！　せいぜい、仮かり初そめの勝利に酔よいしれておけ――」

　ゴールテープを切ったところで倒れ、地面の上で揉もみあう紗魔夜と鋭利の脇わきを、道郎がブツブツ呟きながら通り過ぎていく。

　緊張感を欠かく状況に、毒島が後頭部をかいた。

『ええっと……とりあえず、誰か紗魔夜さんを止めてあげてください』





×　×　×






『はい。風紀を乱す風紀委員の淫いん行こうが、美槌先生に阻止されたところで……』

『第五レースに移るぜ！　徐じよ々じよに盛りあがってきた一○○メートル屠競走も、いよいよラスト。トリを飾るのはこの六人だ！　まず、第一レーン――』




「ヒャッハアアアアアアアァ！　待たせちまったなァ、テメェらアアアァ!?　ようやく主役の登場だぜェ！　オレサマ以外のモブは全員、漏もれなくブチ殺してやっから覚悟しとけや!?　ギャーハッハッハッハッハッハ！　ちなみに、オレサマの名前は――」




『ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！』

　栗栖が中指を立てた。放送席から身を乗り出して、

『実況さえぎるんじゃね――――っ！　私が先にテメェをブチ殺すぞ、モヒカン野郎!?　なるほど、コイツは噂通りの問題児みてぇだ……アルティメット・オブ・問題児である私の地位を揺るがしかねない逸いつ材ざいじゃねぇか、アァン!?』

『変なところで張りあわないでください』

「……張りあう？　ヒャハハ！　オレサマは誰とも張りあっちゃいねェよ！　テメェらみてェなかませ犬じゃあ力不足だからなァ!?　アウト・オブ・眼がん中ちゆうだっちゅーの」

　第六レーンで好き放題にわめく男子生徒は、我らがモヒカン。

　栗栖だけではなく同じレースの先輩がたにも片っ端からケンカをふっかけ、一いつ触しよく即そく発はつの空気を作り出していた。命知らずにもほどがある。

　モヒカン一人と上級生三人が、激しい火花を散らしているのを横目に……。




「笑シヨウ止シ。弱キ者ニ咬カミツカレタトコロデ、歯シ牙ガニモカケネバ良イダケノコト。安イ挑発ニ乗ッテシマッテイル時点デ、己自身モ同レベルノ痴シレ者ト知レ！」




　第一レーンで、泰たい然ぜんと構えている女子生徒がいた。

《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》田中・ジェヴォーダン・春代――全身を血色のきぐるみで覆った、正体不明の《殺人着》。二年最強と謳うたわれる彼女は、学院内でも屈くつ指しの戦闘力を誇ると言われ、久瑠宮からも特に警戒するよう念を押されている大量殺人犯マスマーダーだ。

　殺害人数は学院外で七人と学院内で一人。久瑠宮の作成した資料では、紗魔夜と並ぶ危険度Ｓに指定されている。

　そして――。

「……………………」

　第二レーンでどっしり構えているのは、氷河煉れん児じだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした長身に、春代と同じく得体の知れない象ぞう牙げ色いろのガスマスク。

　分厚いきぐるみの下、春代が「ホゥ」と感嘆の声を漏らした。

「貴様、タダ者デハナイナ一年？　尋常デハナイ『気』ノ奔ホン流リユウヲ感ジル」

「……………………」

　煉児は無言。春代の方を見向きもしない。

「フフフ、ナルホド……戦イクサノ前ニ余計ナ口ハ利キカヌ主義カ？　面白イ。気ニ入ッタゾ、仮面ノ坊主。少シハ愉シムコトガデキソウダ。ソウ簡単ニ壊レテクレルナヨ？」

　対する春代は無視されたのを怒るばかりか、可お笑かしげに笑う。モヒカンたちとは別の次元で、こちらの戦意も高こう揚ようしつつあった。

　ほどなくベースのスラッピングが響き始めると、

『よおおおぉし！　そんじゃあ、そろそろおっ始ぱじめるぜ。おいモヒカン、位置につけ！　テメェらもだ、二・三年生。クソ生意気な後輩は、力ずくで黙らせちまいな!?　二度と余計な口が叩けねぇように、骨ほねの髄ずいまで恐怖を刻みこんでやれ！』

　レースがスタートする。その直後、




　――血色の風が駆け抜けた。




　銃声の余よ韻いんが消え去るより疾はやく、春代が第一レーンから第六レーンを横一いち文もん字じに駆け抜けたのだ。進路上にいた生徒たちは皆、びっくりして固まっている。

　すれ違いざま、春代がそのモフモフした両腕を目にも留まらぬ速度で振るったように見えたが、誰にも変化は見られない。

「…………ヒャハ？　ヒャ、ヒャハハハ……ヒャーッハッハッハッハッハ！」

　自分の身体をペタペタ触り、モヒカンが声をあげて笑った。走り抜けたままの姿勢でたたずむ春代に近づいていくと、肩口に手をかけ、

「なンだァ、テメェ？　ビビらせやがってよォ～。ギャハハ！　このきぐるみと同じで所しよ詮せんはコケ威おどしなン――」

「アンズルナ。貴様ラハモウ壊レテイル」

「――ヒャハ？」

　春代が言い放った刹せつ那な、モヒカンの鼻び孔こうから一筋の鮮血がこぼれる。それはみるみるあふれ出し、耳や口こう腔こうや毛穴、鼻以外の穴からも大量の血がにじみ始めた。

「ヒイイイイイイィ!?　な、なんじゃこりゃああああああぁ!?」

「血がッ、血が止まらな――ギエエエエエエェ!?」

「た、たたたた、助けてくれえええぇ!?」

　変化はモヒカンだけではない。

　春代の進路上にいた二・三年生も、全身の穴という穴から血を流し出す。血は止まるどころか、またたく間にその勢いと量を増し、

「あべしッ!?」「ひでぶッ!?」「たわばッ!?」「ヒャハアアアアアアァ!?」

　断だん末まつ魔ま。皆が同時に、血ち煙けむりを噴いて倒れた。

『……………………は？』

　何が起こったのかわからない。

　騒そう然ぜんとなる場内に、栗栖の素っ頓狂な声が響いた。

『ホワアアアアアアッツ!?　なっ、なんだ今のは!?　あんな芸当、マンガかアニメの中でしか見たことねぇぞ!?　一体何をしやがったんだ《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》!?』

『おやおや、アレは《暗殺拳》ですね』

　毒島が解説を加える。

『――暗殺拳？』

『ええ。六車先生が修おさめている拳法の一種です。身体の外側ではなく内側にダメージを与えるのが特徴で、その拳をもらった者には、今のように少し遅れて症状が表れます。衝撃で気と内臓を揺ゆさぶり、狂わせ、破壊し、死に至いたらしめる殺人拳法……大おお方かた、担任の六車先生から教わったのでしょう。わずか半年でものにするとは、恐ろしい娘です。あるいはあのモフモフとしたきぐるみが、ボクシンググローブのように外傷を和やわらげ、内傷の威力を増ぞう幅ふくさせているのかもしれませんねぇ……』

　春代が「如イ何カニモ」と首肯し、不敵に笑った。

「フフフ。我ガ振ルウハ師匠直ジキ伝デンノ拳ナリ。修行中ユエ未熟デハアルガ、並ノ人間ニ耐エラレルハズモナシ。コレニテ、皆ミナ殺ゴロシ完了――」

「……………………」

「トハ、イカヌヨウダナ？」

　血の海に沈む生徒たちの中、ただ一人平然と立つ者がいる。

　象牙色のガスマスクを被った巨漢、煉児だ。

　煉児も春代の《暗殺拳》とやらを受けたはずだが、いつまで経たっても変化は表れず、血も流れていない。銃声が鳴る前と変わらず、彫像のように屹きつ立りつしていた。

「フハハ！　我ノ拳ヲ喰ラッテ尚、立ツカ。面白イ、面白イゾ一年！　ヨモヤ京輔以外ニモ、斯カ様ヨウナ実力者ニ出会エルトハナ」

「げっ!?　あんな奴にもマークされてんのかよ、オレ……」

　――いつの間に目をつけられたのだろう。

　もしかすると上級生の中には、京輔たち新入生に興味を抱き、体育祭の前から密ひそかに旧校舎を訪れている者もいたのかもしれない……。

　げんなりする京輔の眼前、春代が煉児に近づいていく。

　煉児の挙動に注意しながら歩を進め、

「デハ我モ本気ヲ出サセテモラウトシヨウ。手加減抜キユエ命ヲ落トシテシマウカモシレンガ、恨ウラムナ？　刮カツ目モクセヨ！」

　大地を踏みしめると同時、ずんぐりむっくりとした春代の身体が一瞬で肉薄。

「撲ボク屠ト百ヒヤク殺サツ拳ケン」












　そのモフモフとした両腕を、超高速で煉児の身体に打ちこみ始めた。

「アチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャ――アチャア！」

　速すぎて何発打ちこんだのか数えられない。数秒後、煉児の左胸に右手を叩きこんだところで、乱打は停止。春代が「ホオォ～～～」と細く息を吐き出す。

「……………………」

　やはり、煉児は動かない。張りつめる緊張。

　会場内の誰もが息を呑のみ、十秒、二十秒、三十秒……。

「ア、アレ？　オカシイナ。ソロソロ変化ガ表レテモイイ頃ナンダケド？」

「……………………」

　そのまま一分ほど経った頃。春代が硬直を解とき、困惑の声を漏らした。

　煉児のガスマスクを見あげ、シャツの上から身体をつついて、

「ウ～ン。失敗シチャッタノカナ？　モウ一回打チコンデミヨウ……ボ、撲屠百殺拳！　アチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャ――」

　拳を振るう春代を見下ろし、煉児が右足を引く。

「……………………シュコー」

　次の瞬間。

「アヂャ!?」

　無造作に蹴り出されたつま先が、春代の腹にめりこんだ。『く』の字に折れた血色のきぐるみが、雲一つない青空に高々と舞いあがり、

「「「あっ――」」」

　呆気に取られている観客たちの目の前に、ドサッと墜おちる。うつ伏せに倒れた春代はピクリともしない。

『…………へ？　あれ……冗談だろ、おい……田中・ジェヴォーダン・春代が……二年最強だと恐れられてる、あの狂獣が…………やられた？』

　栗栖がほうけるように呟いた。

　それを合図としたように、上級生の応援席から悲鳴がほとばしる。

「は、春代さあああああああああああああぁん!?」

「うわああああああぁ、噓だろ!?　噓だと言ってくれよおおおおおおぉ！」

「立て、立つんだジェヴォーダン！　立てえええええええええええええええぇ！」

　中でも春代が所属している二年Ｂ組の動揺っぷりはすさまじく、泣き出す者やその場に崩れ落ちる者、絶望のあまり笑い出す者までいる始末だった。

「……………………」

　その只ただ中なかに在あって尚、煉児は無反応。

　ガスマスクを周囲にめぐらせた後、思い出したようにゴールへ向かい始める。

　その歩みを阻む者はない。

　後にはただ、五人の物言わぬ身体が横たわるのみ……。

『あ、あり得ねぇ……あり得ねぇだろ、こんなのおおおおぉ!?　夢か現うつつか幻か!?　あの《愛殺家キリングマニア》に続いて《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》までもが一年生に敗れちまった！　なんだ!?　一体なんなんだ、今年の新入生どもはあああぁ!?　第三レースまでは予想通り一年生を圧倒していた二・三年生だが、第四・第五レースで大波乱ッ！　どうやら今年の体育祭には、とんでもない魔物が潜ひそんでいやがるみたいだぜ……このまま、一年生が快進撃を続けるか!?　それとも、上級生が意地を見せるのか!?　まだ祭りは始まったばかりだ、今後も血ち湧わき肉踊る狂きよう技ぎを期待してるぜ、殺人犯どもキラーズ！』





×　×　×






　屠競走後半の善ぜん戦せんに反して、続く《切り裂き鋼糸跳び》《ギロチン脱出ゲーム》と、京輔たち一年生はかなりの苦戦を強しいられた。

　長縄の代わりに鋼糸を用いた切り裂き鋼糸跳びでは、怪我を恐れてほとんど跳べない一年生を横目に、上級生が着々と回数を重ね圧あつ倒とう。

　三競技目のギロチン脱出ゲームでは、恐れ知らずな綾花と友美が善戦するも、上級生のタイムには及およばず敗北してしまう。一年Ｂ組も同じく惨敗だった。

　とはいえ――。

「まぁ、鋼糸跳びと脱出ゲームは問題あるまい。勝ち負けではなく、記録に応じた点がもらえるのだからな。ベストを尽つくせればいい。正念場はここからだ！」

　応援席のソファでふんぞり返った久瑠宮が、のんびり煙草たばこを吹ふかしながら言う。

　次の種目は《闘凶アームズコレクション》。

　グラウンドの両サイドに分かれた二つのクラスが、中央に並べられている凶器を奪いあい、それぞれの陣地に引っ張りこんだ数を争う『棒引き』のような競技だ。

　異ことなるのは、取りあうものが棒ではなく凶器であるという点。

　そして、凶器を手にした位置から半径二メートル以内にいる相手選手を、その凶器で自由に攻撃できる点だった。

　木製バット、金属バット、肉切り包丁、薙なぎ刀なた、火か炎えん瓶びん、ブラックジャック、ピコピコハンマー、硫酸、モンキーレンチ、回リ転ボ式ル拳バ銃ー……エトセトラ。

　のみならず、原則《風紀委員》以外は凶器の所持を認められていないが、この競技で獲かく得とくした凶器に限って、その後の競技に一回ずつ持ちこむことができるのだ。

　アドバンテージは非常に大きい。だからこそ、




「ぜってぇ勝ち取るぞ、お前ら！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおオオオォ！」」」




『キタ――――ッ！　四競技目にしてようやくキタぜ、神谷京輔ッ！　一年Ａ組、ここまで温おん存ぞんしてきた《十二人殺し》のエースをついに投入！　勝利の女神すらたぶらかす《美脚のビッチ》紅羽鋭利も同時に参加させ、最強の布ふ陣じんだあああぁ！』

「……ハァ？　ビッチじゃありませんけど」

　スタート位置で円陣を組む京輔たちから離れたところで、鋭利がイラだつ。

　一年Ａ組からの参加者は京輔、鋭利、医務室からよみがえったモヒカン、鬼き頭とう＆向こう坂さかコンビの五人だった。

『対するクラスは二年Ａ組！　八崎鷹元・八崎元もと遙はる・八崎鷹たか景かげ《八つ裂きジャック》がそろいぶみだぜ！　コイツらは兄弟三人で通り魔リンチ殺人を行い、計八人もの人間を刃物でズタズタにした連続殺人犯どもシリアルキラーズだ！　さらには《外道外科医ドクター・リツパー》の仁に志し川かわ殺あや子こに、屍し体たいで人形をこしらえたという壱いつ刻こく童どう子じ……と、こちらも万全の布陣！　勝利と凶器をもぎ取るのは、果たしてどちらのクラスかあああぁ!?』

『中々面白い組みあわせですねぇ。八崎くんたち三兄弟の動きに要注目です』

　百メートル前後の距離を挟んで向かいあうのは、ピンクのつなぎを着た生徒たち。

　ドクロスカーフで口元を隠す男子生徒が三人に、つなぎの上から白衣をまとった女子生徒、腹話術人形のようなものを片手に持った男子生徒が、ギラギラした目で京輔たちを真っすぐ見ている。

　グラウンドの中央には、ハリセン、小こ太だ刀ち、八はつ角かくげんのう、ブッシュナイフ、湾刀シヤムシール、アイスピック、鞭むち、角かく材ざい、手しゆ榴りゆう弾だん、猟銃、金属バット……が並んでいた。

　これら全部で十一種類の凶器は、あらかじめ用意されているものの中からランダムに選ばれたものである。対戦するクラスも同様にくじ引きで選ばれ、競技が行われるのは一クラス一戦限りだ。二回目はない。

　各クラス、三分間の作戦会議を終えると、




『……アーユーレディ？　準備はできたな？　そんじゃあ、始めるぜ！　闘凶アームズコレクション第一試合、一年Ａ組ＶＳ二年Ａ組。よおおおぉい…………』




　――どんッ！

　銃声。壮そう絶ぜつなゼロサムゲームが始まった。

　両陣営の選手が一斉に飛び出し、我われ先さきにと突っこんでいく。

　ある生徒は別の生徒と合流し二人で、ある生徒は一人で駆け抜け、それぞれ目当ての得物に群むらがった。

「うおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　京輔が狙ねらいを定さだめているのは、ちょうど中央辺りに置かれた湾刀。大きく反り返った片刃の剣は殺傷力が高く、敵側の手に渡したくない凶器の一つだ。

　京輔は全速力で目標物にたどり着き、即座に離脱。敵クラスの攻撃を受けるより早く凶器を回収する手はずだった。

　――だが、湾刀まで十メートルを切ったとき。京輔とほとんど同じ速さで、同じ得物目がけて突っこんでくる生徒の存在に気がつく。

　禍々しいドクロスカーフで口元を隠し、臓物色のメッシュカラーを入れた、中肉中背の男子生徒だ。地面につきそうなほど上半身を倒して駆けるソイツは、八崎鷹元。

《八つ裂きジャック》の長男にして、危険度Ａの《殺人切》だった。

「やっ――」ヤバイ。

　自分が先に凶器をつかめたならいいが、そうでなかった場合、京輔は間違いなく湾刀で斬きりつけられる。恐怖感に心臓を握られ、京輔はひるんだ。

「…………クク」

　その一瞬が、命運を分ける。

「やぁ。こんにちは」

　鷹元が湾刀を拾いあげるなり、逆ぎやく袈げ裟さに一いつ閃せん。

　ひるがえった刀身が、京輔の胸元を斬り裂く。

「うわっ!?」

　間一髪、のけ反るようにかわした京輔の眼前、鷹元が目を細めた。

「初めまして、後輩。僕は八崎鷹元だ。よろしく！」

　名乗るや否や再び斬ざん撃げき。逆袈裟から袈け裟さ懸がけに、袈裟懸けから横よこ薙なぎに。間かん断だんなく刃を奔はしらせ、鷹元が口笛を吹く。

　腕、足、耳、首……と、京輔の各部を斬り落とすべく刀を振った。

　かわしきれない刃やいばが肌をなで、白い体操服がみるみる赤く染まっていく。

「クッ――」

「ふぅん、結構粘ねばるねぇ？　さすが、と言ったところかな」

　なんとか凶器を奪い取ろうと試みるものの、鷹元はかなり刃を扱い慣れているのか、下手に腕を伸ばそうものなら、即座に斬り飛ばされそうだった。

　――ただ。

「そりゃどうも、先輩！」

「…………ッ!?」

　鋭利の妹、神楽かぐらに比べればヌルい。

　手首をつかんで湾刀を止め、右腕を引く。左手で得物を押さえこんだまま、驚きに目を見開いている鷹元の顔面に右拳を叩きこみ――。

「「やぁ。こんにちは」」

　かけたところで、視界の両端に影。

　鷹元と同じくドクロスカーフを巻いた生徒が二人、左右同時に肉薄してきた。彼らの足元には、それぞれ一振りずつ凶器が転がっている。

　ブッシュナイフとアイスピックだ。二人はそれらを素早く拾ひろいあげると、

「「初めまして、後輩」」

「なっ――」

　息をあわせて襲いかかってきた。眼球狙いのアイスピックは避けたが、ナイフの方を食らってしまう。左の肩口が裂け、鮮血がしぶいた。

『おおおぉっとおおおぉ!?　仁志川殺子がモヒカン野郎の腹をかっさばき、紅羽鋭利が猟銃をかっさらい、壱刻童子が一年坊主二人を相手取る中、三兄弟による集団リンチが発生！　両サイドの凶器を蹴りつけて移動させ、神谷京輔一人を三つの射程内に収めるとんでもない荒あら業わざを見せたああああああぁ！』

「僕は八崎元遙だ。よろしく！」

　ブッシュナイフを振るう長ちよう身しん巨きよ軀くの次男が名乗り、

「僕は八崎鷹景だ。よろしく！」

　アイスピックを突き出す短たん身しん痩そう軀くの三男が名乗る。――そして、

「弟たちともども、改めてよろしく。三人あわせて《八つ裂きジャック》だよ。趣味は弱者を一方的に蹂じゆう躙りんすること……特技は、人の身体を綺麗に削そぐことさ！」

　中肉中背の長男が嗤い、顔半分のドクロを歪めた。湾刀を薙ぎ、京輔の左手首を斬り落とそうとしてくる。

「チッ――」

　たまらず飛びすさった先には、アイスピック。首を傾かたむけ回避したところに間かん髪はつ入れずブッシュナイフが振り下ろされた。さらに、刃を返した湾刀が視界の端ではねあがり、重なるように退路を塞ふさぐ。

　傷口から血があふれ、京輔の額に脂あぶら汗あせがにじんだ。

『デ、デタ――――ッ！　《八つ裂きジャック》は全員かなりの殺り手だが、三兄弟がそろっちまったときのヤバさはケタ違い！　三つ子さながらの超絶コンビネーションで獲物を八つ裂きにしちまうぜ！　犯行時間は驚異の一分！　ファストフードもびっくり仰ぎよう天てんの速さだ！　そんな奴らを一度に相手取っちゃあ、神谷もマグロ同然か!?　コイツは一方的な解体ショーだぜ、シャオシャオシャオオオオゥ！』

　多種多様な軌き道どうを描きつつ、三者三様に襲いかかってくる二本の刃と一本の錐きり。

　ミキサーにでもブチこまれたかのような猛攻に、生なま傷きずが重なっていく。

　――だが、京輔はあえて逃げない。凶器の射程に留まったまま耐たえ忍しのび、あわよくば凶器を奪い取ろうとあがいた。すると、次第に三兄弟が焦り始める。

「…………しぶといね？」

「もう一分過ぎてるよ、兄さん」

「大きな傷も与えられてない。思ってたより、手て強ごわいな？」

　時間が経たつにつれ刃と錐の三重奏はより苛か烈れつさを増すが、京輔はギリギリまでこらえ続けた。血まみれの傷だらけになりながら一分、二分、三分、四分……。

「――京輔ッ！」

　そのとき、鋭利が後方から叫んだ。瞬間、

「「「…………ッ!?」」」

　三兄弟の包ほう囲いから飛とび退のいて抜け出し、京輔は凶器の射程外に脱する。無理やり突とつ破ぱしたため手傷を負うが構わない。きびすを返し、一年Ａ組の陣地へ逃げ帰る。

「……おかえり。ひどい有あり様さまね」

　命からがら戻ってきた京輔を、鋭利がしれっと出迎えた。その足元には猟銃、角材、鞭、手榴弾、八角げんのう、ハリセンが転がっている。

　またその少し先では、あちこち顔を腫はらした鬼頭と向坂が地面に座りこみ、ゼェゼェ息をついていた。モヒカンは――。

「ギャハハ！　楽勝だったぜ、ギャハハハハハハ！」

「お、おう……そうか。お、お疲れ……」

　血と脂でベトベトになった小太刀を片手に、ふん反り返って哄こう笑しようしている。裂けた腹からピンクの腸ちようがこぼれていたが、まったく気にしていない様子だ。

　鋭利が「……ハァ」と溜め息をこぼした。

「死んでも死なない奴はともかく、あんたもお疲れ。よく一人で持ちこたえたわね……途中、助けに入るか迷ったわ」

「ハハハ……できれば凶器の一つや二つ、奪っておきたかったんだけどな？」

　三兄弟の得物を防ぎ、さばき続けた身体は、大量の切り傷に覆われている。ほとんどかすり傷のため、後の競技に支し障しようはないと思うが……。

　これならもっと攻めてもよかったかもしれない、と京輔は苦笑した。

「……バカ。命を奪われちゃったら意味ないじゃない、もう……死ねばいい」

　責めるようにジト目を向けた後、鋭利がプイッと顔を背そむける。

　京輔が《八つ裂きジャック》を引き受けていたおかげで、残りの生徒は四対二。数で有利に立ちながら、鋭利が中心となり、手早く凶器を回収したのだ。

　四人にやられたのだろう、兄弟以外の上級生二人はグラウンドで伸のびていた。彼らが引っ張りこめた凶器は、金属バットのみである。

「……あちゃー。狩りに熱中しすぎちゃったね、兄さん」

「うん。結局狩れなかったし、悔くやしいね？」

「悔しい……ただ、それなりに愉しめた。狩りがいのある獲物じゃないか……クク」

　ほどなく三兄弟が凶器を運び終えると、銃声。

『フィニイイイイイイッシュ、これにて競技終了！　獲得できた凶器の数は四対七で、なんと一年Ａ組の勝利だ！　チームワークで神谷京輔を圧倒した三兄弟だが、クラスのコンビネーションは、相手の方が勝っていたようだあああぁ！』

『ですねぇ。チームプレーは大事ですから……といったところで、次は第二試合です。一年Ｂ組ＶＳ二年Ｂ組というマッチングですが、ジェヴォーダンさんはまだ保健室……エース不在の二年Ｂ組は果たして、この窮きゆう地ちをしのげるのでしょうか？』





×　×　×






　一年Ｂ組が春代の欠けた二年Ｂ組を下し、猛もう威いをふるう紗魔夜の手で二人保健室送りにされつつも、三年Ｂ組が三年Ａ組に辛しん勝しようした後――。

　迎えた《猛毒ロシアンパン食い競走》は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図だった。

「ぶ――――――――――――――ッ!?」「あ、ぐ……なんだよ、この味ぃ……身体が麻ま痺ひして、動かな――」「あがががががが!?」「げほっ、ごほっ……うえぇ……ペッ……はぁ、はぁ……く、苦し――」「おええええええぇ～～～っ!?」「…………ピクピク」

　カレーパンを口にした生徒の半数が倒れ、呼こ吸きゆう困こん難なんにおちいり、激しく痙攣し、お腹を下して吐き戻し、地面をのた打ち回った後、ピクリとも動かなくなる。

『毒入りのパン？　ハハッ、そんなの怖くねェよ！』『ヒッ、ヒヒ……鋭利ちゃんの、ゲロマズ手料理に比べたら……ヒヒヒ』と意気ごみ参加した大野木と宇佐見は幸い無事だが、毒入りパンに当たった者の末路は悲ひ惨さんなものだった。

　吐と瀉しや物と汚物がまき散らされたグラウンドには悪臭が漂い、血の海などよりよっぽどグロテスクで凄せい惨さんな光景が広がっている。

『マジッスカァ……』と口を押さえる栗栖の隣、カレーパンに毒物を仕込んだ毒島が、困ったように後頭部をかいた。

『おやおや、だいぶ薄めたはずなんですけどね……熟じゆく成せいされて刺激が増していたのかもしれません。五十嵐いがらしさんが林監学校のとき作ったカレーを入れてみたんですけど』

『…………五十嵐？』

『はい。一年Ａ組、五十嵐舞那さんです』

「――ふぇ？　ふええええええぇ!?」

　応援席で縮ちぢこまっていた舞那が、急な暴ばく露ろに飛びあがる。

　皆の視線が一いつ斉せいに注いだ。「あうあう……そ、そんなの初耳でちゅよ」と蒼白になる舞那をよそに、毒島が詳細な説明を加える。




『彼女は天てん賦ぷの才を持っていましてね？　ひとたび五十嵐さんが作ると、どんな料理も劇物になるという。なぜそうなるのかは、俺にもよくわからないんですよね……まさにブラックボックスですよ。しかも開ければご覧の通り、周囲に害をまき散らすパンドラみたいな箱でして。《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》なんて風にも呼ばれています』




「「「――――――――」」」

　悪臭充みちる会場に、得えも言われぬ空気が漂った。

　恐怖、困惑、あるいは興味、好奇心……。

　まだ一度も出場していない舞那に、生徒たちの注目が集まる。

「ひいっ!?　み、みみみみ、みんにゃがこっちを見てまちゅ！　あわわわわ……」

「大丈夫よ、落ち着いて」

「心配すんな。オレらがついてる！」

　鋭利と京輔が、舞那を必死になだめるかたわら、

「…………ふぅん？　興味深い体質だねぇ」

　一年Ｂ組の応援席で、零子が密ひそかに眼鏡を光らせた。

　予期せぬ目立ち方をして、舞那の緊張が最さい高こう潮ちように達する。

　そして――。





×　×　×






　六競技目の《狩り者競走》は、闘凶アームズコレクションと並んで、久瑠宮が『前半戦の正念場』だと語る種目だった。

　二百メートルトラックを半分走ったところに、六枚のカードが伏せられている。

　選手は一枚カードをめくり、書かれているクラスの生徒を一人指名。その生徒を狙いに行って仕し留とめ、引きずりながらゴールするのだ。

　尚、クラスメイトが助けに入ることは許されておらず、指名された生徒は自力で狩人かりゆうどを退しりぞけなければならない。

　そんな競技に参加するのは――。





　第一レーン　　綺里雨貴哉（三年Ｂ組／危険度：Ａ＋）

　第二レーン　　八崎鷹元（二年Ａ組／危険度：Ａ）

　第三レーン　　紅羽鋭利（一年Ａ組）

　第四レーン　　氷河煉子（一年Ｂ組／危険度：Ｃ＋）

　第五レーン　　田中・ジェヴォーダン・春代（二年Ｂ組／危険度：Ｓ）

　第六レーン　　紗魔夜沙姫（三年Ａ組／危険度：Ｓ）






　どのクラスもかなり本気の精せい鋭えいたちだった。

　鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らして、右隣を見やる。

「ようやく出てきたわね、煉子。ガスマスクはしたままだけど、平気なの？」

『別に』

「……ハァ？　下手なモノマネしてんじゃないわよ」

『……ハァ？　下手なモノマネしてんじゃないわよ』

「うるさい。マネすんなおっぱい」

『うるさい。マネすんなちっぱい』

「マネすんなって言ってるでしょうが!?　死ねばいい！」

『マネすんなって言ってるでしょうが!?　死ねばいい！』

「…………。殺す」












　ふざけた態度でオウム返しを繰り返してくる煉子に、殺気だつ鋭利。やる気なさげな雰囲気が一変、身体の各部をほぐし始めた。

「フシュー。そうそう、そうこなくっちゃ！」と喜ぶ煉子のことを、保健室から戻ってきたばかりの春代が警戒している。

「コ、此コ奴ヤツモ、ガスマスクナノカ……リベンジシタイトコロデハアルガ、今ハマダ体調ガ万全デハナイ。下手ニ手ヲ出サヌ方ガ賢明ヤモシレヌ……」

「で、ですわね？　触らぬ神に祟たたりなしですの」

　さらに春代の右隣では、紗魔夜が煉子にビクビクしていた。反対側の綺里雨と鷹元は静かにたたずんでいる。

　――やがて。




　競技がスタートした刹那、トップに躍り出たのは一年Ａ組。




『うおっ!?　は、疾はえええぇ！　なんつぅ疾さだ、紅羽鋭利！　先輩たちを後に残して超加速のスタートダァアアアッシュ！　十秒かからずカードにたどり着いたぞ!?』

「……ふわぁ。ちょろすぎ。ざまぁないわね！」

　二番以下の紗魔夜、春代、綺里雨、鷹元が互いを攻撃しつつ競走している様を見て、鋭利が余裕の生あくびを漏らした。

　尚、煉子は鋭利に足払いをかけられ派手に転倒したため、大きく出遅れている。

　鋭利が勝ち誇った笑みを浮かべて、手近なカードを一枚めくった。

「え？　これ――」

　瞬間、鋭利が言葉を失う。

　めくったカードをまじまじ見てから掲げると、




「一年Ａ組」




「「「……………………は？」」」

　襲撃に備そなえ、応援席で身構えていた京輔たちの目が点になった。紗魔夜たち、四人の競技者も「「「「ずこおおおぉ!?」」」」とズッコケる。

　栗栖が『おお、ナイスリアクション！』と手を打ち鳴らし、

『なるほど、自分のクラスを引いちまうこともあるんだな……引き直させます？』

『いえ、ルール的には問題ありません。続けてもらって結構ですよ』

「ん――」

　鋭利が口をつぐんだ。

　頰を赤らめモジモジしながら、




「じゃ、じゃあ……神谷京輔？　京輔、で……」




　告白でもするかのように京輔を指名してくる。栗栖が『ヒューッ！』とはやしたて、他クラスの応援席から「「「爆発しろッ！」」」と声があがった。

　鋭利は耳まで真っ赤になって深くうつむき、応援席に駆け寄ると、

「ああもう、うるさい……ほ、ほら！　行くわよ、京輔？　大人しくあたしに……か、狩られちゃいなさい！」

「お、おう……」

　差し出された手を取って、二人一緒に走り出す。鋭利に続いてカードをめくる上級生たちが、思い思いの獲物を狩りに行く中、

「……………………何さ、アレ」

　ぼやき、煉子が最後の一枚をめくった。

　ガスマスクの排はい気き口こうから「フシュー」と吐息が漏れる。




「三年Ａ組、紗魔夜沙姫！」




「――はい？」

　一年Ｂ組の応援席にいる、小麦袋を被った女子生徒に襲いかかろうとしていた紗魔夜が硬こう直ちよく。恐る恐るといった様子で振り向いた。

「へ？　わ、わたくし……ですの？」

「うん、そうだよ？　君を狩りに行く。今、私は気が立ってるんだよねぇ……ストレス解消のため、ちょっくら死んでもらえるかなァ？」

『な、なななな、なんと一年、よりにもよって《愛殺家キリングマニア》を指名しやがったあああぁ！　おいおいおいおい……なんだよアイツ、自殺願望でもありやがるのか？　あんまり調子づいてっと、マジで殺されちまうぜェ？　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！』

　煉子の宣戦布告を聞いた栗栖が噴き出し、笑い転げる。上級生も一緒になって煉子をあざけり、紗魔夜に声援を送った。

「アハハハ、バカだ！　筋金入りのバカだぁ！」「命知らずというか、身の程知らずというか……」「死んだな、あの一年」「遠慮はいらねぇ！　殺っちまえ、紗魔夜さん！」「返かえり討うちにしてやれ！」「巨乳は滅ぶべき」「「「ツ・ブ・セ！　ツ・ブ・セ！」」」

　一方、当の本人は――。

「ひ、ひぃ!?　いえ、その……み、みみみみ、皆さま？　わ、わたくし風紀委員長ですのよ？　し、新入生のかたに乱暴だなんて……で、でででで、できるわけございませんわわわわっ！　ですから、あの……あのっ……あのあの、ああああああぁ……」

　気き丈じように威い厳げんを保とうとしながら辺りを見回し、逃げ道を探る。

　しかし、煉子が近づいてくると、恐怖のあまり腰を抜かしてしまい、

「ぎゃあああああああああぁ!?　抵抗しません、抵抗しませんからあああぁ！　痛くしないで！　や、優しく……ひっ……ひぃああああああぁ、ですのおおおおおおぉ!?」





×　×　×






『え、ええっと…………さ、さすがは風紀委員長だぜ！　右の頰をぶたれたら左の頰を差し出し、頭をなぐられたら尻を差し出す心の広さで新入生を圧倒！　や、優しい……優しすぎるぜ、紗魔夜沙姫っ！　寛かん大だいさほど強いものはなく、真の強さほど寛大なものはない――という言葉があるが、まさしくその通りだなっ!?　奴こそ寛大の象徴、寛大の体現、寛大の化身！　つまり最強？　アンタが最強！』

　すっかり憔しよう悴すいしきった紗魔夜が、煉子に髪をつかまれ引きずられていく――その光景を無理やり賞賛し、栗栖が『ワンダホオオオォ！』と拍手した。

　紗魔夜の熱狂的なフォロワーたちも、よくわからないまま一緒になって拍手する。

　栗栖が額の汗をぬぐった。

『……ふぅ。《殺人姫》は信者が大勢ついていやがるからな……実況にも気を遣うぜ、まったく……オ、オーケー。お次は後半戦だ！　前半戦に引き続き、どのクラスも選りすぐりの強者どもだぞ!?　紹介するぜ、第一レーンは――』




「このオレサマだあああああああああァ、ギャーッハッハッハッハ！」




『ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！』

　喉をかっ切るジェスチャーをして、栗栖が地面に親指を向ける。

『だから、実況さえぎるんじゃね――――っ！　学習能力ねぇのか、ニワトリアタマのクソ野郎!?　つぅかマジ復活すんの早すぎなんだよ、不死身かテメェ!?　死ね！』

　裂かれた腹は、すでに縫ほう合ごうされていた。

　つくづくタフな奴である。相変わらずの調子で粋いきがるモヒカンを、第二レーンの女子生徒が「……フンッ」と鼻で嗤った。

「吠ほえるな後輩？　だがその耳みみ障ざわりな鳴き声も、ほどなく断末魔に変わる……せいぜい強気にわめき散らしておくがいい、弱き者よ！」

　白い特攻服に木刀、頰に油性ペンで『最凶』と書かれた少女の名は、五槍闇慈。

　三年Ａ組、風紀委員に所属しているスケバン風の《殺人総長アーチ・エネミー》だ。

　その隣には黄ばんだ包帯で顔を隠した《顔無しフエイスレス》の網走亜門、《八つ裂きジャック》の八崎鷹景、《殺戮機関スローター・メイド》の氷河煉児……と、そうそうたる顔ぶれが並んでいる。

　屠競走のときとは違い、誰もモヒカンを相手にしなかった。

　だが、競技がスタートすると――。




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」




「「「…………ッ!?」」」

　五槍が振るった木刀を回避し、モヒカンが飛び出す。網走と鷹景の追撃も振りきり、ピアスだらけの顔を歪めた。

「遅いぜ遅いぜ遅いぜ、テメェら！　久瑠宮ちゃんに比べたら、全部止まって見えるんだっちゅーの！　伊だ達てに毎日ボコられてねェぜ！」

　――そう。かみつく相手が悪いため、弱いと思われがちなモヒカンだが、実は意外に強いのだ。ナメてかかると、痛い目を見ることになる。

　いち早く乱戦を脱したモヒカンが、そのままトップで百メートルを走り切り、

「ヘヘヘ。オレサマの餌え食じきになるのは、どこのクラスだァ？」

　舌なめずりをしてカードをめくった。

　真っ赤なモヒカンヘアーの上にカードを掲げ、




「三年Ｂ組！　一対一じゃあ力不足だぜ、オレサマが指名すんのはクラスの奴ら全員！　まとめてかかってきやがれ雑ざ魚こどもオオオォ、ヒャーッハッハッハッハ！」




　――びりぃ、と破やぶり棄すてる。

「「「…………………………………………」」」

　空気が死んだ。静せい寂じやくの後、

『あアアアァーン!?　全員って言ったか？　全員って言ったよな!?　なら私も加わっていいよな!?　上等じゃねぇかテメェ、ゴルアアアアアアァ！』

　マイクと一緒に仕事を投げ捨て、栗栖がグラウンドに乗りこむ。応援席の生徒たちもそれに続いて殺さつ到とうし、モヒカンへと群がっていった。

「ギャッハアアアアアアアアアアアアァ!?」

　断末魔。ナメてかかると痛い目を見るモヒカンだったが、奴自身が誰より相手をナメ腐くさっているので結局こうなる。

「アホだ」「アホだな」「アホですね」「アホです」「アホ……」

　怒りを通り越し、呆れるしかない一年Ａ組の面々。

　タコなぐりに遭あうモヒカンを横目に、残りの選手が各おの々おのカードをめくった。

「……ほぉ？　あたしの獲物は一年Ａ組か」

　そのうち、京輔たちのクラスを引き当てたのは五槍闇慈だ。

　不敵な笑みを浮かべた《殺人毅》が、首をめぐらせ京輔を捉える。

「狩るのはもちろん、神谷京輔だ――と言いたいところだが、奴の命は沙姫に譲ゆずろう！　紅羽鋭利――も沙姫に譲ってやるか、うん！　ビビっているわけではないぞ？　沙姫のお気に入りをボコって、後から奴にボコられるのが怖いのでもない。なぜなら、あたしは《殺人総長アーチ・エネミー》！　殺人こそ至し上じようの快楽なのだよ、フハハ！」

「「……………………」」

『最凶』と書かれた頰を歪めて笑う五槍に、京輔と鋭利は顔を見あわせた。

　もしかしたらこの人が、入学そうそう紗魔夜にブチ殺されかけたとかいうあの可か哀わい想そうな女子生徒なのかもしれない。

　しかもこの先輩、林監学校のとき一人だけ逃げ遅れて捕まっていたような……。

「さて。では、どいつの首を取ってくれよう？」

「…………あうあう」

「――む？」

　五槍の視線が、とある女子生徒に注がれる。亜あ麻ま色いろの瞳をせわしなく泳がせ、応援席で怯おびえまくっている少女は、見るからに脆ぜい弱じやく。

　五槍が「獲物発見」と目を光らせた。

「おい、そこにいる小さいの！　貴様を狙うぞ、キ・サ・マ！」

「…………ふぇ？」

　木刀で指し示された舞那がほうける。

　右を見て、左を見て、真後ろを見て、上を見てから自分の顔を指さし、

「あ、あの…………わたし？」

「そうだああああああああああああぁ！」

「ふええええええぇ!?」

　白い特攻服をなびかせ、木刀をブンブン振り回しながら突撃してくる五槍に、舞那が椅子から転がり落ちた。近くの綾花が慌てて距離を取る。

「頑張れ、あっちゃん！　返り討ちにしてあげてくださいっ！」

「ええっ!?　無理でちゅ無理でちゅ、無理でちゅよ！　だ、誰かああああああぁ!?」

「バカめ！　誰も貴様を助けてはくれんぞ!?　ほらほら泣けぇ、叫べぇ、おののけぇ！　貴様の命はここで終わりだ、フハハハハハハハ！」

「ひいいいいいいぃ!?　はわっ、はわわわわわわぁ――」

　邪悪な哄笑をあげ、襲来する《殺人総長アーチ・エネミー》。

　すっかり恐きよう慌こう状態の舞那は、きびすを返して逃走しようとするも、

「あひぃ!?」

　椅子に阻はばまれて失敗。頭から応援席に突っこんだ。




　――直後、災わざわいが降りかかる。




「ずっこおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉん!?」

　パニックにおちいった舞那が手足をバタつかせてもがき、起きあがってはバランスを崩くずし、周囲の物や人を片っ端から巻きこみながら、縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ狂った。

　逃げ遅れた生徒は言うに及ばず、咄とつ嗟さに離れた生徒たちすら巻きあげられて飛び散る椅子や備品の数々に打たれ、潰され、次々はねられてしまう。

「うわあああぁ!?　舞那さん、落ち着いて！　お願いですから、落ち――ぎゃあっ!?」

「ファッ!?　何コレ、ハリケーン!?　逃げてぇ皆、超逃げてええええええぇ！」

「ぎゃああああああァ!?　腕が、腕がああああああァ!?」

「ヒッ、ヒヒ……ヒイイイイイイィ!?」

　暴ぼう虐ぎやくの嵐に巻きこまれているのは、ほとんど全員クラスメイトだった。

　肝かん心じんの五槍はというと、特攻服の裾すそを踏んづけて転び、五メートルほど手前の地面でポカンと口を開けている。

「――なんぞこれ？」

「ばっこおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉん!?」

　五槍の目と鼻の先に、重量のあるソファが落下した。もんどり打って引っくり返り、五槍が「ひええええええぇ!?」と後ずさる。

「なっ、なななな、なんなのだ……一体何が起こっているのだ!?」

「五十嵐舞那のドジだ、死にさらせ！　やってくれたな、アホ五槍!?　よりにもよって《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》を！　ええい、まだ収まらんのか!?」

　五槍のかたわら、応援席から退避してきた久瑠宮が、イラだたしげに怒鳴った。

　それから「……ん？」と目を細め、倒れこんだ舞那を見やると、




「いかんッ！　五十嵐、死んでも右手を離すな。絶対絶対、離すなよ!?」




「……………………ふぇ？」

　久瑠宮の切せつ羽ぱつまった声を聞き、舞那がゆっくり瞼を開く。

　何がどうして、そうなったのか――舞那の左手にはリングのついたピンが、右手には闘凶アームズコレクションで獲得した手榴弾が握られていた。

「あっ……ああ……あああああああぁ……」

　舞那の目が見開かれ、表情が引きつっていく。

　久瑠宮が「待てッ！」と叫んだ。

「安全ピンを抜いただけではまだ爆発しない！　貴様が握っている本体、安全レバーを離さずピンを戻せば、無問題――」

「い、いにゃあああああああああああああああぁ!?」

　舞那が手榴弾を放る。

「バカタレエエエエエエェ！」

　パイナップル型の手投げ爆弾は宙を舞い、地面をコロコロ転がって、応援席から逃げようとしていた一団の足元に落下し、次の瞬間。

「「「…………ぁ」」」

　――白い閃光。

　凄まじい爆音がとどろき、勢いよく土煙があがった。





×　×　×






「…………ちゅみまちぇんでちた」

　並べ直した椅子に座って縮こまり、舞那が弱々しく謝罪する。

　今しがた午前の部が終了し、お昼休みに入ったところなのだが、京輔たち一年Ａ組の応援席は半分以上が空席のため、人ひと気けが少なく閑かん散さんとしていた。

　うなだれている舞那を見下ろして、友美が「――は？」と威い圧あつする。

「何が『ちゅみまちぇんでちた』だ、ドジっ娘こ。アンタのおかげで、アタシらボロボロなんだけどまぢ？　どう落とし前つけてくれんの!?」

「あうあう。ちゅ、ちゅみまちぇ――」

「だから『ちゅみまちぇん』じゃねぇんだよ！」

　友美がブチギレ、舞那の椅子を思いっきり蹴った。

　舞那が「ひいっ!?」と頭を抱え「あうあうあぁ……」と涙ぐむ。

　しかし、友美は止まらない。

「紳士クンも荒あら太たも影かげ郎ろうも皆、アンタのせいで大怪我しちゃったんじゃん！　せっかく善戦してたのに、まぢふざけんな！　謝ってる暇があったら挽ばん回かいしろ、この――」

「言いすぎよ」

　鋭利がヒートアップする友美を抑えた。

「舞那は確かにやらかしちゃったけど、責めても仕方ないじゃない……空気が悪くなるだけだから、ちょっと黙ってて。うざったい」

「――は？　なんでアタシがキレられてんの!?　悪いのはこの役立たずじゃん！」

　刺とげを含んだ鋭利の物言いに、友美がますます声を荒らげる。

　鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「そういうあんたも大して役に立ってないでしょ、友美。でしゃばるのはこういうときじゃなく、競技のときにしてほしいものだわ」

「ファッ!?　どういう意味よ、鋭利チャン！　アタシは一生懸命頑張ってるし、足とか引っ張ってなくない!?　なのにどうして、そんな言い方されなきゃ――」

「やめろって。お前ら二人とも、カリカリしすぎだ」

　にらみあう鋭利と友美の間に入り、京輔はげんなりとする。

　舞那が狩り者競走でドジをやらかし、手榴弾を爆発させて五人以上の生徒を戦闘不能に追いやった後――続く《超大玉転がし（１ｔ）》こそ、なんとか乗り越えられたが、問題はその次だった。

　午前の部最後の競技である《大惨事騎馬大戦》は、クラスではなく学年対抗。

　もらえる勝ち点も多く、全員参加の総当たり戦なのだが、クラスの半分近くが保健室にいる一年Ａ組は参加できる騎馬の数が極きよく端たんに少なく、一年Ｂ組もろとも上級生に全敗してしまったのだ。その際、さらに数名が保健室へと送られ……。

　現在応援席にいるクラスメイトは、十七人中わずか八人。しばらく休めば戻ってくるかもしれないが、心もとない戦力である。

「……むぅ。このままだとやばいんじゃないかな？」

　舞那のドジに巻きこまれかけた綾花が、ほっぺをふくらませてうなった。視線の先には仮設テントの横に置かれたスコアボードがある。

　その得点は――。
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「…………六クラス中四位、か」

「うん。一位との差は十五点しかない、けど……」

　得点的には健闘しているように見えるが、負傷している生徒の数は一年Ａ組が圧倒的に多かった。午後の部からは競技の危険度があがり、得点も増すことを思うと、苦しい戦いになりそうである。

　実際『午前中は得点ではなく戦力の奪いあい』『点取り合戦は午後からが本番』とは久瑠宮の言げんで、体育祭の基本戦略。

　それが見事に失敗した今、クラスの士気は下がりっぱなしだった。

　生き残っている生徒も決して無傷ではなく、三兄弟の集団リンチを受けた京輔始め、包帯だらけの絆ばん創そう膏こうだらけ。この状態で、午後の部を戦い抜けるかどうか……。

「ぶわっかもおおおおおおおおおおおおおおおォん！」

　そのとき、激しい怒ど号ごうが落ちる。

「なんだ貴様ら、その顔は!?　まるで敗はい残ざん兵へいではないか。まだ勝負は終わっていない！　気持ちで負けたら終わりなのだぞ!?　シャキっとせんか、シャキっと！」

「く、久瑠宮先生……」

　保健室の様子を見に行っていた久瑠宮が戻り、応援席ににらみを利かせた。久瑠宮は小さく嘆息を漏らすと、京輔たち一人一人を見回して、

「確かに被害は受けた。戦力は削がれた。だが、それがどうした？　クラスの要かなめである神谷はやられていないし紅羽は無傷、神谷妹と五十嵐も軽傷だ。早乙女は……重傷だが動けぬほどじゃない。他の奴らも同様に、いざとなったら無理やり使い倒してやるさ。とにかく主力はほとんどやられていないのだ、まだまだ十分優勝を狙える。あきらめずにあがき続けろ！　わかったな？　わかったのなら、これでも食って英気を養え」

　激げき励れいし、久瑠宮が何やら四角い包みを下ろす。

　真っ赤な風呂敷にくるまれたそれは大きく、腰くらいの高さがあった。

「え、えーっと……？」

　困こん惑わくする京輔たちの眼前、応援席の後方で久瑠宮がレジャーシートを広げ始める。

　愛らしいクマさんシートの上に、持ってきた包みを移動させ、

「――ほら。最高級の食材で、わたしが弁当をこしらえてやったぞ。ありがたく食え、ブタ野郎ども！」

　久瑠宮が風呂敷を開いた。

　瞬間、現れたのは十二段にも及ぶ重箱。

　中には一つ一つぎっしり、大量の料理が敷きつめられていた。卵焼きやウインナーといった弁当の定番メニューから、青椒肉絲チンジヤオロースーやエビチリなどの中華、焼き魚や煮物などの和食、ハンバーグやローストビーフなどの肉料理、おにぎり……エトセトラ。

　段ごとに趣おもむきが異なっている手のこみようだ。

「「「――――――――」」」

　キラキラ輝く絶景に、京輔たちはうまく反応することができない。レジャーシートに料理を並べ終わった久瑠宮が「……む？」と眉をひそめた。

「何をしている、さっさと来るがいい。弁当ゆえ作りたてではないが、味なら保証してやろう。おにぎりの具は梅うめ、鮭さけ、たらこ、ツナマヨだ。ククク……」

「……あの、久瑠宮先生」

　皆が呆気に取られている中、綾花が挙手する。

「どうした、神谷妹。言っておくが、貴様の料理の百億万倍美う味まいぞ！」

「何を企たくらんでるんです？　こ、怖いんですけど……ぶるぶる」

「――あァ？」

「そうだよそうだよ、オソロだよ！　久瑠宮センセが優しいとかまぢミラクルハイパーありえんてぃ～だし。違和感パない……」

「ふざけるなっ！」

　抱きあい怯える綾花と友美に、久瑠宮が怒鳴った。

「弁当ではなく鉄パイプを食らいたいのか、貴様らァ!?　いいから黙ってこっちへ来いグズども、保健室に送るぞっ!?」





×　×　×






「……で、どうだ？　感想を言ってみろ、神谷」

　レジャーシートに座って弁当を囲み、和気あいあいと（？）食事する。低い声で問われた京輔は、喉におにぎりをつまらせかけながら答えた。

「えっ!?　あ、そうですね……あの……ふ、普通に美味いです！」

「――普通？　普通とはなんだ」

「ええっ!?　いや、特に深い意味とかないんですけど……」

「ないならつけるな。調教されたいか？」

「ヒッ!?　すっ、すみませんでしたあああぁ！」

　土下座で謝る京輔をにらみつけ、久瑠宮が「ふんっ」と鼻を鳴らす。

　弁当自体は文句のつけどころがないほど美味しかったが、作り主が怖すぎた。

　何かを口に運ぶたび、尋じん問もんのごとく感想を求めてくる久瑠宮に、京輔たちはビクビクさせられっぱなし。なんとも言えない緊張感が漂ただよっている。

「――おい、五十嵐。その卵焼きはどうだ？　わたし的には自信作だが」

「ふえぇ!?」

　舞那がビクッと身体を跳ねさせ、食べかけの卵焼きを落とした。久瑠宮のこめかみに青筋が浮かぶ。舞那が「ひいっ!?」とおののき、卵焼きを拾った。

「さっ、ささ、三秒ルールでちゅ！　もぐもぐ……あ、甘くておいちぃ！　ま、まるで久瑠宮ちぇんちぇえみたいな味でちゅね？　あは……あははは、ははは……」

「ククク……そうだろう？　砂糖の代わりにハチミツを使っているのだ。だから、より優しくまろやかな味わいに仕上がっている」

「……ふぅん？　あたしは甘くないのが好きだけど」

「黙れ、紅羽。貴様の好みは聞いておらん」

　しれっと呟く鋭利にムスッとして、久瑠宮が立ちあがる。

「おい、貴様たち。飲み物は足りてるか？　麦茶を持ってきてやる。スポーツドリンクでもいいぞ。まだたくさん冷やしてあるから、遠えん慮りよなく――」




「うわぁ何これ、ひじりんの手料理？　すごいっ！」




　久瑠宮がクーラーボックスに向かいかけたとき、零子が応援席を訪れてきた。クラス衣装の上に白衣をまとった零子は、キラキラと目を輝かせ、

「ひじりん、何気に女子力高いなぁ！　いいお嫁よめさんになるよ。――ね、煉児？」

「……………………」

　連れの煉児に話しかけるも、無反応。

　久瑠宮が「あァ？」と殺気だつ。

「敵将がわざわざ何をしに来た？　消え失せろボケ」

「ええええええぇ!?」

　にべもなく吐き捨てられた零子が、久瑠宮に抱きついた。

「ひどっ！　ひどいじゃないか、ひじりん！　私と君の仲なのに。どうしてそんな言葉を吐くんだい？　傷ついた！　私はいたく傷つけられたよ、ひじりぃ～ん！」

「ええい、鬱陶しい！　黙れ離れろ押しつけるなクソ乳、死にさらせっ！」

　零子が「うひゃあ!?」と突き飛ばされて、尻もちをつく。

「イタタタタ……もうっ、私は身体が弱いんだからね！　乱暴しないでよ!?」

「断る。今のわたしと貴様は敵同士なのだ。にもかかわらず、たった二人で敵地に乗りこんでくるとは。ブチ犯おかされても文句は言えんぞ？　神谷にな」

「オレ!?」

「ああ。遠慮はいらん――ヤれ！」

「いやいや……」

「ひぃ!?　こ、このケダモノめ！　煉児いいいぃ！　この強ごう姦かん魔まをひねり潰――」

「冗談だろうが。本気にするんじゃない、処しよ女じよめ」

「もがっ!?」

　叫びかけた零子の口に鉄パイプを突っこみ、呆れる久瑠宮。

　顔を真っ赤にして抵抗した後、零子が「ぷはっ」と鉄パイプを抜いた。

「ちょっと！　何してくれるのさ!?　ていうか、また暴ばく露ろしたよねっ!?　いくら君でも許さないよ、ひじりん!?　もう怒ったから！　煉――」

「下の口に突っこんでやろうか？」

「――――――――」

「それとも、この無駄にでかい乳の谷間に突っこんでやろうか？　アァン？」

　零子の胸を鉄パイプでツンツン突っつきながら、久瑠宮がサディスティックな笑みを浮かべる。零子が「ひゃっ!?」と身を引き、両手で胸元を隠した。

　煉児は静かに状況を見守っている。

「ほ、本気だ……この目つきは本当に本気だ！」

「当たり前だろう、バカタレ。――で、結局何の用なんだ？」

「い、いやぁ…………」

　にらまれ、零子が後頭部をかいた。

「大した用事ではないんだよ？　ただ、ちょっぴり気になってる子がいてね」

「ほぅ。神谷か？」

「いや、あの強姦魔ではなく――」

「冤えん罪ざいだ！」

　京輔の抗議を無視し、零子が久瑠宮に問う。

「ほら、誰だっけ。いたじゃん？　毒物みたいなカレーを作って、君らＡ組にも大打撃を与えてくれた女の子――あっ、いたいた！　あの娘だよ」

「ふえええぇ!?　わっ、わたしですかあああぁ!?」

　驚き、舞那がおにぎりを落とした。

「うん。何ちゃんだっけ、ええっと……あっ、思い出した！　五十嵐ちゃんだ、五十嵐舞那ちゃんっ！　煉子に話を聞かせてもらったんだけどさ、すごいね！　どうやったらあんなトンデモ料理が作れるんだい!?」

「うっ……それは、あにょ……わ、わたしにもよくわからなくって……あうあう」

　まくしたてるように訊かれ、狼ろう狽ばいする舞那。

　零子の眼鏡がキラーンと光る。

「へぇ！　尚さらそそるじゃないか。いいねぇ、是非とも解明したい。どうだろう？　私の手で、君の身体を隅すみ々ずみまで調べさせ――」

「待て」

「ひゃあんッ!?」

　舞那のところに近づこうとする零子を、久瑠宮が止めた。

「ちょっと！　どこをつかんでくれているのさ!?　ふ、普通に止めてよ……」

「黙れクソ乳、いい加減にしろ！」

　自由な手で額を押さえ、久瑠宮がイライラと言う。

「何度も言うが、今は戦の真っ最中なのだ。空気をかき乱すんじゃない！　あるいは、それが貴様の作戦か？　ならば、わたしも容よう赦しやしないが――」

「ひじりん、痛い！　痛いよ、ひじりんっ！」

「貴様は神谷を『潰す』と言ったな？　しかし、奴は仮にもわたしの生徒だ。簡単には殺らせんぞ。午前中は極力衝しよう突とつを避けたが、午後はこちらも潰しにいかせてもらう……優勝するのはわたしたち一年Ａ組だ！　貴様ら一年Ｂ組ではない」

「…………へぇ？」

　零子の表情が変わった。

「意外だよ。結構執しゆう着ちやくしているんじゃないか。煉子といい君といい、まったく悪あく食じきな。けれど、ひじりん。潰しにいくのはこちらも同じさ。娘の未来がかかっているんだ……私は絶対に勝つ。たとえ、勝負に負けてもね」

「…………？　どういう意味だ？」

「ふふ」

　微笑み、零子が久瑠宮から視線を外す。

「京輔くん。午前の競技を見させてもらったけれど、思ってたより大したことないね、君。拍子抜けだよ。ウチの子だったら片手でひねり潰せる。――ね、煉児？」

「……………………」

　煉児はやはり答えない。ただどこまでも無感情にたたずみ、象牙色のガスマスクの下から京輔を見つめていた。

「京輔くんだけじゃない、他の子たちもおんなじさ。私たちの前に立ちはだかるなら、容赦なく蹂躙させてもらうから。石ころみたいに蹴散らしてあげるよ」

　零子の発言を聞き、一年Ａ組の面々が気け色しきばむ。

「……あっそ。やれるものならやってみなさい、オバサン」

「はぁ。綾花、あの人嫌いかもです……煉子さんのお母さんだし、仲良くしたかったんだけどなぁ。こうなったら仕方ないです。消しちゃいましょっか」

「消そ消そ！　今すぐ殺してバラして調理して、おかずの中に加えちゃお！」

「はわわ……」

　などなど。クラスメイトの多くが零子に対抗意識を燃やす中、京輔はうまく反応することができないでいた。

　本来ならば京輔も、ここで強気な言葉を返すべきなのだろう。

　――だが、京輔には迷いがあった。

『勝ちたい』と思いながらも、心のどこかで『本当に？』と問う自分がいる。勝利するということは、零子に認めてもらうということだ。

　体育祭に出る以上、優勝はしたい。

　けれど零子に認めてもらい、煉子の恋を応援してもらいたいかというと、途と端たんに答えがわからなくなる。このまま一年Ｂ組に敗北し、煉子と引き離されても構わないんじゃないかと思ってしまうのだ。




　自分は煉子とどうなりたいのだろうか、と――。




「……………………」

「おやおや、張りあいのないリーダーだねぇ」

　口をつぐんでうつむく京輔に、零子が飄々と肩をすくめた。

「ふふ、まぁいいさ。やる気があろうとなかろうと、私が君を完かん膚ぷなきまで叩き潰すのは変わらない。覚悟しておくんだね？」

　挑発的な捨て台詞ぜりふを残し、そのまま立ち去ろうとして……。

「あのさ、ひじりん。そろそろ離してほしいんだけど」

　零子が久瑠宮を見る。その右手は、零子の右胸をわしづかみにしたままだった。笑顔を強張らせる零子を見返し、久瑠宮が嗤う。

「……離す？　なぜ離さなければならんのだ。のこのこ敵地に乗りこんで来たバカを、わたしが見逃してやるとでも？　ククク……来いっ！　たっぷり可愛がってやる」

「えっ!?　噓……ひじりん、タイム！　お願い、待――痛っ!?　痛いって！　煉児っ！　煉児いいいいいいぃ、助けてえええええええええぇ～～～～～～っ！」

「……………………ッ！」

　引きずられていく零子に命じられ、不動の化け物が動いた。彼ひ我がの距離を一歩でゼロに変えると、久瑠宮から主を助けるべく奮ふん闘とうし始める。




　それから残りの休憩時間中、京輔たちは『久瑠宮ＶＳ煉児』という化け物同士の試合を観戦しながら食事を摂ったのだった。



























『もぐもぐ……え、もう休きゆう憩けい時間終わり？　マジかよ。まだ食べ終わってな――あっ、おい!?　テメェ返しやがれえええぇ、私の《高級残ざん飯ぱん弁当》おおおおおおぉ！』

『……というわけで、はい。始まりました午後の部！　実況は引き続き、有あり栖す川がわさんのお守もりを務つとめさせていただく毒ぶす島じま霧きり都とと――』

『ＦＵＣＫ！　長ったらしい説教と打ちあわせに時間を奪われ、ほとんどロクに食えてねぇ有栖川栗くり栖すがお送りするぜ。死ね、マジふざけんな死ね！　あのクソババ――』

　――バキュンッ！

　開始そうそう撃たれた栗栖が、美み槌づちに連行されていく。銃声と共に幕を開けた後半、最初に行われる競技は《障害が残るかもしれない競走》だった。

　二百メートルトラック上に置かれた、八種類の障害物《ぐるぐる釘くぎバット》《撒まき菱びし平均台》《有ゆう刺し鉄てつ線せん網あみくぐり》《死海プール》《毒どく々どく地獄》《解げ毒どくキャンディー》《雲うん梯てい地じ雷らい原げん》《ウォール・オブ・デス》を、四人のリレー形式で乗り越えていく競走である。

　休憩時間をフルに使って用意された大がかりな障害物はどれも危険で、勝利したときもらえる得点も高い。今後の趨すう勢せいにかかわる大事な一戦だった。




『位置について。よおおおぉい……どんッ！』




　スタートの合図と同時、まず飛び出したのは一年Ａ組。

　足の速さでは並ぶものがない鋭えい利りだ。

　鋭利は一ひと足あし早く一つ目の障害《ぐるぐる釘バット》に到着すると、釘バットを拾ひろい、グリップエンドを額ひたいに当てて、ぐるぐる回り始める。一回、二回……。

「失礼します」

　三回目で邪魔が入った。

　追いついてきた三年Ｂ組の女子生徒《心無しハートレス》の黒くろ城き冥めいが、釘バットを拾うや否や、ぐるぐる回る鋭利の脇わき腹ばら目めがけ、フルスイングしたのだ。

「チッ――」鋭利が動作を中断して避よける。すると、黒城は遠心力に身を任まかせ、おでこに釘バットの柄えを当て一回転、

「失礼します」再度、両手で得物を振り抜いた。

「ああもう、鬱うつ陶とうしい！」

　側頭部狙ねらいの一撃をかがんでかわしつつ、負けじと額にグリップエンドを押し当てた鋭利が、回転しながら足払いをかける。

　連続ではなく合計十回回ればクリアとなるため、合間合間に挟はさんでいるのだ。

「――ぐはあっ!?」

　ただ回転することばかりに集中していると、無む防ぼう備びな身体からだに釘バットを打ちこまれ、道みち郎ろうのように悶もん絶ぜつさせられてしまうし、

「るんっ・るんっ・らあっ♪　るんっ・るんっ・らあああぁ♪」

　ただ攻撃するばかりでは、ロナウドのようにちっとも回転数が稼かせげない。

　ぐるぐる釘バットのゾーンでは生徒たちが釘バットでなぐりあい、時とき折おり狂ったように回転するというシュールな光景が広がっていた。

　さらに――。

「ぎゃああああああぁ!?」

　まんまと乱戦の隙すきをつき、ぐるぐる釘バットを通過しても、先にはさらなる障害物が待っている。《撒菱平均台》――幅十センチ、長さ五メートルの平均台の周りに大量の撒菱がバラまかれているものだった。

　ぐるぐる釘バットで目を回している生徒は、平均台を渡りきれずに落下。撒菱だらけの血だらけになり、グラウンドをのた打ち回ることとなる。

『えー、現在一位は三年Ａ組。白い特攻服を真っ赤に染めあげながら、平均台に挑いどんでいます！　遅れて、二年Ｂ組も平均台に到着。熾し烈れつな戦いを繰り広げていた一年Ａ組、三年Ｂ組もようやく釘バットを突とつ破ぱしました！　二年Ａ組は……ああ、やっとぐるぐるし始めましたね。彼にボコられていた一年Ｂ組の子は、虫の息ですが』

「ク、クク……命拾いしたなァ、道化よ……我が《片翼の死天使アズリエル》の暴走を抑おさえこんでなければ、貴様は……今頃、肉片……に、なっ……て……ぐ、ぐるじいいいぃ～」

「……だっさ。なんであいつを最初に持ってきたんだか」

　呟つぶやき、鋭利が危なげなく平均台を走そう破はした。

　すぐ背後で振るわれた警けい棒ぼうを避よけ、残りの距離を無傷のまま駆け抜ける。三年Ａ組、二年Ｂ組に続く三位で、クラスカラーのたすきを繋つないだ。

「ごめん……一位は取れなかったわ、頑張って！」




「ヒャッハアアアアアアアァ！　任まかせときなァ、すぐに逆転してやるぜ！」




　たすきをもらったモヒカンが、地面を蹴けって走り出す。

　その進路上には、三つ目の障害《有刺鉄線網くぐり》が横たわっていた。有刺鉄線で編あまれた金属の網あみに、モヒカンはためらいなく突っこんでいく。

　鋭するどい刺とげに身体が傷つけられてもお構いなしだ。苦く悶もんに耐たえつつ進む特攻服の男子生徒を追い抜き、有刺鉄線網くぐりを突とつ破ぱ。

「かゆいぜかゆいぜ、ギャハハ！　こんなん痛みのうちにも入らねェンだっちゅーの！　オレサマにとっちゃあ障害物競走じゃねェ。ご褒ほう美び競走だァ！」

　続く四つの障害《死し海かいプール》――塩分濃度三十パーセントの水がたっぷり満たされているプールにも、臆おくすることなく飛びこんだ。

　切り傷だらけの身体に塩水がしみるが、モヒカンはこれまた平然と乗り越えていく。胸まで浸つかってバシャバシャ飛沫しぶきをあげながら、三分の二ほど進んだところで……。

「……ホゥ？　思ッテイタヨリ速イデハナイカ」

　現在一位の二年Ｂ組、田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よに追いついた。

　そのきぐるみは、あちこち裂さかれてボロボロだったが『中の人』には届いていない。手て負おいの者にとっては文字通り『死』の海であるプールも、春代にとってはただの水である。「ギャハッ!?」とビビるモヒカンに、春代は「フフフ」と腕を持ちあげ、

「追イツクコトガデキタ褒美ニ、我ガ拳コブシヲクレテヤロウ、後輩……撲ボク屠ト砕サイ骨コツ拳ケン！」

　――アチャア！　と眉み間けんを突いた。

　変化は訪れない。我に返ったモヒカンが、急いで動き出すものの、

「へげぇ!?」

　プールの縁ふちに手をかけたところで鮮血を噴ふき、斃たおされる。真っ赤な水に浮かんでいるモヒカンを押しのけて、春代がプールからあがった。

　三年Ａ組、三年Ｂ組も春代に続いてモヒカンを追い越し、京輔たち一年Ａ組は四位に転落してしまう。

　応援席のソファから腰を浮かせ、久瑠宮が叫んだ。

「バカ者、立てェ！　立たんかモヒカン！　立てエエエエエエェ！」

「うう……く、久瑠宮ちゅわ～ん？」

　必死の願いが通じたか、気絶していたモヒカンが目覚める。

　その頃には二年Ａ組にも追い抜かれており、順位は五位に落ちていた。

　尚、最下位である一年Ｂ組はというと、

「きゃっ!?　こ、小麦袋が……顔が見えちゃうじゃないの！　いやあああぁ～ん」

　小麦袋の破やぶれてしまったボブが両手で素顔を覆い、有刺鉄線網くぐりの真ん中辺りで止まっている。第一走者の遅れも響いて、かなりの差がついていた。

『おやおや、一年生が大苦戦ですねぇ。この遅れを取り戻せるんでしょうか？　現在、一位は二年Ｂ組！　その後ろを追いかけるのは――』

「ごめんあそばせ？　貴方あなたには、ここで退場していただきますの！」

「……………………へ？」

　振り向きかけた男子生徒の後頭部に、紗しや魔ま夜やが手ちよう斧な――闘とう凶きようアームズコレクションで獲かく得とくした凶器を振り下ろす。

　――ガツンッと鈍にぶい音がして、男子生徒が倒れた。

　血ち濡ぬれた刃やいばをひと舐なめし、紗魔夜が恍こう惚こつとした微笑ほほえみを浮かべる。

「うふふ。やっぱり最高ですわ……分厚い鉄の塊かたまりが、骨を砕くだいてめりこむ感触！　舌にからみつく血液の味！　ああ、癒いやされますの。午前の部で溜たまったストレスが、スーッと消えていきますわぁ～。もっと……もっと、味わわせていただきたいですの……」

「ヒッ――」

　怯おびえる法はつ被ぴ姿すがたの男子生徒を見下ろし、紗魔夜が手斧を振りあげた。

　翠玉色エメラルドの瞳ひとみが猟りよう奇き的てきに輝く。そのかたわらを、

「おお、怖い怖い。さすがは《愛殺家キリングマニア》先輩だなぁ」

「あ……あぁ……」

　ドクロスカーフで口元を隠した長ちよう身しん巨きよ軀くの男子と、黄ばんだ包ほう帯たいで顔を覆い、声とも喘ぜん鳴めいともつかない不気味な音を漏もらす生徒が通り過ぎていった。

　二年Ａ組《八つ裂きジャック》の次男である八やつ崎ざき元もと遙はると、三年Ｂ組《顔無しフエイスレス》の網あ走ばしり亜あ門もんだ。二人は互いを攻撃しながら、五つ目の障害――蛇へびや蛙かえるや蜥蜴とかげや蛭ひるや百足むかでや蜘く蛛もや蜂はちや毛け虫むしがうじゃうじゃといる《毒々地獄》に挑みかかっていく。

「あら、わたくしとしたことが……すっかり酔よってしまっていましたわ」

　それを見て、紗魔夜が振りあげていた手斧を、

「ぎゃっ!?」

　男子生徒の頭に下ろした。

「競技が優先なんですものね？　このくらいで自じ重ちようしますの」

「…………ぴくぴく」

　弱々しく痙けい攣れんする男子生徒を放置し、紗魔夜もまた毒々地獄に飛びこんでいく。

　無数の毒性生物にたかられ、悪あく戦せん苦く闘とうしている元遙と網走に追いつくと、

「うふふふふ。この程度で止められるとお思い？」

『あああああああああぁ!?　俺のペットが、お友達がぁ……無む残ざんに虐ぎやく殺さつされちゃってるんですけど!?　かめ！　刺させ！　引っかくんです、皆ああああああぁ！』

　右手に握りしめた手斧で、片っ端から毒性生物を屠ほふっていく。

　真っ二つになる蛇、両断される蜥蜴、墜つい落らくする蜂、踏ふみ潰つぶされる蜘蛛……いかなる牙きばも針も爪も、紗魔夜の肌に触れることはできない。

　巧たくみな体さばきと得物さばきで《殺人姫》が猛もう威いをふるう。

「……失敗、したかな。僕も自分の凶器を持ってくるべき、だったよ――ぐぅ!?」

「あ……あぁ……」

　紗魔夜の凶きよう刃じんは毒性生物だけでなく、元遙と網走にも襲いかかった。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪がなびき、特攻服の裾すそがひるがえるたび、白い特攻服が紅あかく汚れていく。あまりに圧倒的な暴ぼう虐ぎやく。一方的な蹂躙。その光景を目まの当たりにして、




「わぁ、すごい……ビッチ先輩、本当に強かったんだぁ」















　ようやく毒々地獄の手前まで来た、一年Ａ組の第三走者――綾あや花かが目を丸くしていた。

　ただ、暗黒色の双そう眸ぼうに畏おそれは一切浮かんでおらず、むしろ……。

「クスクス。まぁ、どうでもいいけどね？」

　嘲ちよう弄ろう。鼻はな歌うたまで唄うたいつつ、綾花が両手に抱える風ふ呂ろ敷しき包づつみをほどく。

　現れたのは一丁の猟銃。絞りチヨークをゆるめて調整し、綾花が両手で銃じゆうを構えた。

　紗魔夜が「……おや、ですの？」と綾花に気づくが、もう遅い。

「ばいばい、売ばい女た」

　目を見開く紗魔夜に構わず、綾花が引き金を引く。

　銃口から吐き出された弾が散らばり、炸さく裂れつし、毒性生物と紗魔夜たちを襲った。

「きゃあああぁ、ですのおおおぉ!?」「なんだとッ!?」「あ……あぁ……」

『お友達がああああああああああああぁ!?』

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　綾花が銃を乱射する。

　二発、三発、四発、五発、六発、七発――毒々地獄のあちらこちらで肉が爆はぜ、血煙があがった。綾花の狂笑は止まらない。

「アハッ、アハアハ、アハハ……あー、おもしろかった！　障害物競走？　何それっ！　邪魔なら排除しちゃえばいいじゃん。バカだなぁ……クスクス。本当にバカっ！」

「あ、綾花……さん…………」

　銃口を下ろし、毒性生物たちの肉にく片へんを蹴飛ばしながら歩む綾花に、血と返り血だらけの紗魔夜が呆ぼう然ぜんとした目を向ける。綾花が嬉うれしそうに微わ笑らった。

「よかった、生きてたんですねっ！　殺しちゃったら減点されちゃうし、お兄ちゃんと一緒に卒業できなくなっちゃうからさぁ。ちゃんと手加減してあげたんですよ？　綾花の優しさに感謝するがいいです。だけど――」

　綾花が不意に笑みを消し、首を動かす。

　光の失せた双眸は、血ち腥なまぐさいグラウンドの一角「やってくれたね、後輩……」と地面に伏し、綾花をにらむ元遙へと向けられていた。

　重傷を負い動けぬ元遙に、綾花がゆっくり近づいていく。

　地面の上でグネグネのたくる、身体が半分千切れた百足を踏み潰し、

「やってくれたのは、あなたです！　闘凶アームズコレクションのとき、綾花の大事なお兄ちゃんのこと、よくもまぁ傷つけてくれやがりましたよねぇ？　クスクス……許しませんから。ここで『お礼』をさせてもらいます。言い遺のこすこと、ありますか？」

「なっ――」

「ないなら、死にやがれください」

　逆向きにして両手で握った猟銃を、綾花が思いっきり叩たたき下ろした。

　――グシャッ。銃じゆう床しようが元遙の鼻はなっ柱ぱしらにめりこむ。

「コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレはお兄ちゃんの分ッ、コレは――」

　さらに何度か追撃を加えて、綾花が猟銃を下げた。顔中血だらけになった元遙はもう動かない。それを見下ろし満足気にうなずいた後、綾花が歩き始める。

　大きく手を振り、スキップまで織おり交まぜて、足取り軽く毒々地獄を抜けた。

『……………………』

　大事なペットを虐殺された毒島は放心。

　綾花はそのまま六つ目の障害《解毒キャンディー》に着き、白い粉の中からゆったり飴あめを探した。毒にかかっていないので、慌てる必要もない。

「お、恐ろしい娘ですわね……さすがは京きよう輔すけさまの妹さん、ですの……」

　やがて立ち直った紗魔夜が、手負いの身体を引きずり先へと進む。

　遅れて、網走も「あ……あぁ……」と身体を起こす。紗魔夜に殺されかけた二年Ｂ組の男子生徒も起きあがり、ふらふら歩き始めるが、元遙は倒れたままだった。

『ふぅ……やっと解放されたぜ、チクショー。あのアマ、怒らせるとマジ厄やつ介かいだわ。――って、うおおおぉ!?　なんだありゃ！　ワッツハァプン!?　私が席を離れてる間に何が……おーい、毒島先生？　毒島先生えええぇ、お気を確かにいいいぃ!?』

「はい、たすき。頑張ったでしょ、お兄ちゃん？　えへへ」

「お、おう……」

　顔を真っ白にした綾花が、晴れやかな笑顔でたすきを手渡してくる。第四走者である京輔は、頰ほおを引きつらせつつたすきを受け取った。

『誰も殺さず、誰にも殺されず――』という久く瑠る宮みやに課された卒業条件こそかろうじて守ろうとしてくれてはいるものの、それにしたってやりすぎだ……。

「神かみ谷や京輔の妹、か……このお返しは必ずさせてもらうよ。覚悟しておくんだね？」

「クスクス。その前にまず、綾花があなたにお礼をしますけどねぇ～？」

　二年Ａ組の第四走者である八崎鷹たか元もとと綾花が、何やら険けん悪あくな空気を漂わせていたが、今は競技を優先して走り出す。

　せっかく奪うばい取った一位だ――最後の最後で、逆転されるわけにはいかない。

『オーケー、毒島先生はひとまず放置しておくぜ……さぁ午後の部最初のプログラム、障害が残るかもしれない競走も終しゆう盤ばん、現在トップは一年Ａ組！　早くもアンカー・神谷京輔へとたすきが渡ったぁ！　続く三年Ａ組は、今ようやく解毒キャンディーを突破！　三年Ｂ組は少しキャンディー探しに手こずってるか？　そうこうしている間に二年Ｂ組もキャンディーに到着！　二年Ａ組はダウンしたまま起きあがらない！　このまま脱落してしまうのかあああぁ!?　そして最下位、一年Ｂ組はまだ死海プールだ。遅おせぇ！』

　放送席に戻った栗栖がわめく中、京輔は七つ目の障害に到達。

《雲梯地雷原》――一見普通の雲梯に見えるが、地面には大量の地雷が埋まっており、手を離して落ちてしまえば即ドカーンだ。

「…………よし」

　躊ちゆう躇ちよは数秒。覚悟を決めた京輔は、両手で雲梯に飛びついた。全長二十メートルほどあるはしごにぶらさがり、金属製のパイプを二つ飛ばしで渡り始める。

　自分のすぐ足元に地雷があると思うと、手の平に汗がにじんだ。すべらないよう気をつけながら、注意深く進んでいく。

「リア充じゆう爆発しろっ！」

「…………ん？」

　ちょうど半分辺りまで来たとき、三年Ａ組の選手が雲梯地雷原に着いた。

　黒髪黒目、地じ味みな容姿をしたその男子生徒は、親の仇かたきでも見るような目で京輔をにらんでいる。手にはなぜか、カラーコーンを持っていた。

「可か愛わいい女の子に囲まれて、毎日毎日イチャイチャイチャイチャ、目め障ざわりなんだよっ！　視界に入るな、耳に入れるな、この世界に存在するな、死ねっ！　むごたらしく理り不ふ尽じんに死ねっ！　死ね死ね死ね死ね、爆死しろっ！　爆発四散しろ、このリア充がっ！」

　男子生徒が歯を食いしばり、地じ団だん駄だを踏ふんでヒステリックにブチキレる。

　京輔とは面識がないにもかかわらず、尋常ではない荒ぶりようだ。

「いやいや、先輩。なんでそんなにキレ――」

「爆発しろおおおおおおぉ！」

　猛たけり、男子生徒がカラーコーンを投げた。京輔がぶら下がっている雲梯の下、大量の地雷が埋まっている地面に向かって。

「ちょっ――」

　放物線を描いてカラーコーンが落ち、地表に触れる。

　直後、耳をつんざく轟ごう音おんが響いた。

「おわああああああぁ!?」

　熱風と土つち煙けむりが吹きつけ、京輔はたまらず瞼まぶたを閉じる。

『デ、デタ――っ！　《リア充爆ばく殺さつ魔ま》米よね倉くら拓たく夫おの嫉しつ妬とが燃えあがり、モテモテ神谷を強襲！　聖なる夜にイルミネーションごとカップルを爆殺したという奴の憎ぞう悪おは、全てのリア充どもに捧ささげられるぜ！　まさに無差別！　嫉妬の権ごん化げだあああぁ！』

「あ、危ねぇ……なんだよアイツ。ヤバすぎるだろ」

　慌てて移動し、片手で耳をふさいで難を逃れた京輔は戦せん慄りつ。

　殺やり損そこねたことでますます怒り狂った米倉は、信じがたい行動に出た。

「爆発しろ死ね爆発しろ爆発しろ死ね死ね爆発しろ死ね死ね死ね死ねえええぇ！」

　闘凶アームズコレクションで獲得したと思おぼしきアーチェリーを構えて、京輔に狙いを定めてきたのだ。

「げっ!?」

　――ヤバイ。はしごにぶら下がっている京輔は現在、かなり無む防ぼう備びな状態だ。おまけに下は地雷原。そんなところに矢を射いられたら、たまったものではない。

「今度こそ死ねえええ、リア充がああああああぁ！」

「チッ――」

　米倉に背を向け、京輔が一刻も早く雲梯を渡りきろうとしたとき。

「ぐぎゃあっ!?」と米倉の悲鳴が聞こえ、




「無む益えきな殺しはやめたまえ。殺やっていい者といけない者がいる」




「…………あん？」

　続けて聞こえてきた声に手を止め、後ろを振り返る。

　漆黒のフル装備で身を固めた男子生徒が、アーチェリーを手にたたずんでいた。その足元には、コンバットブーツで踏みつけられた米倉の顔がある。

「危なかったね、京輔くん？　初めまして。僕は、綺き里り雨う貴たか哉やという者だ。この学院の風紀委員で副委員長をしている。こういう輩やからを成せい敗ばいしてあげるのがお仕事さ」

　微笑み、綺里雨が米倉を蹴飛ばした。

「ぎゃ!?」と吹っ飛ぶ米倉の反対、応援席へとアーチェリーを捨て、雲梯に飛びつく。

　笑顔のまま、ズンズン近づいてきた。

「ちょっ――」

「はは、待ちたまえ。危害を加えるつもりはないからさ？」

　言いようのない恐怖感を覚えて逃げ出す京輔を、綺里雨が呼び止める。

　だが、京輔は止まらない。思い出したのだ。

　――三年Ｂ組、綺里雨貴哉。

　久瑠宮が作ったリストによると、その危険度はＡ＋。

《殺人貴》《敬虔なる断罪者アンダー・オース》などと呼ばれる綺里雨は『他者を害する存在は、他者に害されてしかるべき』という価値観の下、彼自身が『悪』と断じる者たちをあの手この手で六人も殺害したという連続殺人犯シリアルキラーだった。

　十二人殺したことになっている京輔が、よく思われているはずもない。そもそも今は競技中である。『待て』と言われて素直に待つわけがなかった。それなのに、

「……おや？　どうして逃げるのかな。もしかして、君……僕に対して後ろめたいものがあるのか!?　なるほど、だから逃げるんだ！　善良そうな後輩だったから、何か理由があるんじゃないかと考えてたけど、間違いだったみたいだねえええぇ!?　正義の目を抜く悪党め、僕が成敗してくれるッ！」

「はぁ!?」

　綺里雨の細い糸目がカッと開かれ、形ぎよう相そうが一変。穏おだやかだった表情を怒いからせ、猛もう然ぜんと近づいてくる。

「待てええええええぇ！」

「嫌です！」

「なぜだ!?　裁さばかれるのが怖いのかい!?」

「あんただよ！　あんたが怖いんですよ、先輩！　ていうか、競技中だし――」

「言い訳するなああああああぁ！」

「ダメだ、話が通じねぇ!?」

　自分のことを絶対的な『正義』と信じきっているだけに、相当始し末まつが悪かった。手汗ですべらないよう注意しながら雲梯地雷原を抜け、京輔は逃げる。

　行く手にそびえ立っている、高さ十メートルの巨壁《ウォール・オブ・デス》に飛びつき、ロープをつかんで登り始めた。そんな京輔の後ろを、

「勧かん善ぜん懲ちよう悪あく！　遏あつ悪あく揚よう善ぜん！　激げき濁だく揚よう清せいだぁ、待てええええええぇ！」

「リア充爆発、リア充殺害、リア充撃滅！　リア充どもは全員爆はぜろおおおぉ！」

「キャー、神谷くん！　神谷くうううぅん、好きっ！　大好きいいいぃ！」

　綺里雨と復活した米倉、さらに紫の法被を着た女子生徒――以前、校舎裏でナイフを手に『突つきあってください！』と告白してきた先輩が追いかけてくる。

　おかげで米倉がますますブチギレ、速度をあげた。

「「「待てええええええええええええぇ！」」」

「ひいっ!?　追いつかれたら殺される、逃げなきゃ……」

　ビル三階分の高さに眩め暈まいを覚えつつ頂上までたどり着いた京輔が、落ちないよう気をつけながら壁をまたぎ越えたとき。

「…………ッ!?」

　目を疑うような光景が飛びこんできた。

　一年Ｂ組、第四走者の煉れん児じが雲梯の上に乗って、爆走してくるのが見えたのだ。

　反射的に『マズイ』と感じた京輔は、大急ぎで壁を降り、




　――次の瞬間、世界が震ふるえる。




「うわあああぁ!?　なっ、なんだぁ!?」

　ズンッ、ズンッ、ズゥン！　と立て続けに壁が揺れ、京輔はわけもわからずロープにしがみついた。まるで地震のような震動が二十秒ほど続いた後、

「…………は？」

　浮遊感。何が起きたのか、わからなかった。気づくと視界は青一色に染まっていて、身体が宙ちゆう空くうへと投げ出されている。

　栗栖が何か大声で実況していたが、耳に入ってこない。上下逆さの視界に映るのは、根ね本もと辺あたりからへし折られ、傾かたむいているウォール・オブ・デスと――。

「……………………フシュー」

　その馬鹿力で壁をブチ破って『こちら側』に来た、象ぞう牙げ色いろのガスマスクだった。

「なっ――」

　愕がく然ぜんとなる京輔の身体が、重力に引かれ落下していく。

　今の高さは約八メートル、ビル二階分の高さだ。

「ぐッ!?」

　受け身を取り、着地の衝撃を殺した。うずくまっている京輔の眼前、へし折られた壁もまた重力に引かれて『あちら側』へと倒れこむ。

　猛もう烈れつな土煙が巻き起こり、グラウンドに激震が走った。

　京輔以外の安否はわからない。三人ともまだ壁を登っている最中だったため、倒れた壁の下した敷じきになっている。うめき声などはまったく聞こえてこなかった。

「…………やべぇ」

「め、滅め茶ちや苦く茶ちやだ…………」

　栗栖がマイクを取り落とし、京輔は呆あつ気けに取られる。競技を見守っていた生徒たちも全員当とう惑わくし、会場は騒そう然ぜんとしていた。

　――そのとき。

「逃げてッ！　京輔、逃げてええええええぇ！」

　鋭利の切せつ迫ぱくした叫びがとどろき、視界がフッと暗くなる。巨大な人影。背後に気配を感じた京輔は、咄とつ嗟さに横へ転がった。

　一瞬前まで頭部があった地面を、固められた拳が打ちすえる。

「クッ――」

　一撃だけでは終わらない。転がり逃げる京輔を追いかけ、左右の拳が驟しゆう雨うのごとく、次から次へと叩きこまれた。狙いは全て、こちらの頭部――潰す気満々の連打だ。

　木製とはいえあれだけ巨大な壁を破壊するほどの拳をマトモに受けたら、頭ず蓋がい骨こつなどひとたまりもないだろう。京輔の背に戦慄が走った。

「……………………」

　対する煉児は、相変わらず無言。象牙色のガスマスクに表情はなく、淡たん々たんとした行動に感情はなく、振るう拳はどこまでも非情だ。まるで機械のように……。

『やっべえええええええええぇ！　ホワァッツ!?　一体なんなんだ、あのガスマスクはああああああぁ!?　開ひらいていた差を一瞬でゼロにし、そびえる壁ごとライバルを葬ほうむり、生き残った神谷までもを屠ほふらんとする、ウルトラ級のモンスタアアアァ！　生物としておかしいだろう!?　チートだチート、能力配分間違えてんじゃねぇのか神様!?　さぁ、存在自体が狂いまくってる化け物相手に、どう出る神谷!?　他の犠牲者たちと同じく、無む残ざんに殺られちまうのかああああああぁ!?』

「んなわけ――」

　――ねぇだろッ!?　と吼ほえる京輔。砂まみれの身体を反らし、かがませ、煉児の拳をギリギリ回避しながらその背後に目を向ける。これが例えば闘技場での潰しあいなら、勝てる見こみはなかったかもしれない。――しかし、

「うおおおおおおおおおおおおおぉ！」

「……………………ッ!?」

　繰り出される拳打をかわして、京輔は走った。

　立ちふさがる巨体の脇をすり抜け、目指すのはゴール。ほんの十数メートル先に待つ安全地帯に身体をすべりこませる。

　――パァン！　直後、競技の決着を告げる銃声が響いた。

『ＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＡＬ！　一年Ａ組・神谷京輔、襲い来るガスマスクから逃れ辛からくもゴール・イン！　体育祭では、競技中以外に手を出すことは許されていないぜ。ゴールテープに救われる形となった神谷の一年Ａ組が、午後の部最初の勝ち星を獲かく得とく！　殺やり損そこねたガスマスクは、そこはかとなく悔くやしそうに見えるぞ！』

「……………………シュコー」

　ゴールラインの向こうに転がる京輔を見つめ、煉児が微かすかな排はい気き音おんを漏らす。しばし硬直してから歩き出し、京輔の近くまで来て再停止。

「な、なんだよ？」

「…………………………………………」

　ビクビクしながら尋ねる京輔を見下ろすと、象牙色のガスマスクをフイッと背けて、何も言わずに通り過ぎていった。





×　×　×






　かくして、午後の部最初の競技を勝利で飾った京輔たち一年Ａ組だったが、その後は苦しい展開が続いた。

　両陣営の真ん中に地雷が埋うめられ、負けて引っ張りこまれたクラスはまとめて餌え食じきになってしまう《エクスプロージョン綱つな引ひき》。片手片足を手て枷かせ足あし枷かせで繋ぎ、二人三脚で争う《死がふたりを分かつまで》。爆音で流れるエレクトロニコアにあわせて暴れ狂いながら、音レ楽イ祭ブや輪姦レイ●のごとく一心不乱に玉を入れあう《集団玉入レイブ》……。

　二人三脚こそ京輔×綾花の兄妹ペア、鬼き頭とう×向こう坂さかのＧＭＫ心しん酔すいペア、保健室から復活した紳しん士じ×友とも美みのカップルペアで奮ふん戦せんしたものの、数が物を言う綱引きと玉入れは共に黒星。順調に勝利を重ねる一年Ｂ組や、三年生との差を中々縮ちぢめることができない。

　そして迎えた、午後の部五番目の競技――。

「いいですかあっちゃん、綾花たちの勝利はあなたにかかってるんですよ!?　負けたら承知しません！　いいですか!?　絶対絶対、ぜぇ～ったい勝ってください！」

「僕らが集団競技で負けたのは、貴女あなたが味方を大量キルしてくれたせいですっ！　ここでもやらかしちゃったら、今度は貴女がキルされちゃいますよ!?」

「オラァ、ドジっ娘こおおおぉ！　オマエまぢ失敗するんじゃねーぞ!?　コレ以上犠牲が増えちゃったら鬼やばいから、負け確定だからぁ！　わかってんのか、コラァ!?」

「…………あうあう」

　クラスメイトの声援（脅きよう迫はく）を受け、舞まい那なが角かく材ざいを抱きしめる。スタートラインでは舞那以外にも、十二名の生徒が待機していた。

《一○○○メートル屠競走》いわゆる長距離走である。

　一年Ａ組からは他に鋭利が出場しており、一年Ｂ組からは煉れん子こと煉児、他にも紗魔夜や五ご槍そう、黒城や田中・ジェヴォーダン・春代などの面メン子ツが勢ぞろいしていた。

　舞那は最前列の中央で「はわわわわ」と怯おびえきっている。

　――無理もない。

　競技が開始される前、舞那は綾花や紳士たちから散さん々ざんプレッシャーをかけられ、今もかけられ続けているのだ。

　おかげで、舞那はいっぱいいっぱい。その両隣には――。

「フハハ！　ようやく出てきたな!?　狩り者競走の借り、きっちり返させてもらうぞ？　覚悟しておけ！　あんな奇跡が二度も起きると思うなよ、ドジっ娘？　今度という今度こそ、あたしが貴様の人生に引いん導どうを渡してやろう！　フハハハハ！」

「…………そうですね」

　木刀と木製バットの二刀流を担かついでふん反り返る五槍と、両手に携たずさえたトンファーをクルクル弄もてあそんでいる黒城。危険度Ａ以上の猛も者さたちに挟まれ、

「あわわわ、わわわ…………」

　舞那は失しつ神しん寸前なのか、左右にフラフラと揺れていた。

「……紅あか羽ばねさん。五十嵐いがらしさん、大丈夫ですの？」

「大丈夫なわけがないでしょ。ハァ……」

　最後列にいる紗魔夜と鋭利が、そんな舞那を心配そうに見つめる。京輔もまた、応援席から舞那の健闘を祈っていた。

『マイクチェック・ワンツー、準備は万ばん端たんかい殺人犯どもキラーズ？　トラック五周、体育祭で最も長いバトル・ロワイヤルの始まりだ！　生き残るのは、果たして誰か？　何人か？　残るプログラムは後わずか、どのクラスも死に物狂いで勝ちを奪いにきてるはずだぜ！　せいぜい命を奪われないよう注意しな？』

『殺しちゃったら減点ですけどね。それでは、位置について！　よおおおぉい……』

　――どんッ！

「もらったあああああああああぁ！」

「…………そうです、ねッ！」

「滅メツセヨ。アチャチャチャチャチャチャチャチャチャ！」

　競技がスタートするのと同時、五槍が二刀による回転切りを放ち、黒城がトンファーを薙ぎ、春代が拳を振るいまくる。――そして、

「ずこおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　舞那が転んだ。五槍と黒城の得物が舞那の頭上をかすめ、

「ぎゃっ!?」「おぶっ!?」「ぐっはあああぁ!?」

　そのすぐ後ろにいた生徒を打ちすえる。春代の暗殺拳を受けた生徒が血飛沫をあげ、あちらこちらで悲鳴がほとばしる中、

「ひっ……ひいっ、あっひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?」

　最悪にして災さい厄やくの大量殺人犯マスマーダー《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》が、その箱を全開にした。最前列のド真ん中という位置ですっ転んだ舞那が、角材を手に暴虐の嵐テンペストを巻き起こす。

「バカなッ!?」「…………ッ!?」「何ガ起コッタ!?」

「ずっこおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉん!?」

　地面に倒れた舞那の身体が、後続の生徒に呑のみこまれたと思った瞬間。

　爆撃でも食らったように生徒たちが吹っ飛び、巻きこまれ、舞那のドジに片かたっ端ぱしから蹂じゆう躙りんされた。京輔たちがいる応援席からは、何が起こっているのかよくわからない。

　ただ、一つだけわかるのは――。

「あわわ！　あわわわっ！　あわわわわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

「「「うわああああああああああああぁ!?」」」

　緊張の臨りん界かい点てんを突破した舞那が、スタート直後にドジをやらかし、周囲を巻まき添ぞえにして暴れ狂っていることだ。

　舞那が手当たり次第に生徒を屠っていく様を見て、綾花がグッと拳を握る。

「やったぁ、ナイスあっちゃん！　いけいけやっちゃえ、皆やっちゃえええぇい！」

「ふふふ。『舞那さんにプレッシャーをかけまくり、盛せい大だいに殺やらかしてもらっちゃおう作戦』は見事に大成功ですね。いやはや、傍はたから見てると実に楽しい！」

「キャハハ！　ウケるぅ～、超ウケる！　先輩たち、超パニクってやんの！　いいぞぉドジっ娘、殺せ殺せぇ！　キャハハハハハハ！」

「ばっこおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉん!?」

　舞那の恐ろしさがよくわかっていない者たちは、為なす術すべもなく翻ほん弄ろうされていた。

　さながらモッシュピットのように混こん沌とんとした一帯を迂う回かいし、鋭利が「……やばっ」と呟つぶやく。警けい戒かいして距離を取っていた紗魔夜も「相変わらず、えげつないですわね……」と青くなり、舞那のドジを避よけて進んだ。

「……シュコー。危ない危ない。絶好調じゃないか、舞那。このままトップをキープし続けて、一周したらまたジャンプで越えよう、煉児」

「……………………」

　煉子を腕に抱きかかえ、最後尾から生徒たちの頭を跳び越えた煉児が、無言でコクリと首肯する。鋭利、紗魔夜、煉子、煉児以外の参加選手は未だスタートラインで足止めされたまま、すでに半数以上が倒れていた。

　舞那のすぐ近くにいた五槍と黒城は二人とも、頭から血を流して気絶している。他の生徒が全滅させられるのも、時間の問題かと思われた。

　――だが。

「面白イ。面白イゾ、チビッ娘！　京輔ニ、ガスマスクニ、貴様……マッタク、今年ノ一年生ハ殺リ手ゾロイノ強ツワ者モノゾロイデ、ゾクゾクスルワ！」

「…………ふぇ？」

　モフモフしたきぐるみの腕が、角材をぽふっと受け止める。我に返った舞那の鼻先に「アチャア！」ともう片方の腕を振るった。

「はわぁ!?　あっ――[image: ]ひぃ!?」

　春代の拳を受けた舞那が、鼻血を噴き出して倒れる。

　尻もちをつき、目を白黒させた舞那が、眼前に立つ《殺人着》を見あげた。

「フフフ。デハ愉タノシマセテモラオウカ？　言ッテオクガ、コノモフモフボディニ鈍ドン器キハ効カヌゾ？　我ガ拳ヲ存分ニ味ワイ、血ノ噴水ヲアゲルガ良イ！」

「あ、ああああぁ……」

「舞那ぁ!?」

　鋭利が舞那を助けるべくコースを引き返そうとする。

　その行く手に、紗魔夜が立ちふさがった。

「お待ちになって！　貴女の相手はわたくしでしてよ、紅羽さん？　五十嵐さんも貴女も少々厄やつ介かいですの。ここらで退場していただきますわっ！」

「……チッ。本当うざったい！」

　鋭利が舌を打ち鳴らし、戦闘態勢を取る。紗魔夜は「うふふ」と微笑むと、特攻服の内側に手をもぐらせた。唇を舐め、妖あやしげに言う。

「わたくしたち風紀委員が、携帯を許されている凶器……体育祭ではまだお披ひ露ろ目めしていませんでしたわね？　黒城さんは警棒、五槍さんは木刀、わたくしは――」

　翠玉色エメラルドの瞳を爛らん々らんと輝かせ、紗魔夜が得物を引き抜いた。

「●●●ですの！」

　天高く掲げられた凶器は、細長いピンクの……。




　いわゆる『大人のオモチャ』だった。




「「「――――――――」」」

　空気が凍る。舞那のドジに熱狂していた栗栖が『……お前、本当に風紀委員長かよ』と呆あきれ、風紀委員の顧こ問もんである美槌がスナイパーライフルを準備した。

　鋭利が戸と惑まどい、紗魔夜の手元を凝視する。

「……は？　何それ……きょ、凶器……なの？」

「あらあらまぁまぁ、うふふふふ。コレをご存じないとは紅羽さん、貴女つくづく初う心ぶですのねぇ。よろしいですわ、知らないなら教えて差しあげましょう！　貴女のカラダを使って、たっぷりと……ハァハァ。大丈夫です、痛いのは最初のうちだけですからね……すぐ気持よくなりますの！　ふふ……うふふふふふふふ、ぐふふふふふふふ」

「ヒッ――」

　よだれをぬぐって息を荒くする紗魔夜に、鋭利がたじろいだ。

「いっ……いやああああああああああああぁ!?」

　恐怖で口をパクパク動かした後、きびすを返して走り出す。紗魔夜が得物を振り回し「逃がしませんわよおおおおおおぉ！」と追いかけた。

　煉子が後ろを振り返り、煉児の袖そでを引く。

「シュコッ!?　やばいよ煉児、追いつかれちゃう。もっと急いで！」

「……………………」

　煉子を抱っこしたまま煉児が走るスピードをあげ、猛もう然ぜんと駆ける鋭利と紗魔夜に追いつかれんとした。

　そうしてトラックを一周してきた煉児が、大地を蹴りつけて跳とぶ。

　眼下では、舞那が春代の猛攻にさらされていた。

「ひっ、ひいいいいぃ!?　あひぃ!?　やっ、殺られちゃいますうううぅ!?」

「アチャア！　アチャチャチャ、アチャチャチャチャ！　オノレェ、チョコマカト……シカシ、逃ゲルダケデハイツマデ経タッテモ勝テヌゾ、チビッ娘！　ドウシタドウシタ、反撃シテミヌカ！　ホレ、アチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャ！」

「舞――」「紅羽さあああぁん！　ハァハァ」

「ひいいいぃ!?　もうやだ、この痴ち女じよ！　死ねばいいッ！」

　鋭利が助けに入ろうとするも、ブブブブと激しく振動している●●●を掲げる紗魔夜に阻はばまれ、叶かなわない。スタートラインを走り過ぎ、舞那たちから遠ざかっていく。

「ずこおおおぉ!?」とつまずく舞那の頭上を、春代の右腕が薙いだ。間かん髪はつ入れずに左腕を打ちこむが「あひいいいぃ!?」と転がる舞那に避けられてしまう。

　なんだかんだ、まだ最初の一撃だけしか食らっていない。その代かわり、

「ぎゃああああああぁ!?」「うわっ!?　おい、こっちに来るんじゃ――ひょえええぇ!?」「ごふっ!?」「ひぎいいいぃ!?」「にっ、逃げ――びぎょへ!?」

　逃げる舞那や追う春代に巻きこまれ、周りの生徒が被害を受けていた。

　二つの嵐あらしが荒れ狂う場所から逃げ遅れた者、あるいは開始直後のドジを食らって地面に倒れていた者が、吹きすさぶ颶ぐ風ふうに翻弄されて幾度となく蹂躙される。

「エエイッ、シブトイ奴メ！」

「ぶっ!?」一向に攻撃が当たらずイラだつ春代が、近くの男子生徒に裏拳をブチこみ、もんどり打って倒れる彼の右足をつかんだ。

　そのまま凶器のようにして、男子生徒の身体を振り回す。

「うっ、うわああああああ――がっ!?」「ぎゃっ!?」男子生徒の身体は舞那をかすめ、起きあがった女子生徒と顔面衝突。再び倒れる女子生徒の左足をつかんで新たな得物を手にした春代が、一層激しく舞那に襲いかかった。

「コレデモ食ラエ。フハハハハハハ！」

「はうっ!?」

「ぎゃんっ!?」

　そして、とうとう女子生徒の後頭部が舞那の横っ面を捉とらえる。地面に引っくり返った舞那は「あうあうあぁ……」と目を回し、力なく寝そべっていた。

　両手につかんだ生徒を放り捨て、春代が「フフフ」と舞那に近づく。

「ヨウヤク追イツメタゾ、チビッ娘！　デハ、トドメヲ刺サセテモラオウカ？」

「ひうっ――」

　ガタガタ震える舞那を見下ろし、春代が腕を持ちあげた。そのかたわらを煉児が走り過ぎていく。敵クラスの煉子は舞那を助けない。

「舞那ッ！　待ってて、今助けに行くから――」「隙ありいいいぃ、ですのおおおぉ！」「ひぃああああああああぁ!?」「ぐへへへへへへへ……」

　今度こそ加勢しようと駆ける鋭利に紗魔夜が飛びつき、引きずり倒す。鋭利は紗魔夜の手首をつかんで抵抗し、ボタボタ垂れるよだれから顔を背けた。

　舞那も鋭利も、絶体絶命の窮きゆう地ちだ。

「あ、あわわ……あわわわわ」

「フフ。貴様ハヨク戦ッタ。ダガ、我ニハ一歩及バナカッタヨウダナ？　貴様ノ健闘ヲ讃タタエ、セメテ苦シマヌヨウ送ッテヤロウ。撲ボク屠ト友ユウ情ジヨウ破ハ願ガン拳ケン！　アチャ――」

「う……うわあああああああああああああああああああああぁ！」

　春代の暗殺拳が打ちこまれようとした、刹那。

　舞那が突とつ如じよ、喊かん声せいをあげて跳ね起き、猛もう然ぜんと突っこむ。

「何ィ!?」

　驚く春代に抱きついて、捨すて身みのタックルをかました。

「うわあああああああああああああああああああああああああああぁ！」

「ヌオオオオオオォ!?」

　自分からは攻めてこない舞那に油断していたのだろう、春代は為す術もなくバランスを崩し、背中から押し倒される。

「ぐっ……ぐぬぬ、往おう生じよう際ぎわの悪い奴だな!?　悪あがきはやめ――」

「「「ああっ!?」」」

「――ぁ？」

　舞那がほうけ、栗栖がほうけ、二人の攻防を見守っていた生徒たちがほうけ、最後に春代がほうけた。ゆっくりゆっくり周囲を見回す、双眸が――小豆色のつぶらな瞳が、大きく見開かれていく。

　自分の顔をペタペタ触って、春代が地面の片隅を見た。

　そこにあるのは、血色の生首――倒れた拍子にすっぽ抜け、ころんっと転がっているきぐるみの頭部。




「……………………………………………………ぁ」




　春代の動きが停止する。

　きぐるみの頭部から、自分の素顔を凝ぎよう視ししている生徒たちへと視線を戻して、

「ふ、ふぁ……ふああぁ……ふあああぁ、あああああ、ああ、あ、ああ、あぁ……」

　ガクガク震え始めた。青白い素肌がみるみる真っ赤に染まっていき、痙けい攣れんがどんどん激しいものになっていく。

「――殺ちゅ」

　やがて震えがピタッと収まるのと同時、春代がぼそりと呟いた。直後、

「殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ殺ちゅ――」

　自分を見ている者一人一人の顔を指さし、春代が殺害宣言をしていく。最後に舞那を示すと、一際怨えん嗟さのこもった声で「殺ちゅ」と告げ、

「キェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェ！」

　奇声と共に跳ね起きた。

　春代の腹に乗っていた舞那が「はわぁ!?」と飛ばされ、上級生の悲鳴が爆発し、栗栖がマイクに向かって叫ぶ。

『やっべえええぇ、春代が狂乱バーサクモードに入りやがった！　逃げろッ！　奴の素顔を目にした奴らは全員逃げろおおおぉ、一人残らずブチ殺されるぞ!?』

「キェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェ！」

　奇声を発し続ける春代は、狂ったように頭を振り乱し、手足をめちゃくちゃに振り回しながら、ピョンピョン飛び跳ねていた。

　真っ赤な顔を憤ふん怒どに歪ゆがめ、左右の目玉をぐるぐる回し、




「は、恥はぢゅか死ちぃ…………」




　――ばたんきゅ～～～っ！　と倒れこんでしまった。白目をむいて地面に転がる春代は、それきりピクリとも動かない。

「…………へ？　あ、あれ……も、もしかして助かった……のか？」

　マイクを放ほうって逃げ出した栗栖が、おっかなびっくりグラウンドを振り返る。放送席でゆったり構える毒島が『おやおや』と苦笑した。

『あまりに多くの人から素顔を目撃されすぎて、卒そつ倒とうしてしまったみたいですねぇ……アレでとってもデリケートな娘ですから、ジェヴォーダンさん』





×　×　×






　舞那の大活躍によって他クラスの戦力を削けずり、好成績をあげることのできた一年Ａ組だったが、戦況は依い然ぜんとして厳きびしいままだ。

　最終種目の《棒ぼう斃たお死し》は得点数上位二クラスの間で行われるため、残る競技は二つ。《八○○メートル阿鼻叫喚リレー》と――。




『キタキタキタキタ、ついにキタぜえええぇ！　体育祭唯ゆい一いつの教員参加種目、その名も《魅み惑わくの教員仮装コンテスト》！　ルールは至いたってシンプルだ。各クラスの担任教師がそれぞれクラスカラーの使われたコスプレを行い、パフォーマンスを披ひ露ろう！　その内容を、五人の審査員が二十点満点で評価するぜ！　獲得点数はそのまま各クラスの得点として加算される上、優勝クラスは得点が倍になるという超太っ腹な競技だ！　尚、本日審査を担当しますのは、こちらの方々～～～っ！』




　栗栖が、放送席の隣に並んだ五人の人物を示す。能のう面めん、オオカミ、天てん狗ぐ、ジェイソンマスク、馬の被り物をした来賓たちだった。

『えー、諸事情によりお顔は隠してもらっていますが、どの方々もこの学院と縁えんの深い特別ゲストですよ。失礼など、くれぐれもないように』

「…………あのさ」

「わかってる。皆まで言わないでちょうだい……」

　物言いたげな京輔を制し、鋭利が微妙な表情を浮かべる。五人の審査員のうち、能面を被った人物は白い喪も服ふくに白い髪、真しん紅くの羽は織おり――という何やら見覚えのある女性。

　片手にはビデオカメラを持っており、レンズがずっとこちらを向いていた。

　鋭利が恥ずかしそうに目を伏せ、小さな声でひとりごちる。

「なんでいるのよ、お母さま……もう」





×　×　×






　かくして、魅惑の教員仮装コンテストが開幕。

　厳げん正せいなるくじ引きの結果、京輔たち一年Ａ組は六番目の発表となった。

　まず最初の発表は三年Ａ組・美槌美み裕ひろだ。純白のナース姿を披露した美槌は、注射器を模もした特別製のピストルで、華麗な『銃劇ガンシヨウ』を披露。

　初っ端から、十八点という高得点を叩き出す。

　続く二年Ｂ組・六む車ぐるま獅し童どうが紫色の学ラン姿で太たい鼓こにあわせた演えん舞ぶを行い、Ｖ系バンドのボーカルに扮ふんした二年Ａ組・薔ば薇ら園ぞのダリアがミニライブを行うも、両クラス十五点と共に奮ふるわず、三年Ａ組には届かなかった。

　三年Ｂ組の老教師・グレイマンに至いたっては、無む駄だにリアルなゾンビ姿で「うーうー」うなりながら徘はい徊かいする……というシュールな仮装を行い、まさかの五点。

　三年Ａ組、二年Ａ組・二年Ｂ組、三年Ｂ組という順位で迎えた、五クラス目――。




「ふふ。いよいよ私の出番だね？」




　着替えボックスから登場したのは、一年Ｂ組・臨時担任である氷ひ河かわ零れい子こだ。

　身にまとっているのはいつもの白衣。ただ、その前部は上から下まで両手でしっかり閉じられている。どうやら下に衣装を着ているらしい。

「さぁ皆、しかとその目に焼きつけるといい……そして、悩のう殺さつされるがいいさ！」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべた零子が白衣を開き、勢いよく脱ぎ捨てた。

　――現れたのは、紺こん色いろのスクール水着。

　極ごく薄うすの布からできたそれは本来、小学生や中学生など発はつ育いく途と上じようにある女児が着るべき代物だ。しかし、現在スクール水着を着けているのは、成せい熟じゆくした大人の女性。

　それも普通の発育具合ではない。

　Ｊカップ。一般的な小中学生の優に数倍はあるカップサイズの胸を、無理やり既き製せいの水着に押しこんでいるせいだろう――元々薄い布地がさらに薄く引き伸ばされており『れいこ』と書かれた胸の名札が、歪みに歪ゆがんでいた。

　胸元やサイドはそれでも収まりきっておらず、谷間や横乳がむき出し状態である。

「「「……………………」」」

　圧倒的な威い容ようを目の当たりにして、グラウンドが静まり返っていた。

　鋭利や綾花、栗栖など主に発育具合のよくない女子たちの瞳から生気が失われ、男子たちの目が光り輝く。中には、感動のあまり涙を流している者もいた。

　だが、零子のおっぱい無双はまだ終わらない。




「はーい。それじゃあ、今から準備運動しまーす！」




　始まったのは、煉獄式ラジオ体操。

　ＢＧＭのプログレッシブ・メタルにあわせて、零子が積極的アグレツシブに身体を動かす。

　胸や腰、股こ関かん節せつやお尻を強調するそのアクションは、零子のようにプロポーションのいい女性が行うと、異様な艶なまめかしさを伴ともなった。

「いっち、にぃ、さーん、しっ！　にぃ、にぃ、さーん、しっ！」

　腕を振って足を曲げ伸ばす運動、胸を大きく反らせる運動、腰を前後に動かす運動、お尻で『煉』の字を描く運動、中腰になり頭を縦たてに振り乱す運動……と、こなしていく零子の姿に、皆の視線は釘づけ状態。

　とりわけ両足で飛び跳ねる運動のときには、

「うっひょ――――っ！」「揺れすぎぃ！」「ばいんばいんだあああぁ！」「乳神さまが荒ぶっておられる！」「鎮しずまりたまえ～」「あんたが鎮まれ、バカ男子！」「ウッ……」

「ぶるんぶるんだあああぁ！」「顔うずめたい」「ポロリはまだか!?　ああ、惜おしい！」

「おい誰か、双眼鏡を持ってこい！」「「「おっぱい！　おっぱい！」」」エトセトラ。

　大歓声のお祭り騒ぎになっていた。

　一年Ｂ組とは敵対しているクラスだろうが関係ない。会場にいる男たちは皆総立ちになって拍手し、零子に賞しよう賛さんの声を贈おくっている。

「「ははあああぁ～っ！　ありがたや、ありがたや……」」

　一年Ａ組の応援席にいる大おお野の木ぎと宇う佐さ見みは、二人そろって平伏し、零子の胸に拝おがんでいる有様だった。しかし、男子生徒が熱狂している一方、

「…………死ねばいい」

「そうですね。あいつら全員死ねばいいんです、ゴミどもめ」

　女子生徒の多くは男子生徒をさげすみ、冷たい視線を向けている。

　ちなみに京輔はというと、応援席で静かに座っているままだった。一応、別の意味で立ってはいるのだが、バレると軽けい蔑べつされかねないので着席しておく。

　やがて――。

「はぁ、はぁ……はあぁ……つ、疲れたぁ……ふぅ」

　パフォーマンスを終えた零子が汗びっしょりになって、へたりこんだ。煉獄式ラジオ体操は第一から第七まであり、動作もだんだん激しさを増す。

　零子が行ったのは第三までだが、それでもかなり消しよう耗もうしているらしい。焦しよう点てんのズレた目で宙を見つめ、呼吸を乱している零子の様子は、事じ後ごそのものだった。

　男どもの興奮覚めやらぬ中、発表された点数は……。




「ええっ!?　じゅ、十六点!?　噓うそぉ～～～っ!?」




　予想外の低さに仰ぎよう天てんし、零子が素すっ頓とん狂きような声を出す。見れば五人中四人、男の審査員は全員満点なのだが、最後の一人――能面を被った女性だけが、なんとゼロ点。

「どうしてさぁ!?」と抗議する零子に、女性はしれっと一言。

「……別に。女子の気持ちを代だい弁べんさせてもらっただけですけれど？」





×　×　×






『ＨＡＨＡＨＡ！　男ウケを狙いすぎた爆乳、まさかの自爆！　露ろ骨こつな色じかけは女子ウケワリぃんだよ、バカバカバァーカ、ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！』

『……なるほど。持たざる者の嫉妬というわけですね』

　女子生徒が女性審査員に拍手と喝かつ采さいを贈り、毒島に罵ば声せいとゴミを贈る中、一年Ａ組の出番がやって来る。

　仮装内容を決めたのは鋭利たち女子なので、京輔たち男子は久瑠宮がどんなコスプレを披露するのか知らされていない。グラウンドに並べられた着替えボックスの右端――一つだけ閉じているカーテンを、祈るような気持ちで見つめた。

　まず真っ先に予想されるのはＳＭの女王。あるいは、軍服姿の鬼おに軍ぐん曹そうといったところだろうか……。

　京輔たち一年Ａ組は現在、総合得点で四位。この種目で勝利を得られなければ、決戦競技の棒ぼう斃たお死しに進める可能性が、ほとんど消えてしまうかもしれない。

　久瑠宮自身もそれは重々わかっているはずで、一体どんな仮装を披ひ露ろうしてくれるのか純粋に楽しみでもあった。

『さぁ、大盛りあがりのコンテストも、いよいよ次がファイナル！　トリを飾るのは、一年Ａ組・久瑠宮聖ひじり先生だっ！　教え子にライオンのコスプレをさせ猛獣使いに扮ふんした一昨年、ボンデージ姿でＳＭ女王を演じた昨年に続き、今年はどんなパフォーマンスが飛び出すのかあああぁ!?　隠れドＭの私的には一番アツい仮装だぜ！』

『はぁ。それでは久瑠宮先生、どうぞっ！』

「……………………………………」

『…………………………』

「………………」

『あれ？』

　いつまで経たっても出てくる気配のない久瑠宮に、毒島が戸と惑まどう。

　栗栖と顔を見あわせてから『おーい』と呼びかけた。

『久瑠宮先生、どうしたんですか？　持ち時間は五分ですよ、もう始まっていますよ。このまま出てこないとゼロ点――』

「うるさい黙れ、急かすな早そう漏ろう！　わたしにも心の準備というものがあるのだ、ええい……死にさらせっ！」

　怒ど号ごうと同時、荒々しく開かれるカーテン。

　そしてようやく露あらわになった、久瑠宮の仮装は――。




「ク、クソが……この屈くつ辱じよくは忘れんぞ」




　赤いゴシック＆ロリータ。

　パニエが入ってふくれたスカートに、これでもかとあしらわれたフリル。コルセットでしぼられたウエストは細く、両肩部分はまたつぼみのようにふくらんでいる。頭の上には大きなリボンが飾られていた。

「「「――――――――」」」

　羞しゆう恥ちで唇をかみプルプル震える久瑠宮に、会場中の視線が注ぐ。零子のときとは違う種類の静寂が、グラウンドに降りていた。

　驚愕、呆然、当惑、陶然……。

『…………可愛い』

　やがて、ぽつりと栗栖が呟く。我慢しきれなくなった様子で、

『何コレ可愛い、久瑠宮先生くっそ可愛いんですけどッ!?　うおおおおおおおおおぉ、やっべええええええぇ！　何アレ人形？　天使？　妖よう精せい？　なんでもいいけどとにかくやべぇ！　ファンタスティイイイック！　久瑠宮先生、可愛すぎいいいぃ！』

　栗栖が叫んだことをきっかけに、歓声が弾はじけた。

「むっはぁ――――っ！　わたくし、萌え殺されてしまいましたわ。なんなんですの、あの可愛い生き物!?　は、鼻血が止まりませんの……」「凜りんとしてる先生もいいけど、可愛い先生も最高っ！」「抱きしめたい」「こ、これは貴重な瞬間だ！」「あのロリ宮がロリータ服を着るなんて！」「久瑠宮ちゅわああああああぁ～～～ん[image: ]」エトセトラ。

「き、貴様らぁ……いい加減にッ――」

　怒鳴りかけた声をハッと呑のみこみ、久瑠宮が歯を食いしばる。お花とお菓子の指輪が嵌はまった拳を握りしめると、




「いっ……いい加減にしないと、ひじりん怒るよ!?　ぷんすこぷんだよっ！」















　拳を腰の横に当て、ぷくっとほっぺをふくらませ始めた。

　騒がしかった生徒たちが皆、一瞬にして静まり返る。呆気に取られる一同を見回し、久瑠宮が「まったくもぉ……」と唇をとがらせた。

「好きでこんな服を着ているわけじゃないんだからね？　止やむに止まれぬ事情があって仕方なく着せられているのに、そういうことを言うのはやめてほしいな。じゃなきゃ、泣いちゃう……ひじりん、泣いちゃうっ！　ふえええぇん……」

「……ひじ、りん…………？」

　こぼれんばかりに目を見開いて、零子が親友を凝ぎよう視しする。元々甘いロリータボイスを猫なで声でさらに甘ったるくし、久瑠宮は続けた。

「うう、ひっく……これも全ては勝つためなんだよ。一年Ａ組が体育祭で優勝するために、一生懸命頑張ってるの。だから、皆さん……勝利をください！　ひじりんたち一年Ａ組に勝利をください、お願いします。お願いしまちゅ！　……あ、かんじゃった」

「てへぺろっ」と舌をのぞかせ、久瑠宮がコツンッと頭を叩く。

　正気を疑う光景だった。

　あまりのことに放心していた毒島が、恐る恐る尋ねる。

『え、ええっと……今のがパフォーマンスなんです、久瑠宮先生？』

「うんっ、そうだよ！　見てわからないのか、ビチクソ野郎？　ケツ穴から鉄パイプを突っこんで、腸内環境かき回してあげちゃうんだからね！　死・に・さ・ら・せ[image: ]」

　キャラが崩壊し始めていた。

　可愛らしい表情の裏に、煮えたぎる殺意を感じたのだろう――超一流の殺し屋である毒島が「ヒッ!?」と戦せん慄りつし、逃げるようにアナウンスを入れる。




『は、はいっ！　じゃ、じゃあ……えー、審査員の皆さま、点数をどうぞっ！』





×　×　×






「貴様ラ絶対ニ勝テ。サモナクバ殺ス」

　応援席のソファで体育座りをした久瑠宮が、虚うつろに告げる。

　その服装はロリータワンピースのまま、着替える気力もないようだ。衣装の作り主である鋭利（料理はダメだが裁さい縫ほうは得意らしい）が、毛先をいじりながら答えた。

「……はいはい。だけど、普通に似あってましたよ。ひじりん先生？」

「そうですそうです、すっごく可愛かったです！」

「うんうん、すっごくあざとかったです。あざとさ二十点満点でしたっ！」

「お、おい！　お前ら、それ以上――」

「がああああああアアアァ！」

　久瑠宮が我慢ならずに発狂し、両手で頭をわしゃわしゃかきむしる。

「死にさらせっ！　いいか、貴様ら……わたしにここまでやらせておいて敗はい退たいするなど許さんからな!?　勝て！　何がなんでも勝ってこい。以上だ」

　そう言うと、久瑠宮はヒザの間に顔をうずめて黙りこんでしまった。

　尚、現在のスコアボードは――。




[image: ]




　……となっており、一年Ａ組は六クラス中三位。魅惑の教員仮装コンテストで久瑠宮が二十点満点を叩き出し、一位を取ってくれたおかげだ。

　得点数上位二クラスが棒斃死に出場できるため、決戦競技に進むことさえできれば、優勝もあり得る。だからこそ、次のリレーで負けるわけにはいかなかった。

　鋭利、紳士、舞那、京輔――。

　ここ一番の大事な競技に臨のぞむ四人を、クラスメイトが送り出す。

「頑張ってね、お兄ちゃん！　他の皆も頑張ってください、特にあっちゃん」

「頼むよまぢで。アタシら、ガチで応援すっから！　死んでも負けんなだ死ッ！」

「おうおう、オレらを棒斃死で暴れさせてくれよな!?」

「ヒッ、ヒヒ……思う存分、殺っちゃってください……ヒッ、ヒヒヒ」

「別に負けても構わねェンだぜェ、オレサマは？　ブチキレまくった久瑠宮ちゅわんのお仕置き、愉しみじゃねェか！　ああ、けど優勝したときもらえるご褒美も――」

　などなど。共に戦ってきた面々の声を受け、応援席を後にした。

　入場門へと向かう最中、京輔たちは黙ったまま。

　鋭利は「……ふわぁ」とあくびを漏らし、最後まで舞那を入れることに反対していた紳士は、ガーゼと絆ばん創そう膏こうだらけの顔をムスッとさせ、舞那は「やらかしちゃダメです、やらかしちゃダメです、やらかしちゃダメです……」とブツブツ繰り返している。

　京輔は――。

「…………京輔」

「ん？」

　ふいに、鋭利が体操服の裾すそを引いてくる。

　眉をひそめる京輔に、ずいっと顔を近づけて、




「――ねぇ、優勝したい？」




「は？」

　今さら何を、と答えかけるが続かなかった。鋭利の問いは、まさしく京輔が今考えていたことだったのだ。

　現在一位は一年Ｂ組。このままでは本当に、負けてしまうかもしれない。負けて――煉子と引き離されてしまうかもしれない。

　零子の言葉が思い出される。

『娘と離されるのが嫌なら、せいぜい頑張ればいい。離れたいなら頑張らなければいいだけだ。どっちを取るかは――』

「…………何訊いてんだよ。当たり前だろ」

　生まれかけた迷いを振り払い、京輔は苦笑した。

「ここまで来たんだ、負けるわけにはいかねぇよ。頑張ってくれた皆や、久瑠宮のためにも勝たなくちゃ」

「……………………そう」

　すると鋭利はほんの少しだけ不機嫌そうにそっぽを向いて、

「そりゃあ、そうよね？　中ちゆう途と半はん端ぱな終わり方、誰も望んでないもんね…………ハァ。わかったわ。なら、あたしも本気を出したげる……あたし的には、不本意だけど」

　物言いたげなジト目を注ぎ、言う。

「勝ちましょうか、京輔――煉子のために」





×　×　×






『ＨＥＬＬ　ＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＡＨ！　波は乱らんに次ぐ波乱に次ぐ波乱、番狂わせに狂いまくった地獄の体育祭も、とうとうここまで来たぜ！　汗と埃ほこりと血に汚れたその手で、最終戦の切きつ符ぷをつかみ取るのはどこのクラスか!?　場合によっちゃあこれが最後の戦いだ、思う存分殺りまくってくれ、ファッキン・マザファッカーズ！』

　晴れ渡った秋空に、吸いこまれていくハウリング。相変わらずハイテンションな栗栖の手前、白で引かれたスタートラインに、第一走者の面々が並んだ。





　第一レーン　　安あん藤どう千ち尋ひろ（一年Ｂ組／危険度：Ｃ＋）

　第二レーン　　五槍闇あん慈じ（三年Ａ組／危険度：Ａ）

　第三レーン　　紅羽鋭利（一年Ａ組）

　第四レーン　　黒城冥（三年Ｂ組／危険度：Ａ＋）

　第五レーン　　ロナウド・ゲイシー（二年Ａ組／危険度：Ｂ）

　第六レーン　　猛たけ井い葬そう（二年Ｂ組／危険度：Ｂ＋）






　それぞれの手に握られているのは、クラスカラーのバトン。

　このバトンを四人で繋いでいきトラック四周、最終走者の順位に応じて一位五十点、二位四十点、三位三十点――四位マイナス三十点、五位マイナス四十点、六位マイナス五十点、撃沈リタイア・失格マイナス百点がもらえる。

　現在、総合一位と最下位の差は百点もないため《八○○メートル阿あ鼻び叫きよう喚かんリレー》の結果によっては、大逆転も十分あり得る配点だった。

「ククク。これまで受けた雪せつ辱じよく、全部まとめて晴らさせてもらうぞっ！」

「…………そうですね」

「今度こそ、食べるもん……食い千切って、あげるもん？」

「皆まとめてパティにしちゃうヨ！」

「ああ、コイツら？　全員瞬殺ッスわ。あの赤あか髪がみとか『……ふわぁ』って、すぐあくびするでしょ。その隙に抱えこんでこう、細ほっせぇ腰をヒザでポッキイイイィ！」

「……………………」

　選手の殺る気がふくらんでいく中、鋭利は黙って腕を組み目を閉じている。法被姿の男子生徒が「あくびしねぇ!?」と頭を抱えた。

　やがて『位置について』の指示を受け、鋭利が瞼を持ちあげる。パッチリ開いた双眸は鋭く、今までにない光をはらんでいた。――そして、

『どんッ！』の合図が響き渡った瞬間、鋭利の身体が消え失せる。

「「…………ッ!?」」

　走り出しつつ薙がれた五槍と黒城のバトンが空から振ぶり、虚しく砂ぼこりをかいた。その頃にはもう鋭利は一人飛び出して、第一コーナーに差しかかろうとしている。

「なんだと!?　は、疾はや――」

「…………疾すぎます、ねッ！」

　五槍と黒城が驚嘆している隙に、残りの三者が前へ出ていた。唇からこぼれるよだれをなびかせ、インコースを駆ける千尋と、

「るんっ・るんっ・らあああぁ♪」

　アウトコースから攻めるロナウド。その外側から、

「人ひと喰くいピエロの斃し方？　簡単ッスよ！　まず、このアフロをガシッとつか――」

「ロナウド・マジ狩ル♪」

「何イイイィ!?」

　猛井がロナウドを襲うも、妖しい体術によりかわされてしまう。残像を引き移動したロナウドは次の瞬間、猛井ではなく千尋の行く手に出現。

　バンザイしながら身体を反転させて、

「るんっ・るんっ――」

「がぶっ」

「らああああああぁ!?」

　回し蹴りを放とうとしたロナウドの首筋に千尋が喰らいついた。そのまま首とアゴの力で肉を千ち切ぎり取る。首筋から血を噴き出し、ロナウドが倒れた。

「うわっ!?　バカッ、邪魔――ずこおおおぉ!?」

　その身体につまずいて、追いすがっていた五槍がすっ転ぶ。

　五槍とロナウドを跳び越えた黒城が「……味はイマイチ。けど、食感は悪くない……くちゃくちゃ」と肉を味わい走る千尋を抜かすと、猛井の襲撃をかいくぐりつつ二位に躍り出た。一方、鋭利は――。

『疾えええぇ、なんじゃありゃ!?　一年Ａ組、いきなり独走状態！　半周近い差ができてるぞ!?　三年Ｂ組、必死に追いかけるが縮まらねぇ！　なんなんだあのスピードは!?　まさかあのアマ、今まで本気を出してない……わけ、さすがにねーか』

『わかりませんよ？　あくびばっかりしていましたから』

　などと実況しているうちに第四コーナーを曲がり、鋭利が戻ってくる。二位の黒城はまだ百メートルを過ぎた辺りで、最下位はようやく第二コーナーに入るところだ。

「お、おのれぇ……一年めえええぇ！　ヤ、ヤバイ……ヤバイぞ、ヤバすぎる……このままでは、あたしが沙さ姫きに殺され――」

「何をモタモタしておりますの、五槍さん!?　また半殺しにされたいんですの!?」

　首を押さえて走るロナウドを追いかける五槍に、控えの紗魔夜がブチキレた。五槍が「ひょえっ!?」と動揺し、足をもつれさせ転んでしまう。

　三年Ａ組の応援席から「「「死ねッ！」」」と大ブーイングが起こった。

「はわわわわ。あの先輩、可か哀わい想そうでちゅ……」

　五槍の姿に自分の未来を重ねあわせる舞那の眼前、鋭利が紳士にバトンを渡し、

「ほら、ヘンタイエセ紳士！　死んでも追いつかれんじゃないわよ!?」




「はい、もちろんですとも。このまま引き離します！」




　第二走者の紳士が、張り切ってスタートを切る。初戦で潰され、ほとんど活躍のない紳士だが（逃げ）足の速さは抜ばつ群ぐん。

「ここで活躍しておけば、女子の人気もあがるはずですからねぇ！　ふひひひひ」

　下心を原動力に見事な走りをし、二位以下との差を一層広げにかかった。

「あ……あぁ……」

　そのとき、スタートラインでしきりにブルブルしていた、三年Ｂ組――網走亜門が、二位の黒城からバトンを受け取る。

「あああああああああああああああぁ!?」

　次の瞬間、網走が絶叫。

　バトンをベルトに差しこむと、四つんばいになって、

「かおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！　おまえのかおをよこせええええええええええええぇ、かおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　凄すさまじい速度で猛追し始めた。鬼き気き迫せまるその狂態に、たまらず後ろを振り返った紳士が「ひいいいぃ!?」と端たん整せいな顔を歪める。

《顔無しフエイスレス》網走亜門。火傷やけどで顔を潰してしまった彼は『顔』に対して異常な執着と執念を持ち、美しい顔――とりわけ同年代の美少年を見ると、剝はぎ取とりたくて仕方なくなるらしかった。半周近く開いていた両者の差が、次第に縮まっていく……。

　それだけではない。

「行っくわよおおおぉ、それえええぇ！」

　千尋からバトンを継いだボブがその人間離れしたポテンシャルによって、猛然と距離をつめてきていた。――そして、

「ごぶっ!?　さ、沙姫……やめ……がふっ!?　ご、ごめんなさ……げぶっ!?　許し……ぐぇ!?　ゆ、許じてくださ……ぶっ!?　許じでぐだざ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　最下位でバトンを渡し終わった五槍が、紗魔夜のサンドバッグと化している。

《殺人姫》の怒りを恐れた第二走者は死に物狂いになって加速し、五槍が転んでついた差を埋うめにかかった。

『トチ狂った三年Ｂ組・網走亜門と一年Ｂ組・小麦袋のジャイ娘こが、互いを攻撃しつつ爆走！　逃げきれるか、一年Ａ組!?　コイツは面白くなってきたぜえええぇ！』

『四位以下、三年Ａ組・二年Ｂ組・二年Ａ組も混戦模様です』

「あわわわわ、わわわ……あうあうあぁ……」

　白熱する競走を見、次に控ひかえる舞那がいよいよ緊張。せわしなく目を泳がせながら、ガクガクブルブル打ち震えている。しかも、スタートラインには――。

「……………………」

　よりにもよって、氷河煉児の姿があった。象牙色のガスマスクをした怪物は、圧倒的な威圧感を漂わせ、昂こう然ぜんとたたずんでいる。

「舞那さん！」

　そこへ紳士が戻ってきた。網走の脅きよう威いに怯えながらも速度を落とさなかった紳士は、ボブが網走を強襲してくれたことも手伝い、リードを保ったままバトンを繋ぐ。

「お願いしますっ！」




「ひゃいっ！」




　震える手でバトンを受けた舞那が、バタバタバタッ！　と駆け出した。

「頑張れ、舞那！　頑張れええええええぇ！」

「大丈夫よ、まだ離れてる！　焦あせらなくても心配ないからッ！」

「舞那さあああぁん！　僕らの走りを、無駄にしないでくださ――」

「かおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

「ぎゃあっ!?」バトンを渡し終えた網走が紳士に飛びかかり、顔をつかんで押し倒す。少し遅れて、ボブも煉児にバトンを繋ぎ――。

　次の瞬間、怪物が目覚めた。

「……………………ッ！」

　分厚い筋肉に鎧よろわれた脚が地面を蹴り出し、急加速。爆発的な脚力であっという間に三年Ｂ組の男子生徒を追い抜くと、

「ひぃ、ひぃ、ひいいいぃ～～～っ！」

　未だトップを走る舞那に、ぐんぐん肉にく薄はくしていった。煉児の追いあげに気づいた舞那が「はわあああぁ!?」と目をむき、慌ててスピードをあげる。

　――その焦しよう燥そうが、命取りだった。

「「「あっ!?」」」

　第二コーナーを抜け、直線へと入った舞那が足をすべらせ、バランスを崩す。

　煉児とはまだ二十メートルほど離れているため、ここで転んだら誰も巻きこみようがなく、本当にただすっ転ぶだけ。開いていた差は絶望的に縮められ、京輔たち一年Ａ組は一位の座から転げ落ちてしまう……。

「あぁ――」舞那の瞳に絶望がにじんだ。時間がひどくゆっくり流れ、誰もがあきらめかけたとき。舞那が唇をかみしめ、

「ずっこおおおおおおぉ!?　ぐるぐるぐるぐるぐる――」

　――やっぱりコケる。

　地面の上をゴロゴロ転がった舞那は、砂ぼこりを巻きあげて、

「うわあああああああああああああああああああああああああああぁ！」

　叫きよう喚かん。転んだ勢いのまま、前回り受け身のようにぐるんっと起きあがるや否や、何事もなかったかのように再び走り始めた。

「「「えっ!?」」」

　予期せぬ巻き返しを見せた舞那に、ギャラリーが驚く。

　全身砂まみれになった舞那はそれでも一生懸命、手足を動かした。亜麻色の瞳に強い光を宿らせ、一心不乱に駆ける。

「おおっ、いいぞ五十嵐！　このまま行けぇ！　追いつかれるな!?」

「頑張れあっちゃん、その調子ですっ！　頑張ってくださあああぁい！」

「気張れドジっ娘！　負けんなドジっ娘！　いけいけいけええええええぇ！」

「「「頑張れええええええええええええええええええぇ！」」」

「はっ、はひいいいいいいぃ！」

　クラスメイトの声援を受け、舞那がスピードをあげた。

　ずんずん迫る煉児に追いつかれまいと、夢中になってひた走る。十五メートル、十四メートル、十三メートル……。二人の距離がだんだん縮まっていき、

「舞那ッ！」

　五メートルを切ったところで、スタート位置に戻ってきた。

　ゆっくり走り出しながら、舞那に向かって手を伸ばす京輔。

　バトンの先が、京輔の手中に収まる――。

「きょ、京輔くん……っ！」

　強こわ張ばっていた舞那の顔がゆるんだ。直後、

「あひぃ!?」

　舞那が自分で自分の足につまずく。京輔の手に渡りかけたバトンは空くうを切り、盛大にすっ転んだ舞那が「ずっこおおおおおおぉ!?」と前のめりに倒れた。

「あっちゃん!?」「ドジっ娘!?」「死にさらせエエエェ！」

「やべっ――」

　煉児は目前まで迫っている。舞那の手から離れたバトンを拾おうと身をかがませた、京輔のアゴ裏に――。

「おおっと、ごめんね！　足がすべったよ」

「ぐっ!?」

　同じく第四走者の煉子が、バトンを引き継ぐなりつま先をブチこんできた。たまらず引っくり返る京輔を見下ろして、ガスマスクが「フシュー」と嗤う。

「れ、煉子――」

　…………どうして？

　ショックを受ける京輔を放置し、煉子がさっさと駆け出した。バトンパスでミスした一年Ａ組を抜き、二位から一位へ躍り出る。

「ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、ちゅみまちぇんっ！　京輔くん、速きゅ！」

　舞那が拾ったバトンを突き出し、京輔を急せかした。

「…………ッ!?　お、おう！」

　我に返った京輔は今度こそバトンを受け取り、走り始める。煉子はまだ第一コーナーに入ったばかりだ。この距離なら、すぐ追いつける――。




「正義の鉄槌ジヤステイスッ！」




　ふと背後から殺気を感じた京輔は、咄とつ嗟さに横へ飛とび退のいた。

　頰スレスレの位置をかすめる黒いバトンと、

「観念するんだ、神谷京輔！　正義の下に裁かれるがいいッ！」

「げっ!?」突き出されるスタンガン。

　首を傾け避けた京輔は、お返しに右の裏拳を繰り出す。

「綺里雨、貴哉先輩……ッ！」

「はは！　正義は勝つまで負けないんだよッ！」

　京輔の拳をかわした綺里雨が、糸目をクワッと見開き笑った。右手にスタンガンを、左手にスチール製のバトンを握りしめ、追つい随ずいしてくる《敬虔なる断罪者アンダー・オース》。

　京輔は走って逃げながら、綺里雨の猛もう攻こうをしのぐ。

「クソッ、邪魔するんじゃねぇっての！　しつけーな!?」

　バトンはともかく、厄介なのはスタンガンだった。

　何ボルトに設定されているのか知らないが、当たればタダでは済まないだろう。

　下手に逃げつつやり過ごすより、手早く潰した方がいいかもしれない。そう判断した京輔が、綺里雨に対たい峙じしようとしたとき。




「クク……愉しそうですね、先輩？　僕も是ぜ非ひ、混ざりたい！」




　ピンクのつなぎにドクロスカーフの男子生徒が、湾刀シヤムシール片手に追いすがってきた。身体を限界まで倒し、地面をはうようにして距離をつめると、

「さぁ、狩らせてもらおうか？」

　もたげるように湾刀を一閃。はねあがった刀身が京輔の肩口をかすめる。

「ちょっ……ここで《八つ裂きジャック》かよ!?」

「やぁ。僕は長男、鷹元だ。君の四し肢しなり首なりを、弟たちへの手て土産みやげにしよう」

「チッ――」返す刀で幹から竹割りに変ずる刃をかわしたところに、

「正義の電撃ジヤステイスッ！」

　襲いかかってくるスタンガン。視界の端で、バチィ！　と紫し電でんが弾けた。

「綺里雨先輩、アンタ仮にも正義だろ!?　オレばっかり狙うのは――」

「問答無用だ！　貴様を斃してから八崎も討つ！」

「まずは君だよ、神谷京輔……妹には、お世話になったしね？」

　綺里雨が振るうバトンとスタンガンにあわせて、鷹元が湾刀を奔はしらせる。二人は互いを攻撃することなく連れん携けい、京輔だけを集中攻撃し始めた。

　煉子との差が広がっていき、京輔は焦る。

『あああぁっとおおおぉ!?　一年Ａ組・神谷京輔を、先輩二人が挟み撃ち！　逃げ場を奪って徹底的に潰すつもりかあああぁ!?　これには神谷もたまらない、一年Ｂ組だけがちゃっかり独走状態だぜ！　さらに後続、二年Ｂ組も――あっ!?』

　途切れる実況。だが、京輔は気づかない。

　こうなったら手傷を負うのも覚悟の上で、強引にこの包ほう囲い網もうを突破し逃げきろうかと足に力をこめたとき。




「おどきなさあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁい！」




　第三走者からバトンを受け取った紗魔夜が、集団リンチに加わろうとしていた法被姿の男子生徒を強襲。手に持つ鉈なたで頭をカチ割ると、真まっすぐ突っこんできて、

「加勢しますわ、綺里雨さん！」

「おおっ、委員長！　ありがた――ぐぎゃんっ!?」

　綺里雨の後頭部に鉈を叩きつけた。

「「えっ!?」」

　目をむく京輔と鷹元。血を噴き出して倒れる綺里雨の身体を蹴っ飛ばして脇にどけ、紗魔夜が艶えん然ぜんと微笑む。

「噓ですの」

「「卑ひ劣れつだッ！」」

「おだまりなさいッ！」

　叫び、紗魔夜が鉈を振るった。「クッ!?」と避ける鷹元へ、目にも留まらぬ第二撃。たまらず受け止めたバトンに黒くろ鈍にび色いろの刃が食いこむ。

「しゃ、紗魔夜先輩…………」

「京輔さま」

　翠玉色エメラルドの瞳が京輔を向き、わずかに動いた。視線が指すのはトラックの先。

　――行ってください。

　薔ば薇ら色いろの唇が、皆に見えない角度で聞こえない言葉をつむぐ。紗魔夜と相対している鷹元が「風紀委員長、あなたやっぱり……ッ！」と目を見開いた。

　自分のクラスが体育祭で勝つことよりも、京輔の命を優先してくれたのだ。

　そんな紗魔夜に、京輔は――。

「ありがとうございます、紗魔夜先輩」

　と、小さく呟いて。

『うおおおぉっとおおおぉ!?　三年Ａ組・紗魔夜沙姫が三年Ｂ組・綺里雨貴夜を屠り、二年Ａ組・八崎鷹元に襲いかかっている隙を突き、一年Ａ組・神谷京輔が一気に逃走！　怒ど濤とうの勢いで、走り始めたああああああぁ！』

『一年Ｂ組・氷河さん、余裕をぶっこいてる場合じゃありません』

　応援席に手を振っていた煉子が「うひゃあ!?」と慌てる。

　持てる力の全てを四肢に注ぎこみ、京輔は駆けた。

　頭の中にスコアボードを思い浮かべる――京輔たち一年Ａ組と、紗魔夜たち三年Ａ組の差は十一点。このまま二位でゴールをしても、紗魔夜が三位でゴールしてしまったら一点差で敗れてしまうのだ。

　さすがの紗魔夜も、あからさまに負けてはくれないだろう。だとすれば、京輔たちが勝つ道は一つだけしか残されていない。

　――煉子を抜いて、一位でゴールするしか。

「お兄ちゃああああああぁん、頑張ってええええええぇ！」

「キャー、京輔くうううぅん！　アタシたちを棒斃死に連れていってえええぇ！」

「ここまで来て負けることなど許されんぞ、神谷ァ!?　オトコを見せろっ！」

「ヒャッハアアアァ！　勝利はオレサマたちのものだァーッ！」

「「「か・み・や！　か・み・や！」」」

　クラスメイトの声援を受け、京輔は走った。

《安全装置リミツター》をつけたままの煉子は、そこまで足が速くない。距離はみるみる縮まっていくが、まだ届かなかった。

　煉子が第四コーナーを曲がる。京輔は第三コーナーだ。

　追いつけるだろうか――否、なんとしてでも追いついてみせる。




　こんなところで終わりたくない。




「うおおおおおおおおおおおおぉ！　待ちやがれ、煉子おおおおおおおおおぉ！」

「シュコッ!?　きょ、京輔…………」

　後ろを振り返る煉子。一瞬だけ速度を落としかけるがブンブン首を振り、全力疾走し始めた。煉子の青い背中と、ゴールの白いテープが迫る。




　――パァン！




　雲一つない青空に、高らかな銃声が響いた。

　煉子と京輔、一年Ｂ組と一年Ａ組。先にゴールへすべりこんだのは――。

『ＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＡＬ！　一年Ｂ組・氷河煉子おおおぉ！　最後の最後で神谷に抜かれちまったあああぁ！　勝者は一年Ａ組ッ！　一年Ａ組・神谷京輔だあああぁ！　ＦＵＵＵＵＵＵ、コングラチュレーション！　見事な追いあげだったぜ、後輩！』

『氷河さんも頑張りましたけれどね。やはり、巨乳が敗はい因いんでしょう』

　栗栖が京輔を讃たたえ、毒島が煉子をねぎらう。

「……ハァ、ハァ……ハァ……ふぅ。あ、あっぶねぇ……」

「…………シュコー」

　ヒザに手をつき呼吸を整えている京輔のかたわら、煉子が地面に寝そべって、豊かな胸を上下させていた。お互いいっぱいいっぱいで、言葉を交わす余裕はない。

　称しよう賛さんと悪態の嵐が吹き荒れる中、一年Ａ組の面々が近づいてくる。

「いやぁ、さすがは神谷さん！　素晴らしい走りでした、おめでとうございます」

「はわあああぁ～。あ、安心しました……お疲れさまです、京輔くんっ！」

「……おう、お前たちもお疲れ。オレが一位でゴールできたのは、皆のおかげだよ……ありがとな」

「ふふ。当然でしょう？　僕が本気を出せばあんなものです。ふひひ――」

「かおおおおおおおおおおおおぉ！」

「ふひぃ!?」

　クラスメイトに拘こう束そくされた網走が、紳士に襲いかかろうと暴れた。五指の痕あとや歯形がくっきり残る顔を歪め、紳士が舞那の背中に隠れる。

　舞那は「あはは……」と苦笑して、

「大変ですね、紳士くん。でも、すごいですっ！　あんな怖い人から狙われてたのに、動揺しないで走りきるなんて。京輔くんも鋭利ちゃんも皆、本当にすごかったです……わたしだけが足を引っ張っちゃって、あの……」

「そんなことないですよ」

「……ふぇ？」

　舞那の言葉を否定したのは、京輔でも鋭利でもなかった。

　紳士は吐息した後、舞那の正面に回り、

「舞那さんも十分すごかったです。僕は足を引っ張るだろうと思っていたんですけど、予想を裏切られました。やればできるじゃないですか」

「し、紳士くん……」

　意外な人物からの賛さん辞じに、舞那が目を丸くする。照れ臭そうに頰を染めてうつむき、「……あ、ありがとうございます」と呟いた。

　京輔も「ああ」とうなずいて続ける。

「舞那はよく頑張ってくれたよ。つぅか、むしろ――」

「一番危なかったのは、舞那じゃなくって京輔なんじゃない？」

　鋭利がしれっと言い放ち、京輔の脇腹を突っついてきた。

「……一瞬、本気で『負けた』と思ったし。どうなることかと思ったわ……」

　突つかれた脇腹を押さえ、京輔は「……だな」と苦笑する。

「ワリぃ。まさか、上級生から集中攻撃食らっちまうとは――」

「そうじゃなくって」

　鋭利は肩をすくめると、京輔の手にあるバトンを指さし、

「……あんたがバトンを拾おうとしたとき。まだ触れてないのに、受け取る側がバトンを拾っちゃったら失格になるでしょ？」

「あっ――」

　言われて、初めて気がついた。

　その場合『バトンを投げ渡した』とみなされ、反則負けになるのだ。

　つまり、あのとき煉子が蹴りを入れてきたのは……。

「へぇ～。そんなルールがあるんだぁ～。知らなかったなぁ～。知らなかったよ！」

　京輔たちの視線を受けた煉子が、わざとらしくとぼけた。

「煉子、お前――」

「か、勘違いしないでくれるかなっ!?」

　煉子が開き直り、京輔たちから距離を取る。

「私が情けをかけてあげたのは、棒斃死で君たちを徹底的に潰すためだから！　助けてあげるつもりはないし、手加減するつもりもないから！　ないんだからあああぁ！」

「…………お、おう」

　人差し指を突きつけわめく煉子に、鋭利が「何そのツンデレ……」と呆れた。

「覚悟しておくがいいさ！」と捨て台詞を吐き、煉子がクラスメイトのところに走っていく。その後ろ姿を追う京輔と、

「……………………」

　煉児の目線がぶつかった。

　象牙色のガスマスク越しに、強い眼光が突き刺さるのを感じる。

　次は、いよいよ最終種目――。




「ああっ、残念！　敗れてしまいましたわ……残念ですの！　氷河さんたちと棒斃死でぶつからなくて残念ですのっ！　残念ですわぁ～、うふふふふふふふ」




　にらみあう京輔たち一年Ａ組と、煉子たち一年Ｂ組の眼前、返り血をたっぷり浴びた紗魔夜が、バンザイしながら笑顔でゴールインした。



























　暗み始めた空の下、数多あまたの傷が刻きざまれた大地に砂ぼこりが舞い踊る。白線で囲まれた戦場の中、向かいあうのは、幾いく多たの死闘をくぐり抜けてきた少年少女たち。

　赤と青――西と東で異ことなる衣装をまとった彼らの陣じん頭とうにはそれぞれ、風にクラス旗きをはためかせる大将リーダーが立ち、互たがいをにらみあっていた。

　片やさしたる特とく徴ちようもない没個性な少年、片や漆しつ黒こくのガスマスクで顔を隠した個性的な少女。二人の背後にずらりと並ぶクラスメイトは、共に十七――中には全身包ほう帯たいだらけの者や松まつ葉ば杖づえをついている者もいる。しかし、瞳ひとみは炯けい々けいとギラついていた。

　合戦場を思わすグラウンドに、雷鳴のような実況がとどろく。




『キチＧＵＵＵＵＵＵＹ・アアアアアアァンド・ビッチイイイイイイィズッ！　ディスイズ・ア・ファイナアアアアアアアアアアアアァル・ショウダウンッ！　長きに亘わたったフェスティバル・第十九回プルガトリウム更こう生せい学がく院いん《体育祭》も、いよいよ最終決戦！　十五の地獄を踏み越え勝ちあがってきた猛も者さどもが、死力を尽くして徹底的に潰しあう殺人鬼戦争マーダラーズ・ウオーズ《棒ぼう斃たお死し》のスタートだぜええええええぇい！　エブリバディ・セイッ！　ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！』




「「「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」」」

　観客たちが地じ鳴なりのごとく吼ほえ、放送席に中指を返した。爆音で鳴るＢＧＭが、彼らの熱に油を注そそぎこむ。

　栗くり栖すはその音量に負けじと声を張りあげ、

『おうおう、わかるぜテメェらの気持ち！　ファックでシットでオゥマイゴッドだ……一体誰が予想した？　強者ひしめく先輩たちを押しのけて、最後の舞台によじのぼってきやがったのは、チャチでヤンチャな一年坊主ども！　荒こう唐とう無む稽けい、前ぜん代だい未み聞もんの一年対決だああああああぁ！　二・三年生は全員首吊つって死ね、この恥はじさらしどもがッ！』

『……自分が競技に参加してないからって、言いたい放題ですね』

　舌したを垂たらしてディスる栗栖に、毒ぶす島じまがツッコんだ。

　応援席と罵ば声せいを浴あびせあう栗栖の隣となりで、実況を続ける。

『競技のルールは単純明快。選手自身の身体を棒に見立てて二十分間斃たおしあい、最後に立っていられた人数の多いクラスが、得点数にかかわらず優勝となります』

　――ゆえに、棒倒しではなく棒斃死。

　これ以上ないほど、直接的な潰つぶしあいである。

『では、ここで各クラスの代表選手から一言ずつコメントをいただきましょう。まずは得点数二位の一年Ａ組、神かみ谷や京きよう輔すけくん。開戦前の心意気をどうぞ』

「……………………」

　クラスメイトに旗はたを預けて、足元に来た紫色の毒どく蛇へびがくわえるマイクを受け取ると、京輔は深呼吸した。握にぎり拳こぶしを突き出して、

「――ブッ斃す。以上だ」

　一言。そこに全ての感情を乗せ、吐き捨てる。

　相手クラスが殺さつ気きだち、クラスメイトが沸わきたち、応援席から冷やかし混まじりの歓声が届いた。煉れん子こが「フシュー」と笑った、ような気がする。

『……はい、ありがとうございます。続きまして、得点数一位の一年Ｂ組。代表選手は氷ひ河かわ煉子さんですね。開戦前の心意気をどうぞ』

　京輔から煉子の足元へ移動した毒蛇が、口にくわえるマイクを差し出した。

　しかし、煉子はそれを無視。

　旗を煉れん児じに預けると、両手を頭の後ろに回して……。

　――カチャリ。箍たがの外れる音がした。

　黒い仮面マスクが脱ぬぎ捨すてられる。

　そうして、素顔が露あらわになった瞬間。

「「「――――――――」」」

　あれほど熱くなっていたはずの空気が凍りつく。誰だれもがポカーンと口を開けたまま、煉子の美び貌ぼうに視線を釘くぎづけにされていた。

　薄うす桃もも色いろの唇くちびるがゆっくり吊りあがっていき、牙のような犬けん歯しがこぼれる。名前の通り、氷ひよう河がを連想させる氷蒼色アイスブルーの瞳に冷たい狂気を浮かべ、煉子は嗤わらった。

「――ブッ斃す」

　煉子がタトゥーだらけの腕を持ちあげ、京輔の台詞をそっくり真似する。

　マイクを通さぬ肉声が、マイク以上の声量で響いた。

「…………なァんて、君は言うけどさ。本当に、その気があるのかい？　その気持ちがあるのかい、京輔ェ～？」

　沈黙した会場に、煉子の声が染しみ渡わたる。

　問われた側の京輔は、黙ったまま答えることができない。

　煉子が「ふふっ」と微笑ほほえんで持ちあげていた拳を開き、胸元に押し当てた。

　裸の瞳で、京輔を――京輔だけを射い貫ぬいて、

「私はあるよ」

　はっきりとそう言い放つ。

　クラスを代表した言葉ではない。煉子はただ自分のために、自分が想っている京輔のためだけに、しゃべっていた。体育祭など――自分と京輔以外の事情など、知ったことではないと言わんばかりに。




「大好きだから斃したい。大好きだから壊したい。大好きだから殺したい……君の全てが大好きだから、君の全てを手に入れたいと願うのは、すごく自然な感情なんじゃないかなァ？　心も身体も血も内臓も、笑った顔も怒った顔も泣いてる顔も死に顔も、全部私のものにしたいよ。――君はどうだい？　私の全てをほしいと思うかい？　それとも私に全てを捧ささげたいと思ってくれるかい？　あるいは心や身体くらいならほしいけど、血や内臓や命までは無理だと思っているのかな？　ふふっ……私はねェ、知りたいんだ京輔……君が私をどう思っているのか、どこまで想ってくれているのか。だから、本気でいかせてもらう。本気で君にぶつかって、邪魔な心の殻からを破って、君の中から本音を引きずり出したいんだよ。私が君に初めて想いを伝えた、あの日みたいにさァ？」




　大半の生徒は煉子が何を話しているのかわからず、当とう惑わくしているだろう。

　しかし、煉子がつむぐ言葉には不思議な求心力があった。

　わからずとも惹ひきつけられる。その狂想に、その熱量に――心をわしづかみにされ、否いや応おうなく惹きずりこまれる。

「煉子…………」

「ところで」

　ふいに、煉子が笑顔を消し去った。白銀色の柳りゆう眉びを吊りあげて、

「…………この音楽さァ、止めてくれない？　ガチャガチャガチャガチャやかましいんだよ。せっかくイイ殺意メロデイが流れているのに台なしになっちゃう！　この程度の不ふ協きよう和わ音おんじゃ私の中に鳴なり響ひびいている、複雑で優ゆう美びな旋せん律りつには到とう底てい及およばないんだよねェ。だから止めてよ、そこの君」

『へ？　あ、ええっと……わ、私？　有あり栖す川がわの栗栖ちゃん？』

　煉子に指さされた栗栖が目を白黒させる。

「うん。君だよ、派手なメッシュを入れた君。名前はどうでもイイんだけどさァ」

『お、おう……いや、いきなりそんなこと言われても困りますけど。ていうかお前さ、後輩だよな？　先輩アゴで使ってんじゃね――』




「――五う月る蝿さいな。つべこべ言わずに早く止めろよ、息の根止めるよ？」




『はーい、音楽止めてください』

　栗栖が素早くスタッフたちに指示を飛ばした。大音量で流れていたグラインドコアが停止され、グラウンドに静せい寂じやくが降りる。

　煉子が満足そうにうなずき「よくできました、先輩」と笑った。

　頭の上で指を組み「うゥ～ン」と大きく伸びをして、




「……さて、おしゃべりＭＣはこんなもんでイイかな？　準備も整ったことだし、そろそろ潰しあいライブを始めちゃおっか、皆ァ～？」




　背後に並んだクラスメイトに問いかける。彼らはすぐさま「「「おおおおおおおおおおおおおおおオオオォ！」」」と応え、天に拳を突きあげた。

　煉子がまとうカリスマ性に当てられ、すっかり心しん酔すいしているらしい。一年Ｂ組の気力が最高潮までブチあがる。

　その一体感に一年Ａ組の面々が怯ひるんだ。

「なんですかアレ、神谷さん……ほ、本当に煉子さんです？」

「やばすぎなんだけどまぢ、ミラクルハイパーアルティメットオソロじゃん!?」

「……始まったらすぐ死んだフリでもしとくかな。オレ、まだ死にたくねェし……」

「殺られる前にせめて一ひと揉もみ、いや二揉みくらいはしたいところだけどね」

「「Ｇ・Ｍ・Ｋ！　Ｇ・Ｍ・Ｋ！」」

「……コラ。煉子ＧＭＫは敵でしょ？　あんたもあんたもあんたもあんたも、弱気すぎ！」

　鋭えい利りが手にしたハリセンで、クラスメイトの頭をはたいていく。京輔たちが午前中、闘とう凶きようアームズコレクションで獲かく得とくした凶器（？）だ。

「はわわわわ。まさか煉子ちゃん、ガスマスクを脱ぬぐなんて……あうあう」

「むむむ。さすがは煉子さんです……でもでも、綾あや花かたちにはお兄ちゃんがいるもん！　鋭利さんもあっちゃんもいる。だから勝てるよ、大丈夫だよっ！」

「そうだそうだあああァ！　テメェら、なァ～にビビってやがる!?　あんなおっぱい、屁へでもねェ！　ちっぱいこそが至し高こうなんだよ、ヒャッハアアアアアアァ！」

「ち、乳ちちはともかく――気持ちで負けたら終わりだぞッ!?　煉子の奴はオレがなんとかすっから、あきらめんじゃねぇ！　いいかお前ら、全力で挑いどめええええええェ！」

「「「お、おおおおおおおおおおおおおおおオオオォ！」」」

　京輔も負けじとクラスメイトを奮ふん起きさせ、煉子をにらみつけた。煉子は薄く微笑んで京輔の眼光を受け止めている。

『ひ、ひいいいぃ……な、なななな、なんだよアイツ。ナメやがってぇ……あ、あんな怖い目でにらまなくってもいいじゃん……うう。クソ……クソぉ……』

『……えー、はい。氷河煉子さん、コメントありがとうございました！　では、競技に移りたいと思います』

　机の下でガタガタ震える栗栖に構わず、毒島がアナウンスを入れた。

　スコアボードの横に置かれたデジタイマーを見て、




『皆さん、準備はよろしいですか？　では、行きますよ……。第十九回プルガトリウム更生学院《体育祭》最終競技、一年Ａ組ＶＳ一年Ｂ組による《棒斃死》――』




　――開戦スタートです、の合図と同時。

　強きよう靭じんな声帯から生み出される咆哮グロウルが、グラウンドを震しん撼かんさせた。





×　×　×






　人の喉のど、ましてや煉子のような年とし端はもいかない少女の喉から発せられたとは到とう底てい信じられない獰どう猛もうで凶暴なその咆ほう哮こうに、相あい対たいする京輔たちはもちろん、味方である一年Ｂ組の生徒たちまで気け圧おされてしまう。刹那、

「さァ演やろうか、京輔エエエエエエエエエエエエェ！」

　獣があげる雄お叫たけびよりも尚、荒々しい死の声デスヴオイスと共に煉子が突っこんできた。

　直線ではない。うねるように蛇だ行こうし髪を振り乱し、地面を蹴って角度を変えつつ腕を振り、踊るようにして襲い来る。規き則そく性せいがなく傍はた目めにはでたらめにしか見えない軌き道どうと挙きよ動どう。だが、煉子の頭の中には鳴り響いているのだ。

　彼女を駆りたてている音楽が――。

　氷蒼色アイスブルーの瞳には、燃えたぎるような殺意が、爛らん々らんと輝いていた。

「チッ……殺る気満々じゃねぇか、煉子ッ!?」

　久方ぶりに殺意を向けられ萎い縮しゆくしていた京輔もまた、煉子を迎むかえ討うつべくグラウンドを蹴る。二人以外の生徒たちも遅れて動き出し、鬨ときの声をあげ突進していった。

「ヒャッハアアアアアアアアアァ！　テメェらの血は何色だアアアアアアァーッ!?」

「……上等よ、手加減抜きでやらせてもらおうじゃないの！」

「うわあああああああああああああああああああああああああああぁ！」

「死ねっ！　死ね死ね死ね死ね、死ねゴミいいいぃ！」

「僕はおこぼれ狙ねらいですかねぇ？　ふふ……誰か殺られたら、すぐにヤります」

　後先考えずに特攻するモヒカン、ハリセンを捨てて小こ太だ刀ちを構える鋭利、無む我が夢む中ちゆうで突とつ貫かんしていく舞まい那な、口汚くののしる綾花、ハリセンを拾い不ふ敵てきに微笑む紳しん士じ……。

　対する一年Ｂ組は――。

「爆はぜろリア充じゆう、弾けろ三次元。神罰・破壊・世界パニツシユメント・デストラクシヨン・ワールド！　ゆくぞ《片翼の死天使アズリエル》我らが究極奥義《詠唱に一時間要る黙示録スローモーシヨン・アポカリプス》だ！　……ブツブツブツブツ」

「何してるのよ、ミチローくん!?　競技が終わっちゃうじゃない！」

「二十分間、食べ放題の人肉バイキング……じゅるり。どれから、食べよう？」

　地面に魔方陣らしきものを描いて呪じゆ文もんを唱え始める道みち郎ろうに、道郎をたしなめるボブ、フォークを握りしめ駆けてくる千ち尋ひろ――そして。

「……………………」

　煉子に負けじと突っこんでくる、象ぞう牙げ色いろのガスマスク。こちらはただ黙もく々もくと、大地を踏み鳴らして直線的に向かってきていた。

　吹きすさぶ風。舞いあがる土つち煙けむりの中、両クラスの先陣がぶつかる。

　一ひと際きわ激しい声で吼ほえると、煉子が地面を蹴りつけて跳び、




「ほらほらァ、私の愛をもらっておくれよ、京輔エエエエエエエエエェ!?」




　――ブゥン！　と思いっきり右腕を振るった。

　狙いは首筋。鋼鉄すら破壊する一撃を、

「バカ言えッ！　んなモン受けたら死んじまうだろーが!?」

　かがんで避よける。煉子と京輔、交こう錯さくした両者の位置が入れ替わり、勢いあまった煉子が地面の上を転がった。

　振り返ろうとする京輔に、砂まみれの煉子が跳びかかってくる。野獣のように犬歯をむき出し、タトゥーだらけの腕を広げてじゃれつくように、

「あはははははは、当たり前だろう!?　私の想いはとっても重いんだからさァ！　恥ずかしがらずに受け止めて、そのまま潰れちゃったらイイんじゃないかなッ!?」

「いいわけねぇだろ！」

　抱きしめようとしてくる煉子をやり過ごし、京輔は冷や汗をかいた。

　最近すっかり丸くなっていたから油断していたが、これこそ煉子の本性なのだ。獣のように凶暴で、嵐のように暴ぼう虐ぎやくで、稚ち児ごのように無む邪じや気きな――人殺しのために作られ、育てられ、生き、存在している《殺害機関マーダー・メイド》。殺すことしかできない彼女は、殺すことでしか充足を得ることができない。――けれど、

「なんでだよッ!?」

　休む暇ひまもなく襲いかかってくる煉子をいなし、京輔は尋たずねる。

「綾花を止めてくれたとき、お前は言ってくれたよな。オレが悲しむことはしたくないって、どんなに強い殺意も殺してみせるって！　あの言葉は噓うそだったのか!?」

「噓じゃないッ！」

　――ブォン！　と左腕を薙ぎ、煉子が吼えた。

　そのまま身体を回転させて四肢を次々繰り出しながら、

「噓じゃないけど、仕方ないだろう!?　君と一緒に過ごす時間が長くなればなるほど、私の想いは募つのっていくし、想いが募れば募るほど、君を殺したいっていう私の気持ちは激しくなってきちゃうんだから！　ガスマスクを外すたび毎晩毎晩毎晩毎晩、君を殺したくても殺せない葛かつ藤とうに悩んで、惚ほれてほしいのに惚れてもらえない苦く渋じゆうにもだえて、鋭利や舞那や紗しや魔ま夜やちゃんと親しくしている君を思い出してはイライラとして、そんな自分のわがままにまたイライラとして、それでもやっぱり君が大好きで……うううぅ、もうっ！　私は行儀のイイ淑しゆく女じよじゃないんだ！　たまには欲望のまま、自分勝手に君を殺して、手に入れたいと想っちゃうんだよ、京輔エエエエエエェ！」

「――ぐうッ!?」

　かわしきれず、煉子の右腕を受け止めた左腕がきしむ。

　止まったはずの殺意が流れているのは『片想いでも構わない』『相手の気持ちなんて知らない』などと、今の煉子が自や棄けになっているからなのかもしれない。

　狂おしく度どしがたい恋慕の殺意メロデイが、煉子を暴走させていた。

「その旋律に、私は詞うたを乗せるんだ――殺してしまえ殺してしまえ、殺せば全部うまくいくッ！　片想いだろうが両想いだろうが死んだらそこでおしまいさ、だからさっさと殺してしまえッ！　四の五の言わずになぐり殺せ、何か言わせる暇も与えず絞め殺せ、完かん膚ぷなきまで破壊しろ、その血を肉を内臓を、かき回して陵りよう辱じよくしてやれ、気が済むまでなぶって殺せッ！　自分を殺さなくてイイ、愛しい君を殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して、そして満足しちゃおうってさアアアアアアァ!?」

「――かはッ!?」

　腹に煉子の右足が食いこむ。

　吹っ飛ばされた京輔は、地面をゴロゴロ転がった。酸素を求めてあえぐ右胸――肺のある位置に、煉子が靴を踏み下ろす。

　京輔を見る透き通った美貌は、泣きそうに歪ゆがんでいた。

「…………君は？　私はこんなに君を想っているけど、君は私をどう想っているんだ、京輔？　はっきり教えてくれとは言わないよ。ただもしこの戦いで君が負けたら、私はママの言う通り、君をあきらめなくっちゃダメかもしれないからさ……」

　言って、煉子が周囲に首をめぐらせる。

　――今やすっかり戦場と化すグラウンド。怒号と悲鳴が飛び交う端はし々ばしで、両クラスの生徒がぶつかりあっていた。

「ギャハハハハハハ、弱すぎンだよ！　久く瑠る宮みやちゃんに比べたら、テメェら雑ざ魚この一撃なんざ屁でもねェ！　片っ端から叩きのめして――うわらば!?」

「何か言ったかしら？　よく聞こえなかったわ」

　高笑いするモヒカンが、ボブに拳をもらって吹っ飛び、

「いった、だっき、まああああああぁす！」

「これでも食らえっ！」

　血走った目をギラギラさせて躍りかかる千尋に、綾花が握った砂を投げつける。

「クッ!?　こ、こんなときに限って……鎮しずまれ《片翼の死天使アズリエル》！　此こ奴やつ、久方ぶりの戦場に血が滾たぎっておるわ！　殺意の波動が――グッ、ぐわあああああああああ!?」

「戦場なのに何鎮めとんねんっ！」

　左腕をつかんで叫ぶ道郎に、紳士がハリセンでツッコミを入れ、

「紳士クンこそ遊んでないで真ま面じ目めに殺やれし！　荒あら太たと影かげ郎ろうやられちゃったじゃん!?」

　紳士の手からハリセンを奪うばった友美が、紳士の頭をスパーンとはたいた。

　そして、最も厄やつ介かいな煉児は――。

「……………………ッ!?」

「チッ。この刀が鈍にぶいのか、この男が硬かたいのか……イマイチ刃が通らないわね。こんなことなら反則覚悟で《朱す裂ざく》を仕込んでおけばよかったわ」

「はわわわわわわ、えいっ！　えい、えいっ、え――あひぃ!?　あうあう……ああっ、危なかったで――ずこおおおおおおぉ!?」

　煉児の拳をひらりひらりとかわしつつ、小太刀を振るう鋭利と、八はつ角かくげんのうを手に煉児の脛すねをコツコツ叩き、神かみ業わざ的てきなドジを起こして危険を回避しながら奇襲を仕し掛かける舞那に苦戦している。

　鋭利はともかく舞那は意外な奮ふん闘とうぶりだった。リレーで自信をつけたのか、テンパりながらも勇ゆう猛もう果か敢かんに挑いどみかかっている。

　皆が皆、必死の形ぎよう相そうで『勝利』を求め争っていた。

　その様相から京輔へと視線を戻し、煉子が問いかけてくる。

「…………ねェ、京輔。君は私に勝ちたいのかい？　それとも、勝ちたくないのかい？　応こたえてくれよ。応えてくれよ、京輔ェ!?」

　直後、京輔の身体をぬい止めていた煉子の足が持ちあげられて、骨ごと踏ふみ砕くだくべく叩きつけられた。京輔は素早く地面を転がって避け、

「わかんねぇよッ！」

　叫ぶと同時に起きあがり、肩口からぶつかっていく。初めて自分の方から攻めてきた京輔に、煉子が「わっ!?」と不意を打たれる。煉子の身体を押し倒して馬乗りになり、言葉を叩きつけた。

「勝ちたいのか勝ちたくないのか、離れたいのか離れたくないのか、好きでいたいのかいたくないのか、オレは正直よくわかんねぇ！　ただ――」

　右の拳を振りあげる。

　ガスマスクのない素顔を真っすぐに見つめて、

「負けたくはねぇ！　勝ちたいなんてはっきり応えられるほど、オレの想いは確かじゃないけど……こんな形で終わらせたくないし、離されたくもない！　そう思えるくらいには、オレはお前が大切なんだよ、煉子おおおおおおぉ！」

　咆哮と共に拳を打ちこんだ。

「…………ッ!?」

　瞳を見開く煉子のかたわら、グラウンドへと。

「……京、輔…………？」

「大切だから――」

　地面にめりこむ拳を握りしめ、京輔は続ける。

「傷つけたくないんだよ。『ブッ斃す』とか『負けたくない』とか言うくせに、なんだそれって感じだけどさ。オレは、お前をなぐりたくない……なぐれないんだ」

「――――――――」

　煉子が黙だまった。

　しきりにまばたきをしてから、

「…………ふっ……ふふっ…………」

　嗤う。打たれるはずだった頰に手を当て、可お笑かしそうに笑った。

「あはは！　本当になんだい、そのわがままな言い分は？　負けたくないのに斃したくないなんて虫がいいにもほどがあるだろ、ふふっ……あははははははははは！」

　――でも、と煉子が哄こう笑しようを止める。くすぐったそうに目尻を下げて、

「悪い気はしないねェ？　中々イイ殺意メロデイだ。前に告白したときは、本気で顔をなぐってくれたのにさァ……ねェ京輔、コレはアレかな？　あのときから今までに、少しは君の心を動かせたってことでイイのかな？」

「……ああ。そうなるな」

「両想いになりかけてるってことでイイのかな!?」

「……あ、ああ？　いや、なるかどうかはわかんねぇけど――」




「そうかい。だったら私の負けでイイや、もう……」




「えっ」

　言うなり煉子が瞼まぶたを閉じて、四し肢しの力をだらんと抜いた。

　先刻までの凶暴さはどこへやら、ＢＰＭが一気に落ちるブレイクダウンのように突然大人しくなる。

「惚れた女の弱みというやつさ。君の気持ちを聞かされちゃったら、殺る気がすっかりなくなってしまった……せっかく君が私に惚れかけてるのに、殺しちゃったらもったいないもん。今の私は、君を殺したくない……殺せないんだ。だから負けェ～」

「煉子――」

「けど、まだ勝負は終わっていないよ」

　煉子はグラウンドに転がったまま、寝言みたいに呟いた。

「棒斃死でも勝たなくちゃ。私のことはなぐれなくても他の子たちはイケるんだろう？　なら、問題はないよねェ～。『負けたくない』って君の言葉が……『こんな形で終わらせたくないし、離されたくもない』っていう君の想いが偽いつわりじゃないこと、競技に勝って見せておくれよ」

　イタズラっぽく片目を開く煉子に京輔は目を閉じ、

「――おう、任まかせとけッ！」

　力強く応えた。

『…………ん？　お、おおおぉっとおおおぉ!?　他の奴が邪魔でよく見えなかったが、一年Ａ組・神谷京輔が、一年Ｂ組・氷河煉子を斃したっぽい!?　マジかよ、すっげぇ！　さすがは《十二人殺した殺人鬼》だぜ！　ていうか、アイツが見かけ倒しだったのか？　地面に転がる氷河煉子を置き去りにして、暴れ出したああああああぁ！』

『ついでに有栖川さんまで暴れ出しました』

　煉子がやられたと知った途端に、栗栖が元気を取り戻す。

　威い勢せいのいい実況が響く中、京輔はグラウンドを駆けずり回り、片っ端から相手クラスの生徒を斃していった。

「フハハハハハハ！　ようやく来たなァ、我が宿命の好敵手ライバルよ！　《片翼の死天使アズリエル》も待ち焦こがれていたぞ!?　存分に殺しあおうではないかッ！　……と云いいたいところなのだが、我らの相手をするにはまだ早い。まずはあそこの氷河煉児を――ぐはぁ!?」

　ごちゃごちゃやかましい道郎をなぐり飛ばして黙だまらせ、

「ふふふふふふふ、捕まえた……どこのお肉から食べてあげよう？　頰ほお？　腕？　肩？　胸？　脚？　お尻？　じゅるじゅる……どれも、美お味いしそ――ひゃふん!?」

　綾花に覆い被さっている千尋を引きはがして放り投げ、

「えいっ、えいっ、えいっ！　まったくもぉ、しぶといわねぇ！　いつになったら倒れてくれるのかしら？　いっそのこと寝技にでも持っていった方が――きゃあっ!?」

　左手でモヒカンの胸ぐらをつかみ、右手で顔面をなぐりまくるボブの頭から小麦袋をかすめ取る。ボブが両手で顔を覆って「いや～ん!?」とうずくまった。

　棒斃死が開始してから、およそ十分。そうして、あらかた戦力を削そいだ後――京輔はいよいよ最大の敵、氷河煉児に挑みかかる。

「斃れろおおおおおおおおおぉ！」

　鋭利と舞那に翻ほん弄ろうされている煉児のお腹なかに、持てる全ての力をこめて右ストレートを打ちこんだ。

「……………………ッ!?」

　疾走の勢いを乗せ叩きつけられた拳に、煉児の巨体が揺らぐ。煉児の背後へ回る鋭利と、地面に倒れ伏した舞那が「京輔ッ!?」「京輔きゅんっ!?」と目をむいた。

「斃れろ、斃れろ、斃れろ、斃れろ、斃れろおおおおおおおおおぉ！」

　よろける煉児を京輔は猛もう追つい。

　巌いわおのような上半身に拳をブチこみまくる。

　一発、二発、三発、四発、五発、六発、七発……。

「――シュゴッ!?」

　八発目でとうとう煉児が吹っ飛んだ。それまで無む類るいの強さを誇ほこっていた化け物が圧倒されている光景に、ギャラリーが沸く。

「うっきゃあ――――っ！　京輔さま、素敵ですのおおおぉ！」「なっ……なんという一年なのだ、信じられん！」「…………そうですね」「馬鹿ナ!?　我ガ瞬殺サレタ相手ヲ押シテイルダト？」「あ……あぁ……っ！」「まいったな。兄弟三人がかりで仕し留とめきれないわけだよ」「大したものだね」「殺やるじゃん」「だが、正義が屈くつすることはないッ！」「いいぞ神谷ァ、そのまま押しきれ！　奴を斃せば、勝ったも同然だッ！」

「うおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　応援席の熱気に背中を押された京輔は、さらに追撃。

　倒れた煉児に馬乗りになると、無我夢中で顔面をなぐった。ガスマスクなどものともしない京輔の拳打が、左右交互に叩きこまれる。

　――それだけではない。

「ヒャッハアアアァ！　今だ今だァ、殺せエエエェ！　ブッ殺せ！」

「ふひひ。ガスマスク、皆でボコれば怖くない！　食らえ金的、食らえ金的ぃ！」

「キャハハハ、紳士クンってばまぢ鬼き畜ちく！　ボッコボッコにしてやんよ！」

「クスクス。敵からノコギリを奪うばってきました！　コレを使って――」

「えいっ！　えいっ、えいっ、弁べん慶けいの泣きどころですっ！　えいっ、えええぇい！」

「「うわああああああぁ！　許してくれえええぇ、ＧＭＫええええええぇ！」」

「……死ねばいい！」

　生き残っているクラスメイトが群がり、集団リンチを加え始めた。煉児の巨体があっという間に呑みこまれ、猛もう烈れつな砂ぼこりが立ちのぼる。

　一年Ｂ組の生徒たちが躍やつ起きになって止めようとするも、波に乗った一年Ａ組の勢いを止めることはできない。むしろリンチに巻きこまれ、次々撃げき沈ちんされていく。

「…………………………………………」

　やがて土煙が晴れたとき、残されたのは全身生なま傷きずだらけのガスマスク。煉児は手足をだらりと弛し緩かんさせ、地面に横たわっていた。

「ハァ、ハァ……ハァ、ハァ……や、やった……のか？」

　振るい続けていた拳を止め、京輔は象牙色のガスマスクを見下ろす。

　反応は――ない。恐る恐る身体の上からどいてみても、煉児が起きあがってくる気配は一向になかった。

「ハ……ハハ……ハハハハ、ハ……」

　笑いと一緒にこみあげてくる、達成感と安あん堵ど感かん。手加減せずなぐりまくったおかげでじんじん痛む拳を突きあげ、

「「「や……やったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」」」

　京輔たちが快かい哉さいを叫んだ、次の瞬間だった。




『煉児――殺れ』




　マイクを通した冷たい声が響くと同時、跳はねるように起きあがった煉児が牙をむく。咆哮する京輔の背後、タトゥーだらけの右腕を引き、

「京輔くん、危あぶにゃああああああぁい！」

「え？」

　反応できない京輔の身体を、舞那が突き飛ばしてきた。

　直後、轟音――そして、ズウウウゥン！　と地震のような衝撃。

　近くにいた生徒たちが「「「うわあああぁ!?」」」と腰を抜かして後ずさる。

　地面に倒れこんだ京輔は、舞那に覆い被さられながら、数瞬前まで自分が立っていた場所に視線を釘くぎづけにされていた。

「……………………は？」

　何が起こったのか、わからない。煉児の拳を受けた大地は砲ほう弾だんでも撃ちこまれたかのように吹き飛び、巨大なクレーターが生まれている。

　敵も味方も全員動きを止めて、信じがたい惨さん状じようを凝視していた。

　――そこへ。

『あーあーあーあー、やっちゃったねぇ？　ふふふ……』

　笑い声。放送席のマイクを奪い取った零れい子こが、愉しそうに言う。

『触らぬ神に祟たたりなし。余よ計けいなことなんかせず二十分間逃げ続けていれば、もしかすると勝てていたかもしれないのにさぁ。自分たちの手でわざわざ《安全装置の安全装置アンリミツター》を発動させちゃうなんて、愚おろかだなぁ……ふふっ。本当に、愚かだよ……』

「……………………フシュー」

　零子の嗤いに同調するように、煉児が排はい気き口こうから吐息を漏らした。クレーターから拳を持ちあげ、ガスマスクの後ろに両手を回す。

　――カチャリ。鎖くさりの切れる音がした。

　化け物を縛しばる《安全装置リミツター》が外れる。

　直後、爆発的にふくれあがった殺気が波は紋もんのように広がり、

『さぁ煉児、遠えん慮りよはいらないよ。京輔くんを――』

「ママああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアァ!?」

　甲かん高だかい悲鳴があがった。





×　×　×






『…………煉子』

　口にしかけた言葉を呑み下し、零子が京輔から視線を移す。勢いよく跳ね起きた煉子が、飛びかからんばかりの剣けん幕まくで放送席をにらみつけていた。

　零子と京輔、両者の間に立った煉子は声を震わせ、荒々しくわめく。

「な、何を……何をしようとしているんだよ、ママあああァ!?　話が違うじゃないか！　殺さないって約束しただろ!?　なのに、どうして――」




『気が変わったから』




「――え？」

　あっけらかんと告げた後、零子は『だってさぁ……』と頰をふくらませ、

『真面目に殺らないんだもん。棒斃死の前、私は言ったはずだよね？　京輔くんを殺すつもりで潰しにいってあげようねって。それに煉子はうなずいたじゃないか。なのに、どうして潰さない？　わざと降こう参さんしたりするんだ？　それこそ、話が違うだろ』

「うっ…………」

　煉子の怒ど気きがしぼんだ。狼ろう狽ばいしつつ言い逃れをする。

「そ、それは確かにそうだけど……仕方がないだろうママ？　京輔の気持ちを聞かせてもらったら、殺意が止まっちゃったんだから！　殺る気がなくなっちゃったんだから。つまり、その……私にそう感じさせた時点で、京輔の勝ち……じゃ、ないのかな？」

『――――――――』

「え、ええっと…………ママ？」

『仮に』

　零子がぽつりと呟いた。今までの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きはない。

　真剣な目で煉子を射い貫ぬき、問いかける。




『それでも私が殺せと言ったら、煉子はちゃんと殺してくれるの？』




「――――――――」

　沈黙。煉子は答えず、首をめぐらせた。

　ガスマスクを脱ぎかけたまま停止している煉児を見、呆あつ気けに取られる生徒たちを見、京輔を見つめる。氷蒼色アイスブルーの双そう眸ぼうに感情はなく、乳白色の相そう貌ぼうに表情はない。

「煉子……」

「…………私は」

　やがて、煉子が消え入りそうな声を漏らした。首を戻して深呼吸すると、自らの母親であり製作者でもある零子のことを真っすぐ見つめ返して、




「ううん。私は殺さない」




　はっきり自分の意志を示した。

『…………そう』

　零子が目を伏せる。その口元がほころんだ。

『わかったよ。煉子がそこまで言うんだったら、仕方ないな。やれやれ……』

　頰をかきながら苦笑し、煉子が面おもてをあげる。

「ママ！　よかった、ありがと――」




『じゃあ、私が殺してあげよう』




　零子の瞳はまったく笑っていなかった。「……へ？」と固まる煉子に肩をすくめて、零子は続ける。

『煉子が殺せないなら、私が煉児に頼んで殺してもらうよ。じゃなきゃ、そのうち煉子が殺されちゃうかもしれないからさ』

「……私が？」

『うん。だってそうだろ？　殺すために作り出された《殺害機関マーダー・メイド》が殺せないなんて、存在している意味がないもん。しかも、煉子が固こ執しつしている京輔くんは《組ウ織チ》に直接関係のない、反感さえ抱いていそうな人間だ。これで危険視されない方がおかしいじゃないか。《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》的にも色々マズイ……もちろん私は煉子を道具だなんて思っちゃいないし、娘として大事に想っているよ？　だからこそ、煉子のことはなんとしてでも守りたいんだ。少しくらい、想いを無む下げにしてでも』

「マ、ママ…………」

　強い口調で言い放つ零子に、煉子がたじろいだ。すると、




「おいコラ貴様ァ、零子オオオオオオオオオォ！」




　応援席から久瑠宮が声を荒らげる。

「何をしている!?　神谷は理事長のお気に入りだぞッ!?　それを勝手に殺すなど、後でどんな目に遭あわされるか、わかったものじゃ――」

『どうでもいい』

「…………なんだと？」

『どうでもいいだろ、そんなこと。立場的には私の方が上だし……京輔くんがあいつのお気に入りって言うんなら、煉子は私のお気に入りなんだ。それが壊され、潰されかけているのに、放っておけるわけがない。いいから君は黙って見てろよ、ひじりん』

「零子ッ――」

　久瑠宮が歯を食いしばり、忌いま々いましそうに零子をにらんだ。

　親友とはいえ理事長以上の力を持つらしい零子に本気で命令されたら、逆らえないのだろう――白はく昼ちゆう堂どう々どう生徒が殺されかけているにもかかわらず、プルガトリウム更生学院の教師は、誰一人として動かなかった。

　まだ学院の正体を知らされていない一年生はもちろん、煉子の正体を知らない上級生たちも、事態がよく把は握あくできずに困こん惑わくしている。

　ざわめく生徒たちを無視し、零子が「こほんっ」とせき払いした。

『ごめん、話が逸それてしまったね？　つまりさ、私は懸け念ねんを抱いているんだよ。煉子が京輔くんを想い続けることで、余計な危き惧ぐを生むんじゃないかと心配してるんだ』

「……危惧？」

『うん。煉子、ひじりんの命令に背いて京輔くんをかばったらしいじゃないか、ええ？　その上、今は私に逆らっている……この話が上層部に伝わっちゃったら本気でヤバイんだってこと、煉子は理解しているの？　理解していて尚、私に牙をむいてるの？　だとしたら、コレはもう立派な反逆だ。少なくとも《組ウ織チ》にはそう捉とらえられるだろうね。いくら私でも、かばいきれない……ねぇ、今度はちゃんと命令させてもらうよ？』

　零子が声のトーンを落とす。うなだれている娘に向かい、

『煉子。京輔くんを殺――』

「やだああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアァ！」

『…………ッ!?』

　絶叫。思いがけなく強い拒きよ絶ぜつに、零子がビクッと身体を震ふるわせた。こぼれんばかりに目を見開いて、中途半端に口を開いたまま呆然としている。

「私は――」

　煉子が喉を震わせた。タトゥーに彩いろどられた手を握りしめ、

「私は、まだ京輔を殺したくない。殺意が止やんでる今だからこそ思うんだ。触れたい。触れてほしい。知りたい。知ってほしい。もっとたくさん一緒に過ごして、もっとたくさん笑いあいたい！　そうしていつか互いに想いあえたら、愛の調べにこの身を任まかせて思う存分、完かん膚ぷなきまで徹底的に優しく激しく狂おしく殺したいッ！　だから嫌だよ、こんなの嫌だ。誰がなんと言おうと、やっぱり絶対にやだっ！　もし、それでもママがこの場で京輔を殺そうとするんだったら――」

　煉子が唇を引き結ぶ。

　誰より大きい存在であるはずの零子に、




「させないよ。私が京輔を守る。私以外の誰にも、殺させたりしない！」




　凜りんとして吐き捨てた。

『………………………………』

　対する零子は無言。無表情。無反応。――ややあって、

「そうかい。わかった。よくわかったよ……」

　零子がマイクを置いて眼鏡めがねを外し、疲れたように目め頭がしらを揉もむ。笑おうとして失敗したのか、目元と口元がヒクッと中途半端な痙攣を起こした。

「なるほどね？　思ってたより遙はるかに重症みたいだ……恋は盲目、心の病やまいか。まったくその通りだよ。ふふ――ふざけやがってッ！」

　零子が癇かん癪しやくを起こし、外はずした眼鏡を叩きつける。

　地じ団だん駄だを踏み、眼鏡を踏み砕きながら、

「何が嫌だだ、何が殺さないだ、何が殺したくないだ、何が殺させないだ!?　狂ってる……恋が煉子を狂わせて《殺害機関マーダー・メイド》を壊してる。正気じゃないよね。冗談じゃない！　煉子は私の大切な娘で、大事な作品なんだ……私には煉子の母親として、娘の間違いを正さなくちゃいけない義務がある。私には煉子の製作者として、創作物の故こ障しょうを直さなくちゃならない責任がある！」

　奥歯を強くかみしめて、零子が深くうつむいた。

「だから正そう。だから直そう。だから救おう！　煉子を狂わせ、壊している病びよう巣そうを、取り除いて助けよう！　私が煉子を守らなきゃ、誰も煉子を守ってくれないんだから。嫌われてもいい。憎まれてもいい。恨うらまれてもいい。だって、私は…………」

　――煉子を愛してるんだから、と。

　呟き、マイクを握りしめる。

『煉児。お姉ちゃん、ちょっと浮かされちゃってるみたいだからさ……邪魔をされたら構うことはない。引っぱたいて目を覚まさせてあげてよ。煉児ぃ――』

　零子が視線を動かした。絶対零度の眼まな差ざしで京輔をにらみ、




『殺せッ！』




　命じた、次の瞬間。

「――――――――ッ！」

　煉子に匹敵する雄叫びをあげ、煉児が動く。

　蹴りつけられた地面が陥かん没ぼつして弾はじけ飛び、直後。

「京輔ええええええエエエエエエェ!?」

　煉子の悲鳴。砲撃じみた煉児の拳撃が、標的ターゲツトに叩きこまれた。





×　×　×






　轟音。激震。爆発、四散。

　砂煙が視界を塞ふさぎ、粉ふん砕さいされた地面の破片が降ふり注そそぐ。咄とつ嗟さに飛びのき、拳を避けた京輔は、尻もちをついたまま慄りつ然ぜんとしていた。

　目の前には二つのくぼみ。重なるように生まれたそれらは、煉児の拳がもたらす破壊の痕である。後わずかでも反応が遅れていれば、辺りに飛び散っていたのは土くれではなく肉片だったかもしれない――。

「は、はわ……はわわわ……はわわわ、わわわ……」

　巨大なクレーターを挟み、こちらも危うく巻きこまれかけた舞那が恐怖に打ち震えていた。その瞳が捉えているのは京輔ではない。

　地面に拳を突きたてたまま、たたずんでいる化け物だ。

「……………………」

　二メートル以上ある巨きよ軀くを、鋼鉄のような筋肉と漆しつ黒こくのトライバル・タトゥーで覆い尽くした異形の偉い丈じよう夫ふ、その頂いただきに。

　露わになった、少年の――麗しく精悍な横顔があった。

「………………………………」

　筋骨隆々とした身体に似つかわしくない、優美で繊せん細さいな顔だち。全体的に彫ほりが深く陰いん影えいがくっきりとした容よう貌ぼうは、大理石から削り出された彫ちよう刻こくのようだ。

　表情らしきものも一切浮かんでおらず、それがますます人間味を薄くしている。ガスマスクを失って尚、感情の読めないその顔が――。




「……………………カミヤ、キョウスケ」




　京輔を捉えた。初めて聞く声もまた、無む機き質しつで淡々としている。しかし、ガスマスクと同じ象牙色の瞳には、濁だく流りゆうのごとき殺意が渦うず巻まいていた。

「うっ――」

　煉児と目があった瞬間、京輔はピクリとも動けなくなる。

　全身くまなく肌があわだち、指一本すら動かせなくなる。

　呼吸も止まっていた。今まで感じたことのない戦慄が――対たい峙じしているだけで潰されそうになる重圧が、身体の自由を奪い取る。

　後ずさることすらできない京輔に、煉児が腕を持ちあげて……。




「ちょっと待ったアアアアアアァ！」




　拳を打ちこもうとした、直前。

　視界の外から割りこんできた人影が、京輔の身体をかすめ取る。「おわっ!?」と驚く京輔を抱え持ち、煉児の手が届かない距離まで運んでくれた、その人物は――。

「ふふっ。やァ京輔、危なかったねェ？」

「れ、煉子…………」

　氷蒼色アイスブルーの瞳を優しく細め、鋭い犬歯を光らせて、氷河煉子が薄く笑った。首の後ろとヒザ裏に回している手を下ろしつつ、




「大丈夫だよ、殺らせない。君の命は私のものだ」




「……あ、ああ」

　毅き然ぜんと言い放たれ、京輔は戸惑う。

　煉子の態度や言動ではない。煉子の一いち途ずさや純情さでもない。

　そんなもの、今まで散々見せつけられている。

　京輔が戸惑っているのは、このとき自分自身が覚えた感情だ。

「正直、煉児はかなり手て強ごわいけれど、君に対する私の気持ちの方が百倍強いからねェ。京輔は安心して――」

「守られとけ……ってか？」

「うん。そしてできれば、鋭利や舞那や綾花ちゃんと一緒に逃げてもらいたい……もう棒斃死どころじゃないと思うしさ。巻きこまれないよう、できる限り遠く――」

「断る」

「どうしてさッ!?」と目をむく煉子に、京輔は答えた。

「言ったじゃねぇか。こんな形で終わらせたくないし、離されたくもねぇって。それに対してお前は言っただろ。オレの言葉が噓じゃないこと、見せてくれって」

　だから――。




「オレも一緒にやらせてくれ、煉子！　オレとお前で力をあわせて、あの化け物じみた野郎をブッ斃そうぜ」




「京輔…………」

　澄んだ瞳を揺らめかせ、煉子がしきりにまばたきをする。それから「……あはっ」と噴き出して、嬉しそうに犬歯をむいた。

「あはは。そうだね、確かにそうだ……ふふっ。ごめんよ京輔、どうやら私は君を甘く見ていたらしい。うんうん、そうだね、そうしよう。二人で一緒に演ろうじゃないか！　きっと最高の共演セツシヨンができるよ。あはっ、あはははははは！　ほぉら、早速流れ始めた……初イ期ン衝ト動ロから最高潮の神曲が！　イイねェ～、この殺意メロデイなら殺れない気がしない！　思いっきり暴れさせてもらおう。ちゃんと遅れずついてこいよォ、京輔エエエェ!?」

「お前こそッ！」

　応え、早くも動き出した煉子の後を追う。

　とどろく咆哮グロウル。二十メートル近く開いた距離を走破し、煉子が煉児に躍りかかった。地面を蹴りつけて跳び、コマのように回転しながら右腕を振り抜く。

「こおおおおおおォら、煉児いいいいいいィ！」

「……………………ッ!?」

　首を狙った煉子の腕は、煉児の屈強な腕により防がれた。だが、回転は止まらない。煉児の腕に打ちつけた手をからませ、煉子が回る。捕らえた腕を基点に回転し、

「お姉ちゃんの恋こい路じをォ――」

　背中側へ移動。逆サイドの肩を使って素早く軌道を変ずると、

「邪魔するんじゃなああああああアアアアアアァい！」

　一いつ喝かつ。頭頂部に右腕を叩きつけた。

　煉子のトリッキーな動きに対応できない煉児は、それをマトモに食らってしまう。

　今まで無表情だった素顔が、わずかに歪んだ。

「……………………ッ！」

　しかし、それだけ。熟うれた果実のように人の頭を潰せてしまう煉子の一撃も、煉児の頭蓋骨を破壊することはできない。

　どころか、煉児が蚊かでも払うみたいに腕を動かしただけで、煉子は「うひゃあ!?」と弾き飛ばされる。地面を転がり「イタタタ……すっごい力だなァ、もォ！」と顔をしかめる煉子に、煉児が腕を伸ばした。

「待ちやがれッ！　テメェが殺んのはオレだろうが!?」

　その脇腹へ京輔の右ストレートが突き刺さる。

　鋼鉄でもなぐったような手応え――だが、痛みは感じない。

　身体の内で燃えたぎっている熱情が、ありとあらゆる負の感情を焼き尽くしてくれていた。不安、恐怖、諦てい念ねん、絶望……。

　京輔の身体を縛りつけていた戦慄と重圧は、あのとき――煉子が味方についてくれた瞬間、綺麗さっぱりなくなってしまった。

　煉子と肩を並べて立ち向かえるなら恐れるものなど何もない、と。強く感じることができたから。

「負ける気がしねぇ」

「……………………ッ!?」

　肉眼では捉えきれない煉児の拳を、京輔は避ける。爆散する地面の欠片かけらを背中に受けながら、右に続けて左のショートフックをブチこんだ。

　分厚い腹筋に鎧われた身体はビクともしないが、知ったことじゃない。

　二発で斃れないなら四発、四発で斃れないなら八発、八発で斃れないなら十六発――斃れるまで打ちこむだけだ。
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　煉子のごとく咆哮し、狂ったように拳をブチこみまくる。

　鬱うつ陶とうしそうに顔を歪めて反撃しようとする煉児を、

「ほらほら、煉児ィ!?　京輔ばっかり見てると、地獄を見るよォ!?」

　煉子が強襲。ガラ空き状態の側頭部に右腕を叩きつけた。

　さらにそこから煉児の脇腹に左腕、後ろ回し蹴りからの右かかとをねじこむと後退。振り返りつつ薙がれた煉児の腕を回避する。

　――そして。

「おい、こっちだ煉子弟ッ！　よそ見してると、怪我するぞ!?」

　煉子に意識が向いた煉児のアゴ裏に、京輔のアッパーカットが突き刺さった。

「……………………ッ!?」

　煉児の巨体が揺らぐ。ゆっくりと――だが確実に、消しよう耗もうしている証拠だった。

　京輔が視界に入れば、煉子は死角へ逃げる。

　煉子が攻められれば、京輔は攻めに転じる。

　互いの隙をカバーしあって、生まれた隙を突きながら、京輔たちは煉児と互角以上に渡りあっていた。

　大地を砕く煉児の拳打は、未だ一度も直撃していない。

　ぶつかりあいに巻きこまれないよう距離を取り、固かた唾ずを呑んで見守る生徒たちの中、綾花が叫んだ。

「お兄ちゃあああああああああああああぁん、煉子さああああああああああああぁん！　そんな邪魔者、二人でブッ斃しちゃえっ！　小こ姑じゆうとなんかやっつけちゃええええぇ！」

　綾花の激励をきっかけにして、他の生徒たちも続々声を張る。

「「Ｇ・Ｍ・Ｋ！　Ｇ・Ｍ・Ｋ！」」「「か・み・や！　か・み・や！」」「京輔さまああああああぁ、死なないでくださいましぃ！　……氷河さんは死ね、ですのっ！」「ひいっ!?　あ、危ない……見てるこっちが死んじゃいそうですよ。あうあう」「チッ……ああもう、もどかしいわね！　紅ウ羽チの刀があればあんな奴、すぐに斬きり伏ふせられるのに――」

　などなど。すると、栗栖も中断していた実況を再開し、

『ホワァアアアアアアッツ!?　なっ、なななな、なんだぁ、あの戦いは!?　化け物ＶＳ化け物feat.化け物みたいになってんじゃねぇか。じょ、状況はよくわかんねぇけど……とにかくやべぇ！　グラウンドが凸でこ凹ぼこになってんぞ!?　あんなん食らっちまったら即死じゃん……しかし、ちっとも当たらねえええぇ！　ヒット＆アウェイを繰り返し、神谷京輔＆氷河煉子の化け物ペアが、氷河煉児を追いつめてイクゥ！』

『……………………』

　ギャーギャー騒ぐ栗栖のかたわら、零子は眉み間けんにシワを刻んでいた。視線の先では、煉子が活いき活いきした表情で暴れ、愉しそうに哄笑している。

「あはははは！　最高だよ、最高だッ！　静動・緩急・軽重・清せい濁だく・美び醜しゆうが複雑怪奇に入り交じる、とっても素敵なマスコアじゃないか！　イイねェイイねェすごくイイッ！　皆にも聴かせてあげたいよ！　ねェ、聴きこえないかい？　ほらほらほらアアアァ!?」

　一体いかなる殺意メロデイが流れているのか、煉子の動きは実に変則的だった。

　速度をあげたと思ったら下げ、右に跳ねると思えば左に転がり、飛びかかっていくかと思いきや飛びずさる、かと思いきや飛びかかる。

　しかも、煉子が身を任せている音楽は本人にしか聴こえないため挙動が読めない。

　身体能力こそ煉児に及ばぬ煉子だが、縦じゆう横おう無む尽じん・変幻自在に荒れ狂うその殺り方スタイルで、煉児を振り回していた。

「……………………ッ！」

　対する煉児は、ひたすら拳を振るうのみ。一発でもマトモに受ければ即死だろうが、当たらなければ問題はない。

（イケる！）そう思った、次の瞬間。

「――――――――――――――――ッ！」

　咆哮。煉児が跳びあがり、空中で二度、華麗な回し蹴りを放った。

　突とつ如じよ変じた動きに対応できず、飛びかかろうとしていた煉子が「うぎゃッ!?」と頭部に脚を食らって撃ち落とされる。

「…………ッ!?　煉――」

　駆け寄りかけた京輔を、煉児が二跳躍目の回し蹴りで牽けん制せい。地面に足をつけるや否や両手をついて下半身をはねあげ、

「おわあああぁ!?」

　回転。逆立ちしたまま二つの脚を薙いできた。

　たまらず飛びのく京輔に、煉児が猛攻をしかける。

　回転に次ぐ回転、蹴り技に蹴り技を重ね、踊るように躍りかかった。回し蹴りからの飛び蹴り、飛び蹴りからの側転、側転からの飛び後ろ回し蹴り――。

「なッ!?」

　――に見せかけ、逆とんぼ返り。空中で器用に身体をひねった煉児のつま先が、回し蹴りを避けるべくかがんだところに打ち下ろされる。

「チッ!?」

　転がることで難を逃れたものの、背中にぶわっと冷や汗が浮いた。

　膂りよ力りよくに物を言わせてなぐりまくるだけかと思いきや、こんな芸当までできるらしい。鈍どん重じゆうそうな外見からは想像もつかないほど軽やかな――ブレイクダンスとカポエイラをあわせたような動きで、煉児が文字通りに暴れ回る。

　振り抜かれた左のつま先が、うなりをあげて大気を切り裂き、

「ぐッ!?」

　右のかかとが頰をかすめた。ただそれだけで肉が削けずられ、血がしぶく。

　回し蹴りと飛び蹴りを主体にしたアクロバティックな動きであるため、拳ほどの威力はないものの、食らえばひとたまりもないのは同じだ。

　飛びずさり逃れようとする京輔を、竜巻のような連続蹴りが追いかけ、

「……………………ッ！」

　乱舞の合間に必殺の右腕。ひねりを加えて打ち出された拳が、京輔の足元に着弾し、大地を爆散させる。

　土と砂ぼこりが勢いよく舞いあがり、京輔の視界をふさいだ。

「――――――――――――――――ッ！」

　瞬間、土色のカーテンを押しのけて、煉児の左脚が襲いかかってくる。

「あっ」と声をあげたときには、もう手遅れだった。

　煉児のつま先が京輔の脇腹を捉える。凄まじい衝撃が横なぐりに身体を貫つらぬき、為す術もなく吹っ飛ばされた。悲鳴をあげることすらできない。

「…………～～～～～～ッ!?」

　十メートル以上宙を泳いだ後、地面を転がる。上半身と下半身とが千切れず繋がっているのが、不思議に思えるくらいの一撃だった。

　――立ちあがれない。

　少し遅れて襲いかかってきた激痛の嵐に視界が揺らぎ、意識が飛びかける。脇腹からは鮮血がにじみ、白い体操服を真っ赤に染めていた。吐き気がこみあげてくる。

　肋ろつ骨こつだけならまだいいが、内臓までやられたかもしれない。

　ほんの少しでも力を入れようとすると、蹴られた右半身に尋常ではない痛みが奔はしり、危うくそのまま気絶しかけた。即死こそまぬがれたものの、抵抗力を奪われるには十分すぎる手傷だ。状況的にはもはや致命傷だと言っていい。

　動けなければどの道、すぐにとどめを刺されてしまうのだから。

「……マジ、かよ……ハ、ハハ……やべぇ、じゃん…………」

　絶望しすぎて笑ってしまう。

　力なく転がる京輔に、煉児がゆっくり近づいてきていた。視界の端はしでは同じく煉子が地面に突つっ伏ぷしている。気を失っているのか、ピクリとも動かなかった。

　蹴りを一発もらっただけでこの有様である。

　イケると感じた戦況は一気に覆されて、絶望の底へと叩きこまれてしまった。

　零子が『……やれやれ』と息を吐く。

『やっと静かになってくれたねぇ……ちょっと冷や冷やさせられちゃったじゃないか、まったく。だけど残念、そう簡単にはいかないさ！　生まれて間もない赤子とはいえ、煉児は《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の最新作で、私の最高傑けつ作さくなんだ。煉子の力に君の微び々びたる力をあわせたところで、太た刀ち打うちできる相手じゃないんだよ。ふふっ』

　嗤う零子の声に続いて、綾花の金切り声が響いた。

「お兄ちゃん!?　お兄ちゃああああああああああああぁん！　はっ、離してください！　離してくださいよ、あっちゃん！　離せえええええええええぇ！」

「ダ、ダメでちゅ！　今行ったら、綾花ちゃんまで……あうあう。ど、どどどど、どうしたら……どうちたらいいんでちょう、鋭利ちゃん!?　……あれ？　鋭利ちゃ――」




「動かないで」




　一体いつの間に移動したのか、零子の背後に回りこんだ鋭利が頸けい動どう脈みやくに小太刀を押し当てうなるように言う。

「殺されたくなかったら、今すぐあいつを止めなさい。あんたも同じよ、煉子弟……。ママの命が惜おしいなら、動くのをやめなさいッ！」

「……………………？」

　京輔に近づいていく煉児が、いぶかしげに放送席を振り向いた。瞳を見開き硬直していた零子は「おやおや」と苦笑し、肩をすくめてみせる。

「随ずい分ぶん手荒な真似をするじゃないか、紅あか羽ばね鋭利ちゃん？　でもねぇ、私は知ってるよ。《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》は殺せないって。脅おどしごっこも大たい概がいに――」

「なら、試してみましょうか？」

「…………ッ!?」

　言うなり鋭利が小太刀を押しこんだ。鋭利は冷めた声音で淡々と、

「あたしが殺せるのか、殺せないのか。できれば殺したくないし、たぶんあたしは殺せないと思う……だけどもしあんたがこのまま京輔を殺して、それを目の当たりにしちゃったら、あたしは衝動的にこの刃を引いてしまうかもしれない。頭で考えるより先に、身体が動いちゃうかもしれないわ。それでもあんたは嗤っていられる？」

「――――――――」

　零子の笑みが消え失せる。鋭利は赤錆色の瞳を細め、

「ねぇ、どうするの……自分の命を賭ける？　賭けない？　早く決めなさ――」

「すみません」

　謝罪と同時、急かす鋭利の首筋に、水色の毒蛇がかみついた。

　鋭利が「――え？」と背後を振り返る。ジャージの袖そでから毒蛇をはい出させた毒島が反対の手で頰をかき「いやぁ……」と、気まずそうにしていた。

「すみませんねぇ、紅羽さん。このかたは《組ウ織チ》の要人でして。乱暴させるわけにはいかないんですよ。少し眠っててもらえます？」

「…………ッ!?　あん、た――」

　殺気だった目で毒島を射る鋭利の瞼が、とろんと下りる。力の抜けた手から小太刀がすべり落ち、そのままくずおれてしまった。

　鋭利の身体を「……おっと」と支え、毒島が溜ため息いきを漏らす。

「はぁ。これでますます嫌われちゃいますねぇ、俺……」

「いやいや、そんなことはない！　助かったよ毒島先生、ありがとう」

　零子がぽんっと肩に手を置き、毒島をはげました。

　うっすら傷の走った自分の喉に指を添え、

「うう、痛い……私の柔やわ肌はだを傷つけやがってぇ……覚えてろよ」

　毒づいた後、零子がグラウンドに視線を戻す。

　放送席を見ている煉児に向かって『ごめん、大丈夫』と呼びかけた。

『こっちはもう平気だから、あそこに転がる死にぞこないを殺っちゃって？』

「……………………」

　煉児はうなずき、歩みを再開――。




「誰が、死にぞこない……だァ……クソッタレ……ッ！」




　しようとした足が再び止まる。

　視線の先では、京輔が歯を食いしばって吐き捨て、地面に十指を食いこませながら、ゆっくり起きあがっていた。

　零子が「えっ!?」とマイクを取り落とす。















「起きたあああぁ！　起きたよ、あの子!?　信じられないっ！　どういうことなの……《安全装置リミツター》を外した煉児にやられて立てるだなんて、本当に人間？　まさかとは思うけど、手加減なんかしていないよね、煉児っ!?」

「……………………」

　煉児は答えない。

　象牙色の目を微かに見開き、驚愕の表情を浮かべていた。

　揺らめく視界でそれを見返しながら、京輔は完全に立ちあがる。

　絶えず襲い来る激痛に耐え、噴き出る脂汗を垂らし、引きつり笑いに頰を歪めて――血ち泡あわと一緒に言葉を吐いた。

「……まだ、だ……こんなの、大した傷じゃねぇ……骨が折れたか、砕けたか……せいぜい中身をやられたくらい、だし……？　まだ、イケる……ま、だ…………」

「……………………ッ!?」

　京輔の気迫に押されるように、煉児が一歩後ずさる。

　零子が「な、なんで――」と呟いた。

「どうして、起きあがれるんだよ!?　煉子だって、まだ起きあがれていないのに！」

「……ハハッ……どうして、だろうな……？」

　わめく零子に苦笑が浮かぶ。

　未だ倒れたままの煉子に目を向け、思いをめぐらせた。




　――本当に、自分でもよくわからない。




　右も左も異常者だらけの場所で出会って、人懐っこくからまれて。一日中ガスマスクを被ったおかしな外見と、おかしな言動のギャップに戸惑って……。正体を明かされ、殺されかけた後も変わらず一緒につるんで、幾いく度どとなくバカをした。狂おしくて凶暴で呼吸のように人を殺せる生まれついての異常快楽殺人者サイコキラーだけど、無邪気で陽気で純真で一途で、怖いくらいに真っすぐ想い続けてくれている。

　そんな煉子のことが、京輔は――。




「…………好き、なんだ」




　今まで必死に押し留とどめ、押し殺してきた想いをブチまけた。誰にも聞こえない声で、自分自身にだけ聴こえるように。

　まだ、はっきり伝える勇気は持てない。殺されるような覚悟も抱けない。

　煉子の想いに比べたら、軽くて弱い気持ちなのかもしれない。

　それでも、京輔は好きなのだ。誰より一途で、誰よりまぶしい煉子のことを、誰より愛いとしく想うから。

「殺られねェ……こんなところで、死んでたまるかッ！　どうせやるなら、煉子の奴にくれてやる。テメェなんかに……テメェらなんかに、奪われてたまるかよッ！」

「「……………………ッ!?」」

　血ち反へ吐どを散らして叫ぶ京輔に、零子と煉児が目をむいた。

「お兄ちゃん……」「きょ、京輔くん……」「京輔さま……」「――――――――」

　綾花と舞那と紗魔夜がほうける。眠る鋭利は無反応。地面の上で倒れる煉子の指が、ピクンッと動いた。

　零子が歯ぎしりをする。握り拳と声を震わせ、

『ああ、そうかい……そうかい、京輔くん……ふっ、ふふふふ……ふふっ、ふふふ――煉児いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいイイイイイイィ!?』

「……………………ッ!?」

　零子が怒鳴った。

　迷うように主あるじと京輔を見比べていた煉児が、ビクッと身体を跳ねさせる。

　憤怒とも憎悪ともつかない色をにじませ、零子は叫んだ。

『怯むな！　死ぬ間ま際ぎわに粋がってるだけだよ、どうせなんにもできやしない……殺せ。殺して、黙らせてやれ！　何が煉子にくれてやるだ、何が奪われてたまるかだ……だまされないぞ、神谷京輔？　煉子がやられた途と端たん、都合のいいことをほざいて！　本当にそう思ってるなら、生き延のびて見せろよ!?　殺れェ、煉児いいいぃ！』

「…………～～～～～～ッ!?」

　煉児は一瞬、苦く悶もんに顔を歪めると、躊躇を消し飛ばすように絶叫。

　満まん身しん創そう痍いの京輔に向かって、一直線に突っこんでくる。引いた拳は必殺の右。それを迎え討つ京輔は、右半身をかばいつつ左の拳を引いて身構え、




「させないってば。私が守ると言っただろう、京輔？

　――この命に代えてもね」




　両者が激突する刹せつ那な。

　二人の間に、気絶していたはずの煉子がすべりこんできた。

「「……………………ッ!?」」

　カウンターを狙っていた京輔はまだしも、煉児の拳は止まらない。榴弾砲に匹敵する破壊力を備えた正拳突きが、手加減なしの全力で、撃ち放たれて空を切り裂く。

「煉――」

　ひどくゆっくり時が流れた。肩越しに京輔を振り返った煉子の唇には、薄い微笑み。こぼれた犬歯が光り輝く。白銀色の長髪が河のように流れる。氷蒼色アイスブルーの瞳が優しく細められる。開ききった瞳孔の奥、煌こう々こうとした感情が揺れる。

　そして、最期に。




　――愛してるよ、と。















　薄桃色の唇が動いた、次の瞬間。

　煉児の拳が、煉子の上半身に真正面から叩きこまれた。





×　×　×






「……………………煉、子…………？」

　肉と骨が粉ふん砕さいされる音。鉄てつ錆さびの臭いを含んだ風。余よ韻いんを残して震える大気。

　今、自分の眼前にある光景が理解できない。受け入れられない。信じられない。

　一瞬前まで感じていた激痛が、眩め暈まいが、吐き気が、激情が――跡形もなく弾け飛び、ただ立ち尽くす。

　時間が、凍りついていた。

「…………オネエ、チャン……………………？」

　拳を叩きこんだ煉児も愕がく然ぜんとなり、象牙色の目を限界まで見開いている。

　頰には、鮮血と肉片が付着していた。

　静まり返るグラウンド。ガチャンッと何かがぶつかる音がした。よろけて倒れかけた零子が椅い子すに手をかけ、声を震わせる。その顔色は、真まっ青さおだった。

「……煉、子…………そ、そんな……まさか……噓、だろ？　ど、どうして……なんで……なんで、だよ……なんで――」

　皆の視線が注ぐ先、肩口の辺りまで真っ赤に染まった煉児の腕から、ぽたりぽたりと血が垂れ、時折、細かな肉片が落ちる。




　見るも無惨に原形を失い、完膚なきまで破壊されている――煉児の右腕。




　その拳を無造作に突き出された右拳で止め、煉子がたたずんでいた。

　完成された美貌には、傷の一つもつけられてはいない。煉子の身体から漏れ出す得体の知れない重圧が、周囲の空気を押し潰さんとしている。

　煉子が「…………ふゥ」と吐息した。

「あァ、よかったァ……今度こそ本当に、横取りされるかと思っちゃったよ」

　煉児の拳を腕一本で受け止め、壊した煉子が安堵する。

　理解不能な光景だった。煉児の蹴りを一発食らっただけで瀕ひん死しに追いこまれたはずの煉子が、顔色一つ変えることなく煉児の拳を無力化している――。

　…………何が、起こった？

「やだなァ、ふふふ。愛の力に決まってるじゃないか、京輔。君に対する私の想いは、どんなモノにも負けないんだよっ！」

「煉子」

　飄ひよう々ひようとした答えを返す煉子に、厳きびしい声がかけられた。茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直った零子が唇をかみ、煉子をにらみつけている。

「ねぇ？　まさかとは思うけど、煉子さぁ――」




「うん。《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を使わせてもらったよ、ママ」




「なん……だって？」

　首に手を当て、あっけらかんと答える煉子に、零子は絶句。

　見れば、煉子の首元から革ベルトのチョーカーが――《安全装置リミツター》を外したときも、入浴時すら外されなかった鍵のアクセサリーが消え、今しがた煉子が倒れていた地面に捨て残されている。

　煉子は零子を見つめると、透き通った瞳を細め、




「……ごめん。ママがどんなに反対しても、私はやっぱり京輔が好きなんだ。他のことなんか全部どうでもよくなっちゃうくらい、大好きで……私は壊れてるかもしれない、狂ってるかもしれない、間違ってるかもしれない。おかしくなった私のことを《組織》の人は処分しようとするかもしれない、自分の寿命を縮めることになるかもしれない、むごたらしい最期を迎えることになるかもしれない。けれどね……そんなの全部知ったことじゃあないんだよ!?　私は、私の想いを貫き通す！　最後の最後の最期まで、貫き通して死んでやるんだッ！　だから――」




　叫び、煉子が左腕を引いた。

　立ち尽くしたまま動かぬ煉児の腹に狙いを定め、

「もうこれ以上、私の想いを踏みにじらないでおくれよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオオオオオオオォ!?」

　思いっきり掌しよう底ていをブチこむ。

「……………………ッ!?」

　煉児の巨体が吹っ飛ばされて宙を舞い、地面をバウンドして転がった。

　ただの一撃。一撃だけで煉子と京輔、二人あわせて数十発もの打撃を受けてもビクともしなかった化け物《殺戮機関スローター・メイド》が撃げき沈ちんされる。

　大の字になって伸びた煉児は動かない。

　口から大量の鮮血を噴き、ものの見事に気絶していた。

「「「…………………………………………」」」

　静寂。そして、

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおォ！」」」

　歓声。状況がよく呑みこめないまま、固唾を呑んで見守っていた生徒たちが総立ちになり、拍手と喝かつ采さいを浴びせる。

　棒斃死の競技時間を知らせるデジタイマーは、とっくの昔に停止していた。遅れて、銃声が鳴る。放送席では零子がペタンッとへたりこみ、うなだれていた。

　グラウンドに立つ京輔たちの元に、それぞれクラスメイトが走り寄ってくる。肺はい腑ふを震わす大だい音おん声じようが響く中、煉子は血にまみれた手をあげて、




「ありがとう、最高の死闘ライブだったよ！　ありがとう、皆……ありがとう、京輔――」




　満足そうに微笑むと、糸が切れるように意識を失ってしまった。




[image: ]




　波乱と狂乱の最終頂上決戦A Final Showdown《棒ぼう斃たお死し》が終わり、閉会式。

　全十六競技にも及ぶ激闘の末、第十九回プルガトリウム更こう生せい学がく院いん《体育祭》を制せいしたクラスは、京きよう輔すけたち一年Ａ組だった。

　京輔は大おお怪け我がのため出られなかったのだが、どうやら閉会式の最さ中なか、一年生に学院の正体――ここが殺人犯を更生させるための施し設せつではなく、殺人犯をプロの殺し屋として育てあげるための学校だということが、美み槌づちの口から伝えられたらしい。

　実際に殺し屋の教育課程が開始されるのは二年生からという話だが、零れい子こが起こした騒動のおかげで、もはや隠し通せるものではないと判断されたのだろう。

　さらに学院は、煉れん子こと煉れん児じが『人殺しのため半人工的に生み出された存在』だということ、零子が二人の製作者であるという事実まで簡かん潔けつに説明。

　以上二つの重大発表を以もって、今回の体育祭は幕を閉じることとなった。

　その結果…………。

「いやぁ～、びっくりしましたよ！　色々おかしいとは思っていたんですけど、まさかあんな理由があっただなんて……ふふ。ようやく疑問が氷ひよう解かいしました」

「ねー、まぢビビリンゲボーボー。殺し屋とかヤバイっしょ？　漫画かよ、みたいな!?　キャハハ！　どーしよ、めたんこ愉たのしみぃ～。銃じゆうとか撃たせてもらえるのかな？」

「この学校にもビビったけどさ、もっとヤベェのは煉子さんたちだよな。人を殺すため作られたとか、マジ半はん端ぱなくねェ？　それと渡りあっちまう神かみ谷やも相当キてるけど」

「ヒッ、ヒヒヒ……ウェルカム・トゥ・裏社会アングラ、ノッキン・オン・地獄の扉ヘルズドア……」

「「Ｇ・Ｍ・Ｋ！　Ｇ・Ｍ・Ｋ！　サ・ツ・ジ・ン！　サ・ツ・ジ・ン！」」

　などなど。優勝という快かい挙きよを成なし遂とげたこともあわせて、クラスメイトはお祭り騒ぎのバカ騒ぎ。一年Ａ組の教室は興奮の坩る堝つぼと化していた。

　尚、不在である京輔リーダーの代わりに、閉会式で優勝旗を受け取ったのは――。




「あうあう。み、皆さん落ち着きましょうよぉ……はわわ」




　自分の席でおどおどしている五十嵐いがらし舞まい那な。

《一○○○メートル屠と競きよう走そう》と《八○○メートル阿あ鼻び叫きよう喚かんリレー》の頑張り具合を評価され、栄はえある代表者に選ばれたのだ。

　自分の席からやって来た友とも美みが「ドジっ娘こぉ～」と、舞那の首に腕を回して、

「落ち着けとか、さげぽよなこと言うなしぃ！　盛りあがろうぜ？」

　――ニカッと白い歯を見せる。

　舞那が「ふえぇ!?」と驚くと、友美は身体からだを離し、頰をかきながら続けた。

「やー、なんつーかさぁ……その、ごめんね？　アンタのこと迷惑とか足手まといとかボロクソ言っちゃって。正直アタシの方がビミョーだったわぁ、まぢで！」

「えっ――」

　今まで自分を罵ば倒とうしてきた相手の言葉に、舞那が戸と惑まどう。

　すると、友美にくっついている紳しん士じが「そうですね！」と同意し、

「……あれ、いたんです？　っていうくらい、活躍の場がなかったですし。殺る気満々だった割には一人も潰せていませんし？　それに引き替え、舞那さんは――」

「ファッ!?　なんでアタシをディスるん、紳士クン!?　……あーあ、下がったわぁー。紳士クンの株、また下がったわぁー。まぢ大暴落だわぁー」

「うっそおおおぉん!?」

　友美に突き放された紳士がショックを受けていた。

　それを見、大おお野の木ぎと宇う佐さ見みがゲラゲラ笑う。

　舞那も「あはは……紳士くん、ちっともこりてないですね？」と苦笑した。

　体育祭での活躍を通し、クラスメイトとの距離が縮ちぢまったようだ。

　今回のことが多少なりとも自信に繋がってくれれば、舞那がドジで殺らかすことも、だんだん少なくなっていくことだろう。それは小さな願いなのかもしれないが、災いをまき散らす『パンドラの箱』の底には、最後に希望が残ったという。

《災厄にして最悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》――舞那の場合もそうでありますようにと、祈らずにはいられない。

　勝利と学サ院プのラ真イ実ズに沸く教室内を見回し、久く瑠る宮みやが「ククク」と喉を鳴らした。

　今後の日程――夜遅くから明けがた近くまで、新校舎にある《大講堂》にて行われる《後こう殺や祭さい》など――に関するスケジュールを黒板に書きつけながら、




「よく頑張ったな、貴様たち！　今回ばかりはほめてやる。わたしの話を聞く気がないのも大目に見てやろう！　後殺祭が終わるまで、鉄パイプは封印――」




「ヒャッハアアアアアアァ！　愛いとしの久瑠宮ちゅわあああぁ～～～ん！　優勝したぜ？　オレサマ頑張ったぜェ？　約束通り、とびっきりのご褒ほう美びを……」

「……ん？　ああ、そうだったな。受け取るがいい」

「ギャッハアアアアアアァ!?」

　久瑠宮に擦すり寄よるモヒカンが、鉄パイプを振るわれる。

　そこから先は滅めつ多た打うち。ぼぎんっ、ぼぎんっという打撃音にあわせて血ち飛沫しぶきが散り、嬌きょう声せいにも似た絶叫がこだました。

　その様子を席に座ってぼんやり眺ながめ、鋭えい利りが「……ふわぁ」とあくびを漏らす。毒ぶす島じまに盛もられた睡眠毒が、まだ抜けきらないらしい。

「……ねむ。あのクソオヤジ、会ったら股こ間かんを蹴り飛ばしてやるわ」

「まぁまぁ、そんなに怒るなよ。無事だったんだし、もういいじゃねぇか」

「いいわけないでしょ？」

　鋭利がじろりと京輔をにらんだ。赤あか錆さび色いろの瞳ひとみをうるませて、

「…………殺されちゃうかと、思ったんだから。『守る』だなんて息巻いてたくせに、あんたを守れたのは結局、煉子の奴だし。情けないったらありゃしないわよ……」

「鋭利――」

　吐き捨て、唇くちびるをかむ。

　そんな鋭利に、京輔は複雑な感情を抱いた。

　鋭利が京輔のことを満まん更ざらでもなく想ってくれているのは、鋭利の実家を訪問して以来薄うす々うす感かんづいている。その気持ちをありがたく思うし、嬉しくも感じていた。

　しかし、それでも京輔は――。

「お兄ちゃんってさ、本当すごいよね!?　あんな大おお怪け我がしたのに、もう復活しちゃってるんだもん！　モヒカンさんといい勝負だよっ！」

　ここだけ暗い空気を変えようとしたのか、綾あや花かがやけに明るい声を出す。

　京輔は「いやいや……」と顔をしかめた。

「……ぶっちゃけ、やせ我が慢まんだぞ？　復活には程遠いっての……」

　正直、歩くのも若干辛つらいくらいだ。

　煉児に蹴り飛ばされた右の脇腹は、肋ろつ骨こつを何本か骨折したのに加えて内臓まで損そん傷しようしており、しばらく絶対安静とのこと。

　ここまで大きな怪我をしたのは二年前、暴走族たちのバイクに三十回以上はねられ、金属バットで一時間ほどタコなぐりにされたとき以来かもしれない。

　あるいは、父親に本気でなぐられたときか……。

「それでも十分すごいですっ！　普通の人ならたぶん即死でしたし。煉子ちゃんだってまだ休んでるんですから」

「ん――」

　舞那に言われ、口をつぐんだ。

　煉児を斃たおした後、力尽きるように倒れた煉子はまだ意識を取り戻しておらず、保健室のベッドに寝かされている。

　それが煉児に負おわされた手傷や、体育祭の疲労によるものならばいい。時間が経たてば傷は癒いえるだろうし、煉子の回復力なら直じきに復活するだろう。

　ただ――。

「…………あの、久瑠宮先生。すみません」

「ん？　どうした、神谷」

　手を止め、久瑠宮が振り向いた。その身体にはあちこち返り血が跳ね、足元には血の海が広がっている。鉄パイプがひしゃげるまで、殴おう打だを浴びたモヒカンは……。

「いや、えーっと……ちょっと保健室、行ってもいいですか？　後殺祭が始まる頃には戻ってきますんで」

　モザイク必ひつ須すの光景から目を逸そらしつつ、京輔は後頭部をかいた。

「……あ？　なンだよ神谷、やっぱキツいン？　平気かよ」

　それに気づいた大野木が心配し、気き遣づかうように声をかけてくる。紳士が「えー」と唇をとがらせ、不満そうにうなった。

「リーダー不在じゃ、イマイチ盛りあがらないじゃないですか……自分の身体と僕らのテンション、どっちの方が大事なんです!?」

「は？　そんなの前者に決まってんじゃん、常識的に考えてＪＫ。ふざけろしっ！」

　友美がハリセンを取り出し、スパーン！　と紳士の頭をブッ叩く。

　宇佐見が「ヒヒヒ……」と下げ卑びた笑みを浮かべた。

「たぶん目的は怪我じゃなくて、おっぱい……保健室で眠ってる煉子ちゃんにこっそりイタズラするつもり、ヒヒッ……僕も便びん乗じよう――グギャア!?」

　立ちあがろうとする宇佐見の顔面に、綾花の投げつけた筆箱がめりこむ。

　久瑠宮は「ふんっ」と鼻を鳴らして首を戻し、

「……行ってこい。たぶん、煉子のそばにいるだろう――よっ！」

「ウッヒョオオオオオオォ!?」

「あ、ありがとうございます……」

　もはや悦よろこんでいるとしか思えないモヒカンの断だん末まつ魔まを背に、京輔は教室を出た。

　廊下を進んで一階に降り、保健室へと向かう。その際、一年Ｂ組の教室からは準優勝を讃たたえる毒島の声が漏れ聞こえてきた。

「……………………」

　ほどなくたどり着いたドアに手をかけ、深呼吸。

　心の準備を終えた京輔は、ゆっくり保健室に踏み入る。

　果はたして――。




「やぁ」




　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がん、白衣姿の女性が手をあげてきた。四つ並んだベッドの右奥、ガスマスクを装着したまま眠る娘のかたわらに腰かけた零子は、ぎこちなく笑み、

「おかえり」

「た、ただいま……」

　よくわからないやり取りの後、気まずい沈黙が訪れる。

　保健室には煉子の隣に同じくガスマスクをつけた煉児が寝かされているだけで、残りのベッドは空からだった。養護教諭も留守にしている。

　大量の負傷者が出る体育祭の期間は、広々とした体育館が丸々《臨時保健室》として開放されているため、主にそちらが利用されているのだ。

　静せい寂じやくの中、零子が消え入りそうな声で呟いた。




「――私は、妬ねたましかったんだ」




　眠る煉子の髪をなでて、瞳を細める。

　眼鏡めがねは外されていた。煉子のことを見つめる零子の口元には微び笑しようが浮かんでいたが、赤く泣きはらした瞼まぶたとくっきり残る涙の痕あとが、その心中を物語っている。

「知っての通り、この娘は《安全装置リミツター》がつけられてなきゃ、ありとあらゆる感情全てが『殺す』行為に繋つながっちゃうからさ……おちおち顔も見られないんだよ。それは煉子の母親である私も同じで、むしろ想いが強い分、いざ《安全装置リミツター》を外すときには細さい心しんの注意を払う必要があった。私はひじりんたちと違って身体が弱いから、余計にね……鉄てつ格ごう子しや壁を隔へだてて、もしくは動けないように拘こう束そくしてなくちゃ、ありのままの煉子と向きあうことは不可能だったんだ。実際、何度か殺されかけてるからね」

　零子が苦笑し、白衣の内ポケットから平べったい白銀色の水すい筒とうを取り出した。フタを開け、ごくりごくりと嚥えん下げする。

　白衣の袖で口元をぬぐうと、酒臭い溜め息を吐つき、

「……たぶん、君にはわからないだろうな。愛する娘を抱きしめて頰ほおずりしたいのに、できない私のもどかしさが。だけど、わかるよ……。煉子のことが大好きなのに、愛してるのに……この娘こが自分の気持ちに応えてくれて、本気で殺しにかかってきたとき、覚えるのは愛でも喜びでもなく……恐怖や戦せん慄りつなんだよね。だから、わかるよ。煉子に好意を抱きながらも、誤ご魔ま化かしたり隠そうとしたりする君の気持ちはよくわかるんだ。わかる……ん、だけど……さあああぁ……」

　零子の両目から涙があふれた。

　水筒を握りしめる手に力をこめ、歯を食いしばる。

「それでも、やっぱり悔くやしいんだよおおおぉ！　私が今までずっと悩んで苦しんできたことを、一瞬で……ほんのちょっと煉子と一緒に過ごしただけの他人に、さらっと成なし遂とげられちゃうなんて！　そんなのひどいよ、あんまりじゃないかぁ……今まで殺意に身を任まかせることしかできなかった煉子が、君と出会ってから、殺意を我が慢まんできるようになって、ますます感情豊かになって、今まで見られなかった表情を見せてくれるようになって……私が変えられなかった煉子を、君が簡単に変えちゃって……うう。あんなにいい娘だったのに……私の言うことはなんでも聞いてくれて、私のことを第一に考えてくれて、私のことが大好きな……煉子の中では、私が一番……一番、大きな存在だったのにさあああぁ！　うう……うわあああぁん！」

　零子は水筒を放り投げると、煉子が眠るベッドに突つっ伏ぷした。かけ布団の隙すき間まから、くぐもった声が聞こえる。

「わかってる……わかってたんだよ、本当は！　これは元々私のわがまま。道具として作られた煉子に、少しでも人間らしい生き方を味わってほしくて……私は娘をこの学院に入れたんだ。結果、煉子が人間らしく変わってくれたんだから、私は喜んであげなくちゃいけない……道具としては望まれないことだろうけど、それこそ、私が望んだ変化なんだから。精せい一いつ杯ぱい、応援してあげなくっちゃいけない。なのに、私は――」

　投げ出された手に力がこめられた。

　眠る煉子にしがみつき、零子が肩を震わせる。

「私は、ただ自分が悔しいからって……京輔くんが妬ましくてうらやましいからって、煉子の想いを踏みにじろうとしたんだ。最低だよね……まるで子供だ。私の方が、子供みたいだ……私がもっと大人であれば。優しくあれば。しっかりしていれば……こんなことにはならなかったのに！　ごめんよ、煉子ぉ……ごめんよおおおぉ……」

「あ、あの……零子先生」

　嗚お咽えつを漏もらして謝り続ける零子に、京輔は恐る恐る声をかけた。

「ん――」

　零子が謝罪を止め、身体を起こす。

　白衣の袖で目元をこすると、はれぼったい目を向けて、

「……なんだい？」

「いや、訊きたいことがあるんですけど……」

　京輔は零子の瞳からベッドの枕元――眠る煉子に視線を移し、投げかけた。体育祭が終わってからずっと、心の内に引っかかっている疑問を。




「どうして、煉子は目を覚まさないんです？」




「――――――――」

　瞬間、零子の顔色が変わる。

「…………ああ」と目を伏せてから、

「そうだね……君には、まだ話してなかったもんね……」

　ひとりごち、零子が眼鏡をかけた。そうして再び京輔を見る零子の目には、鋭い光が取り戻されている。

「京輔くん」

「…………はい」

　覚悟を決める京輔に、零子は椅子から立ちあがり、

「――場所、変えようか」





×　×　×






　零子に連れられて来たのは、旧校舎の屋上だった。

　鉄てつ扉ぴを閉めて鍵かぎをかけると視界は三百六十度、群ぐん青じよう色いろの宵よい闇やみに閉ざされる。風にはためく零子の白衣が、亡霊のようにぼんやり浮かびあがっていた。

「さて――」

　鉄てつ柵さくに背をもたれさせ、零子が京輔へと向き直る。

　明かりがないため表情はよくわからない。酒と涙のせいだろう、零子の声はかすれて乾かわききっていた。

「京輔くん。今から私が話す内容は、他言無用でお願いしたいんだけれどね？」

「…………わかりました」

「よろしい。じゃあ、まず質問させてもらおう。君、煉子のことはどこまで知ってる？　趣味とか好きなものとかスリーサイズとか――」

「え？　は、はぁ……とりあえず、趣味は音楽鑑賞ですよね。いつも聴いてるし。好きなものも音楽？　ハードコアとかデスメタルとか。スリーサイズは、えーっと……」

「――そういうことじゃなくってさ」

「あ、はい」

　零子は続ける。

「《殺害機関マーダー・メイド》としてのことだよ。人を殺すため作り出された存在、《安全装置リミツター》がなければどんな感情も『殺す』行為に結びついちゃう生まれついての殺人狂、人並み外れた学習能力、人間離れした身体能力、常識外れの戦闘能力、常じよう軌きを逸いつした回かい復ふく力りよく……と、まぁこんなところかな？　それ以外に何か、知ってることはある？」

「……いえ。大体そんなもんだと思います」

　煉子のことを『人殺し』だと実感したくないために、京輔は今までそういう方面の話は極きよく力りよくしないようにしてきた。

　煉子自身も進んで話さなかったし、だから京輔は『氷ひ河かわ煉子』についてはそれなりに知っていても《殺害機関マーダー・メイド》については正直ほとんど知らない。

　知ろうと、しなかったのだ。

　京輔の言葉を聞いた零子は「そうかい……」と首しゆ肯こうし、しばし黙もつ考こう。

　――やがて。




「京輔くんさ。どうして、煉子や煉児みたいな子たちが作られたんだと思う？」




　尋ねられ、京輔は当とう惑わくしながら答える。

「えっ。それはもちろん、人を殺すため……ですよね？」

「半分正解」

「……半分ですか」

「うん。だってさ、考えてごらんよ――人間一人殺すのなんて、難しくもないだろう？　得物があれば、技術があれば、覚悟があれば、子供にだって大人は殺せる。それなのになぜ、わざわざ特注品オーダー・メイドの《殺害機関マーダー・メイド》を生み出す必要がある？」

「ん……より確実に殺すため、とか？」

「それも半分正解かなぁ……プロの殺し屋にとって、戦闘力は二の次だからね。得物や殺気をうまく隠して、標的に接触する慎しん重ちようさとか、人目を盗んで迅じん速そくに始末する手て際ぎわのよさとか、足がつかないように殺る丁てい寧ねいさとか……そういう能力の方が重要なんだよ。だから殺し屋を育てるこの学院でも、捕まらずにたくさん殺せた連続殺人犯シリアルキラーなんかは、特に重宝されていたりする」

　とはいえ――。

「強さも重要だけれどね。一対一ならともかく標的には護衛がついてることも多いし。仕事によっては時として、人間以上の力が求められることもある。実際、ひじりんとか毒島先生みたいな超一流の殺し屋は全員、化け物じみた強さだよ……そして、そういう化け物は《組ウ織チ》が抱えている殺し屋以外にも、たくさん存在している」

　――だからこそ、と。

　零子が声のトーンを落とした。




「子飼いの化け物どもを統とう御ぎよし、邪魔な化け物を排はい除じよしようとする場合、化け物以上の力が求められるのさ。そこで生まれたのが《殺し屋殺し》――同業者の殺害・暗殺を主な仕事としている、化け物殺しの化け物だ」




「なっ――」

　鉄柵から背を離し、零子が近づいてくる。

　驚愕する京輔に顔を寄せ、

「……そんな中、生まれたのが煉子たち《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》でね？　より強大な力を求めて一から殺し屋を作り出す計画が、つい六年ほど前スタートしたのさ。その第十七号が煉子で、煉児は第四十八号。ちなみに《ＧＭＫ48》というのは――」

「ま、まままま、待ってください！」

　ペラペラしゃべる零子をさえぎり、京輔は思わず口を挟んだ。

　零子が話した内容に、聞き捨てならない単語が混ざっていたからだ。

「……六年前？　六年前っておかしくないですか？　だって、煉子は十六歳で――」

「肉体年齢はそれくらいだよ。実年齢は、まだ三歳だけど」

「――は？」

　…………三歳、だと？

　二の句くが継つげない京輔に、零子はさらなる爆弾をお見舞いしてくる。

「尚、末まつ弟ていの煉児はまだ一歳にも達していない」

「……………………マジっすか」

「うん。まぁ君たちとは違ってるから、色々と。その――」

　零子はなぜか言いよどみ、一いつ旦たん口をつぐんだ。京輔から顔を背けて、




「……寿命とか」




「えっ――」零子が漏らした不吉な単語に、絶句する。直後、零子が語った内容は到とう底てい信じられない、決して信じたくないものだった。

「……考えてもご覧よ？　超一流の殺し屋がポコポコ生み出せるなら、そもそもこんな学院作る意味がない。君みたいな人材を、無理やり手に入れようとする必要もない……《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》は、まだ完かん璧ぺきじゃないんだ。能力的にはほとんど文句なしなんだけど、耐久性に難なんがあってね……人工的に作り出された存在だからか、高すぎる能力ゆえの代だい償しようか、早いと一年持たずに死んじゃう子もいるくらいだよ。これまで生み出された四十八人のうち、十七人が寿命で、十三人が仕事で、三人がその他の事情で、すでに命を落としてる。第一世代の第一号～第八号は全滅、第二世代の第九号～第十六号は一人、第三世代は煉子ともう一人だけだね、生き残っているのは」

「そ、そんな…………」

　――三分の一未満じゃないか。

　唖あ然ぜんとする京輔に、零子が嘆息を漏らす。

　すっかり疲ひ弊へいしきった声音で、

「京輔くん。君は保健室で訊いたね？　『煉子がどうして目を覚まさないのか』って。それは恐らく、あの娘が《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を使ったからだ」

「……オーバー・ドライブ？」

「そう『歪曲Over』『酷使Drive』いわば切り札で、身体能力が限界以上に引きあげられるのさ。その分、肉体にかかる負担も大きいんだけれど……元々《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》は消しょう耗もう品ひんに近い扱いだからね。亡くしてもまた生めばいい、自爆や特攻みたいに華々しく散ればいい……なんて。煉子たちを道具としてしか捉えていない奴らが、半なかば無理やりつけさせてきた機能だよ。《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の中でも煉子はよくできた子で、このまま過ごしていれば、卒業までは生きられるんじゃないかと思ってたんだけど……あの娘は《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を使ってしまった……私が、使わせてしまった」

　――だから。

　零子が声を震わせた。

　声を奮ふるわせ、そして告げてくる。

　今まで必死に押し留め、押し殺してきた煉子への想い――それをようやく認め始めた京輔に、認めたくない現実を。




「近い将来、煉子は死んでしまうかもしれない」




[image: ]




「《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》ねぇ……」

　体育祭が終わり、翌日――日本国内を走行する真まっ赤かなリムジンの車内、紅あか羽ばね芙ふ蓉ようは誰だれにともなくひとりごちる。回していたビデオカメラを確認し、娘の晴れ姿を眺ながめつつ最後の競技で目にした『奴ら』のことを考えた。

　膂りよ力りよくも強度も体力も速度も、なるほど常人離れしている。あんなモノを生み出す才知と技術力には感かん嘆たんしたし、少なからず感かん服ぷくさせられもした。芙蓉たち紅羽本家の使い手ならばともかく、分家の人間では遅れを取ってしまうかもしれない。――だが、

「所しよ詮せん、粗そ悪あくな乱らん造ぞう品ひんで模も造ぞう品ひんだわ。ふふふ……妾わたしたち紅羽が長きに亘わたって磨みがきあげてきたものを、瑕か疵しも欠けつ陥かんもなく手に入れられるはずがないもの。お胎なかを痛めず子を産むなんておこがましいのよ。これだから、伝統も格式もない連中は――」

　そのとき、飾り気のない電子音が鳴る。芙蓉は着物の袖から同じく飾り気のない携帯電話を取り出すと、やおら通話ボタンを押した。

「はい。妾わたしです」

『芙蓉さま』

「あら、村むら正まさじゃないの……」

　受話口から聞こえてきた少年の声に、鮮血色の目を丸くする。通話相手は現在仕事で海外にいる、紅羽本家の次男――紅羽村正だった。

　村正は素そっ気けない口調で単刀直入に、要件だけを告つげてくる。

『目標ターゲツトと無事接触できました。いかがいたしましょう？』

「…………。替かわってちょうだい」

『承知しました』

　答え、村正の声が途と切ぎれた。芙蓉はビデオカメラを停止させると、深呼吸――高たか鳴なる胸を軽く押さえる。ほどなく聞こえてきたのは、粗そ野やな男の声だった。

『あー、もしもし？　オレだ。神かみ谷や――』

「直なお樹きさんッ!?　お久しぶりです、芙蓉ですッ！」

　深呼吸の甲か斐いも虚むなしく興奮してしまう。芙蓉は明るく声を弾はずませて、

「生きていらしたんですね、よかった……てっきりくたばってるんじゃないかと。一体何年ぶりでしょう、雅まさ人とさんのお葬式以来ですから……六年ぶり？　本当にお久しぶりです、直樹さん！　早さ苗なえさんとは未いまだに熱々なんですか？　ああ、そういえば村正から聞いているとは思いますけれど先日、お子さんたちにお会いしましたよ！　京きよう輔すけさんは直樹さんに、綾あや花かさんは早苗さんによく似ておりますのね？　二人とも非常にいい子でとりわけ京輔さんには是ぜ非ひとも、紅羽本家の婿むこ養よう子しに来ていただきたく――」

『うるせええええええぇ！』

　直後、受話口から飛び出した怒ど号ごうに耳を離した。

『開口一番ギャーギャーまくしたてんじゃねぇよ、奇襲かよ。マジビビったわ。相変わらずやべーな、お前……雅人の奴には心底同情するぜ。もう死んじまってるけど』

　呟つぶやき、通話相手の男性――神谷直樹が苦笑する。

『まぁ、雅人の話は置いとくとして……本当なんだな？　オレらのガキが裏社会の――殺人犯を集めて殺し屋を育てる、ふざけた教育施設にブチこまれてるっつー話は』

「…………はい」

　真剣な声音で尋ねられた芙蓉はうなずき、居住まいを正した。

「大して珍めずらしくもない姓ですし、まさかと思ったのですが……先日お顔を拝はい見けんし、交流してみて確信しましたわ。京輔さんと綾花さん、名前も合がつ致ちしているでしょう？　なら間違いありません。貴方あなたがたの子息は、嵌はめられたのです」

『チッ……そりゃあ、ちっとも連絡つかねぇはずだ。つまりアレか？　今オレらをつけ狙ってる連中は、例の学校関係者ってわけかい？』

「ええ。学院ではなく母体の方かと思われますけれど、かなり大きな組織フアームです。表社会にも食いこんでいる組織ですから、正規の手段で取り戻すのは不可能でしょう。妾たち紅羽としても、あまり対立したくはない相手です」

「ただ」と、芙蓉は言葉をつけ足す。

「妾は夫を愛しています。この世で一番――否、あの世もあわせて一番愛しています。愛する雅人さんのためなら、愛する雅人さんとの間に設もうけた我が子のためなら、そして……愛する雅人さんの元同僚であり親友でもある直樹さんのためなら、力をお貸しするのもやぶさかではありません」

『――正気か？』

　携帯電話の向こう、直樹の気配が変わった。

　芙蓉は微笑み、滔とう々とうと答える。

「もちろんですとも。お望みなら妾たち紅羽が、貴方がた夫婦を安全にかくまい、例の組織からお子さんがたを取り戻すお手伝いをさせていただきたく思います」

『…………………………………………』

　直樹は沈黙。芙蓉の言葉を吟ぎん味みするように間を置き、

『――対価は？　何がお望みだ？』

　と、問いかけてきた。芙蓉の笑みが深まる。

「何も」

『…………何？』

「ですから、何も。対価はいただきませんので、お気になさらず」

『いやいや。待ておい、気にするだろ普通……こえーよ。裏がありそうでこえーよ……お前、紅羽芙蓉だよな？　雅人の奴に散さん々ざんつきまとった挙あげ句く、半殺しにして無理やり婿にしちまいやがった最さい狂きよう腹はら黒ぐろ性しよう悪わる毒どく婦ふの《絡新婦の血籠クリムゾン・クレイドル》だよな？　にもかかわらず見返りなしとか、絶対何か企たくらんで――』

「直樹さん」

　芙蓉は静かな、けれど有無を言わさぬ口調で、

「愛とは無む償しようなものなんですよ。対価？　見返り？　無ぶ粋すいなことを言うのは止よしてください。そんなんだからいつまで経たっても、早苗さんに頭があがらないのです」

『――――――――』

　直樹が黙った。思った通り、今でも尻に敷しかれているらしい。男というのはなぜこうそろいもそろって、不ふ甲が斐いのない生き物なのだろう。

　などと半分呆れつつ、芙蓉は続けた。

「……ですからここは妾の愛に感謝して、身をゆだねてしまいなさいな。どの道、行き詰まっているのでしょう？」

『…………まぁな』

　認め、直樹が吐息した。その声音には濃こい疲ひ労ろうがにじんでいる。半年以上も刺し客かくに命を狙われ続けていたのだ、困こん憊ぱいするのも無理はない。

　ほどなく直樹は芙蓉の申し出を受け、紅羽家の庇ひ護ごを受けることが決まった。通話の切れた携帯電話を耳から離すと、芙蓉は満足気に頰を歪ゆがめる。

　一時停止したビデオカメラの画面――《狩り者競走》のとき、手を繋いでいる愛まな娘むすめと将来の婿養子を見つめて、

「ふふふ。待っていなさい鋭利……妾が貴女あなたの恋こい敵がたきから、京輔さんを引き離してあげるから。無償だなんて諧かい謔ぎやくなのよ？」

　――女は噓つきですからね、と瞳を細めた。

　こうして今回借りを作った神谷直樹と神谷早苗は、芙蓉たち紅羽家に頭があがらなくなる。京輔と鋭利の仲も、応援してもらいやすくなるはずだ。

　問題は、敵対する組織との不和だが――たかだか人間一人の処しよ遇ぐう、後あと腐くされのないよう始末をつけることはそれほど難しくないはず。

　そう結論づけた芙蓉は微笑むと、再びビデオカメラの再生ボタンを押した。
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　あとがき　Master of Ceremonies




　こんにちは、もしくは初めまして。水みず城しろ水みず城きです。

　新キャラ大量投下の五巻、楽しんでいただけましたでしょうか？　名前だけしか出てきていないキャラも含ふくめれば、二十二人も登場しています。多っ！

　さらに今回多いのは新キャラだけではありません。

　あとがきが三ページもあるのです。今までちょうど一ページになるよう調整してきたのですが、本が若じやつ干かん分厚くなったこともあり、様式美が崩れてしまいました……。

　私はとにかく何事も形から入りたくなる性しよう分ぶんでして、変なところでキッチリしたがる癖くせがあります。

　例えば文章。――はい、今！　今、一行前の『あります』と『文章』の後につく句点がピッタリ同じところで綺き麗れいにそろっていましたね。

　――はい、そして今！　今、一行前の『そろっていましたね』と、その六行前にある『新キャラだけではありません』さらにその三行前にある『水城水城です』の後につく句点の位置も横一列にそろっていますよね。もしそろっていないなら、それはデータを原稿にする際、ルビが振られた影響などにより、文字が微び妙みようにズレたのでしょう。

　……と、まぁこんな具合に。他人からすれば「どうでもいいじゃん」というような些さ事じでも――はい、今！　行が変わる際『些事』という単語がブツ切りにされていましたけれども、コレが一番我が慢まんなりません。それと今、文章の途中でページが変わりましたけれども、コレも大変我慢なりません。逆に今『けれども』から『なりません。』までビシッとそろっていましたが、こういうのは美しい。

　そして今『美しい』の後の句点が九行前と十五行前と十八行前の句点と綺麗な横一線を描いていましたね。くううううううぅ～～～、たまんないぜっ！

　今の『たまんないぜっ！』も十九行前の『多っ！』と位置がそろって……はい、このくらいにしておきましょうか。他にも『くううううううぅ』のように同じ母音を重ねるときは必ず三の倍数＋小文字でそろえたりもしますが、前ぜん述じゆつしました『文末のそろい』や『単語ブツ切り』の方が優先度は高いので、場合によっては微調整して『三の倍数』縛しばりを崩くずしたりもしますね。ケース・バイ・ケース。

「そんなことより、文章それ自体の質しつをあげたらどうなんだ？」という感じですけど、私は何事も形から入りたくなる性分。たとえどんなに美文でも、内容だけでなく体てい裁さいが美しくなければ満足できないのです。中身を磨みがくのは、外観を磨いてからでいい。

　私にとって美文とは、読むものではなく視るものなのかもしれません。文末を綺麗にそろえることは余よ白はくの美しさに繋がり、余白の美しさは文章をマクロに見つめたときの絵画じみた美しさに繋がり、その美しさはリーダビリティに繋がる、と思います。

　他にもまだこだわりはあるんですけど、こういうことを気にし始めたのは恐らく三巻くらいから。気が向いたら一度その辺りに着目しながら読んでみると、おもしろいかもしれないですね。ただ『文末のそろい』は中なか々なか難むずかしいので、余白が完かん璧ぺきな凹凸ラインを描いていないところもたくさんあります。ゆえに最もオススメなのは、ページの一番下の文字列や、ページの変わり際をザッと眺ながめてみることですね！　尚なお『ブツ切り』にも美しいものとそうでないものが存在し、その辺りにも秩ちつ序じよがありまして……云うん々ぬん。語るとキリがありません。

　紙幅も少なくなってきたので、そろそろ謝しや辞じに移りましょうか。

　担当の儀部さま、イラストの生なま煮にえさま、デザインのムシカゴグラフィクスさま、校閲の方（ここでブツ切られるのは気になるんですけど、前巻・前々巻とそろえたい）、広報の方々、友だち、家族、親戚一同、今作の出版に携たずさわっていただきました全ての皆さま、そして何より拙著『サイコメ』を支ささえ、応援してくださっている読者さま。

　本当に、ありがとうございました！

　六巻は夏頃。予定通りの最終巻となります。

　最後まで読んでよかった――そう思っていただけるような終わりを目指して書き進めて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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